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埼玉県深谷市と本県の前橋市を結ぶ一般国道17号線の大規模バイパスである上

武道路は、本県の中央部をほぼ南北に縦断します。既に、新田郡尾島町から一般

国道50号線までの区間が開通・共用されており、通過市町村の産業経済の発展に

大きく貢献しています。

上武道路の建設工事に際しては、数多くの埋蔵文化財が、昭和48年度から群馬

県教育委員会及び当事業団により調査されています。佐波郡赤堀町堀下に所在す

る堀下八幡遺跡も、道路が遺跡の一部を通過するため、昭和59年度に当事業団が

調査、記録保存しました。 1,000点をこえる旧石器時代の遺物が集中して検出され、

この時代の研究を進める上で貴重な資料が得られました。これら資料は、平成元

年度から整理が行われ、今年度に入ってそれが終了し、以下に報告するところの

調査報告書を作成することができました。

発掘調査から報告書作成に至るまで、建設省関東地方建設局、同高崎工事事務

所、群馬県教育委員会、伊勢崎市教育委員会、赤堀町教育委員会、地元関係者等

から種々、ご指導・ご協力をいただきました。今回報告書を上梓するに際し、こ

れら関係者の皆様に衷心より感謝の意を表し、併せて、本報告書が群馬県の歴史

を解明する上で、広く活用されることを願い序とします。

平成 2 年 6 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎





例 言

1.本書は、一般国道国道17号（上武国道）改築工事に伴い事前調査した、事業名称「J K21 羅早閃揺遺跡」
の発掘調査報告書である。

2. 遺跡名称は遺跡所在地の大字名・小字名を併記する方法を採用している。本書では、より範囲の広い八幡

の小字名を冠し、「堀下八幡遺跡」と呼称した。

3. 遺跡所在地 群馬県佐波郡赤堀町大字堀下字八幡865他・伊勢崎市波志江町字東原3442他

4. 事業主体 建設省関東地方建設局高崎工事事務所

5. 調査主体 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

6. 調査期間 昭和59年10月 1 日～昭和60年 3 月 29 日

7. 調査組織 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

事務担当 白石保三郎・梅沢重昭・大沢秋良•松本浩一・秋池 武・定方隆史・国定 均・

笠原秀樹・山本朋子・吉田有光・柳岡良宏

調査担当原雅信・須田努・友廣哲也

8. 整理主体 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

9. 整理期間 平成元年 4 月 1 日～平成 2 年 5 月 31 日

10. 整理組織 事務担当 邊見長雄・松本浩一•田口紀雄・神保侑史・住谷進・岩丸大作・国定均・

笠原秀樹・小林昌嗣・須田朋子・吉田有光・柳岡良宏・野島のぶ江・今井もと子

松井美智子・角田みづほ・桜場一寿・能登健

整理担当原雅信・岩崎泰一

青木静江・坂庭常磐・石倉和美・市田武子・大川明子・神谷みや子・鈴木紀子・

関 正江・高橋千代子・高橋裕美・田中暁美・南雲富子・新平美津子・

萩原由美子・蜂巣綾子・松岡陽子

遺物写真佐藤元彦

保存処理関邦ー・北爪健ニ・小材浩一

11.本書の編集は原 雅信・岩崎泰ーが分担して行い、執筆は下記の通りである。

I -1..............•桜場一寿 III-z..............•岩崎泰一

I -2 ··············•岩崎泰一

1-3•4•5 …友廣哲也

I -6 ··············•原雅信

III-3a••·········原雅信

IIl-3b··········•岩崎泰一

IV・・・・・・・・・・・・・・・・・・..友廣哲也

II -1 ~6........岩崎泰ー V ・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •岩崎泰一

III-1··············•原雅信

12. ローム層の地質及び火山噴出物の識別同定は、新井房夫氏（群馬大学教育学部教授）に依頼した。

13. 石材の鑑定は飯島静雄氏（群馬地質研究会所属）に依頼した。

14. 分布図原図作成及び一部の図面トレースは以下の業者に依託した。

遺物分布図の原図の作成……中央航業株式会社

地形図のトレース……………技研測量設計株式会社

一部の実測図のトレース……株式会社測研



15. 井戸の調査に当たっては掘削を原沢ボーリング株式会社に依託した。

16. 挿図中に使用した方位は、真北である。

17. 遺構実測図は以下の縮尺で掲載した。それぞれ図中のスケールを参照されたい。

住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1/60 掘立柱建物跡・・・・・・・・・ 1/60

住居のカマド・・・・・・・・・ 1/30 土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1/40 • 1/60 

18. 遺物実測図は下記の縮尺率を基本に図示した。なお、小形石器（石鏃等）は縮尺を変えてあり、その都度

縮尺率を表示した。

旧石器単独資料……4/5 平安時代の遺物……1/2 • 1/ 4 

II 接合資料……1/2 金属製品・・・・・・・・・・・・・・・1/3

縄文時代の石器……1/1 • 1/3 

II 土器・・・・・ 1/2 • 1/3 

19. 遺物写真図版は実測図を掲載した順に時代毎に整理し、実測図と対照できるように図版の右下に挿図番号

を示した。

20. 石器実測図中の矢印は使用痕が確認出来る範囲を、網がけの部分は以下の部分を示している。

ロ 摩耗痕 ［ロロニ］ 繊維土器
21. 旧石器の遺物分布図中に使用したマークは以下の器種を表している。

●ナイフ形石器

△使用痕のある争lj片

＊敲石

◇楔形石器

0 石核

ロ礫

•削器

●争Il)ヤ

•加工痕のある泉ll 片

・砕片

22. 本書の作成にあたっては関係各方面の協力を得た。また、発掘調査に際しては赤堀町教育委員会・伊勢崎

市教育委員会・前橋市教育委員会並びに地元関係者の多大なる御支援を戴いた。ここに記して感謝の意を

表す次第である。

23. 調査資料は一括して群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。
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1.調査までの経過

ー 発掘調査の経過

1. 調査までの経過

建設省は、一般国道17号の交通混雑緩和のため、

東京～大宮～前橋間に大規模バイパスの建設を進め

ている。上武道路はその一環として計画されたもの

で、深谷バイパスの上武インターチェンジ（深谷市

東方）を起点とし、利根川を渡河して群馬県に入り、

伊勢崎市の東側を通過した後、前橋市北側を迂回し

て、前橋市田口町で現道に取りつく全長41. 4km （内

高崎工事事務所管内36.5km) の道路である。

昭和41年度に大宮国道工事事務所で調査が開始さ

れ、昭和44年度に高崎工事事務所に引き継がれた。

都市計画は、昭和46年 3 月に尾島町～伊勢崎市内、

昭和58年 3 月に国道50号までの決定が行われた。

これに伴い、県教育委員会は、昭和45年度に開発

諸事業との調整をはかる資料として、計画道路を中

心に巾 2 kmの区域の埋蔵文化財分布調査を実施し
※ 

た。その結果、遺跡総数は、 472ケ所にのぽった。

発掘調査は諸準備を整え、昭和49年 1 月から実施

された。当初 1 班で進められたが、工事の進捗に対

応して昭和59年度からは 3 班、 60年度からは 4 班編

成となり、昭和63年度で国道50号までの調査を完了

した。一方、県教育委員会は埋蔵文化財の調査部門

として昭和53年度に（財）群馬県埋蔵文化財調査事

業団が設立され、同年以降の上武道路建設に伴う発

掘調査は本事業団が実施し今日に至っている。

今回報告する堀下八幡遺跡は、分布調査で赤堀町

No. 3 遺跡として登録した地点である。昭和60年の調

査に先立つ表採でも土師器の散布が認められ、遺構

の存在が確実視されることから、 S TNo.840から 859

にかけての延長380m を全面調査することとなった。

本調査は、上武道路建設工事の進捗に対応して 3 班

体制になった初年度の実施であり、以後の調査は急

ピッチで進められた。

なお、上武道路は平成元年 3 月 3 日に前橋市飯土

井町から国道50号までが共用され、尾島町の国道354

号から国道50号までが開通している。

※「上武国道地域埋蔵文化財分布調査報告書」

群馬県教育委員会 昭和46年

第 l 図上武道路計画図
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I 発掘調査の経過

2. 遺跳の位置と周辺遺跡

赤城山は第三紀の複合成層火山で、四方に広大な

裾野が展開している。山体は南東側を旧渡良瀬川で、

南西側を旧利根川（現広瀬川）で浸食され、長大な

崖線を形成している。山頂からみて、東南から西南

の山麓には河川や涌水が多く、山体は浸食が進み、

長狭な沖積地と丘陵性の台地が交互に入り込む複雑

な地形を呈している。標高500m以下の山麓一帯には

遺跡が密集して分布し、その調査事例も多い。一方、

勢多郡赤城村の沼尾川から以北の西麓から北麓一帯

では、深いV字状の谷地形が発達している。南麓に

比べ、広く平坦な台地が展開している。西麓一帯は

山林が多く、遺跡の分布状況は不明だが、大小の河

川に沿う台地の縁辺や、涌水を伴う谷頭に遺跡が分

布する可能性が強い。

以上、山麓一帯の地形と遺跡の立地傾向の概要を

指摘した。山麓には、粕川扇状地や白川扇状地など

小規模な扇状地が存在しており、山体の地形変化の

複雑な様相が判明している。最近の発掘調査の成果

でも、氾濫性の堆積物が起伏に富むローム台地を覆

い、平坦な台地を形成する事例（神沢川流域）や、

河川が氾濫して沖積地の一部が台地化し·,集落を形

成する事例（江竜川流域）が確認され、地形の変化

を復元する作業も重要性を増してきている。山麓末

端を横断する上武道路関係の遺跡に限定しただけで

も、五目牛清水田遺跡・飯土井二本松遺跡などで、

上述した地形変化の様子を確認しており、遺跡の動

態を連動して分析する必要性が生じてきている。

堀下八幡遺跡は、南北 5 km以上も続く長狭な台地

先端から約 1 kmの地点に位置し（第 2 図）、遺跡の立

地する台地には、地蔵山丘陵や八幡山丘陵など山麓

端部に多い「流れ山」が点在している一。遺跡は、そ

の八幡山丘陵の南側に位置し、丘陵の東側は東桂川

の形成した沖積地に、西側は西桂川の形成した沖積

地に接し、立地している。

周辺の地域には数多く遺跡が分布しており、その

調査事例も多い。圃場整備事業に伴う調査事例が主

体であるだけに、制約条件も多く、そのため、調査

自体が十分な「青報を提供しているとはいえない。

旧石器時代 調査事例は概して少なく、上下二層に

石器群が出土した下触牛伏遺跡と上武関連の六反田

天神山遺跡（ 2) 、飯土井二本松遺跡・今井道下遺跡

など、 9 遺跡がある。 80年代以後、上武関連の遺跡

では旧石器時代石器群を対象に試掘調査を実施して

いる。その結果、遺跡の規模は大小さまざまだが、

ロームが堆積している台地では石器が必ず出土して

いる。仮に、上武道路をトレンチに想定するなら、

周辺地域は有数の遺跡密集地帯ともいえよう。石器

の出土層位は「暗色帯」が最も多い。

縄文時代 明確な遺構を伴う遺跡は少数で、包蔵地

が圧倒的に多い。明確な遺構（住居）を伴う遺跡には

前期段階の集落が多く、小規模である。前期集落の

場合、県内では前期後半段階の集落であることが多

く、山麓一帯の分布調査も同様な傾向を示している。

堀下八幡遺跡の周辺でも同様な傾向を示しており、

北通遺跡 (9) や鷹巣遺跡（10) で前期後半の住居を検

出している。一方、堀下八幡遺跡の北側に隣接する

八幡林古墳群 (11) や、最近調査した上武道路関連の

五目牛清水田遺跡（ 5) ・五目牛南組遺跡（ 4 ）では、

前期前半の花積下層段階の住居が確認され、資料の

不備を補う充実したデータが蓄積されつつある。

弥生時代 周辺の地域には、この時代の遺跡分布は

不明確である。堀下八幡遺跡周辺では今井南原遺跡

で弥生後期の住居を確認している。この遺跡の立地

条件から想定して、付近には散在してこの時代の集

落が存在する可能性が強い。

古墳時代•平安時代 周辺地域の古墳時代の遺跡の

在り方は宮川の下流域に立地する遺跡群の分析（能

登ほか、 1983) 結果を良く反映している。古墳時代

前半から集落を形成する遺跡には、中畑遺跡 (6) や

五目牛清水田遺跡が、平安時代から集落を形成する

遺跡には、北通遺跡 (9) や鷹巣遺跡 (10) ・五目牛東

遺跡 (14) A 区• B 区がある。古墳群は「流れ山」の

上に立地する場合が多く、八幡林古墳群や地蔵山古

墳群（ 15) ・蟹沼東古墳群（16) などの調査例がある。
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I 発掘調査の経過

3. 調査の方法
30 20 10 ゜

遺跡は上武道路 S TNo.840から S TNo.859 までの延

長380m、対象面積は12,250m' となっている。

この部分は、上武道路建設に伴う埋蔵文化財分布

調査において遺物の散布が確認されており、当初か

ら包蔵地として認定されていた地点である。そのた

め今回の発掘調査が実施されるまで試掘調査などは

行われておらず、遺構数・遺物量をはじめとする遺

跡の内容については不明な部分もあった。

対象地内は桑園もしくは畑として利用されていた

が、上武道路用地となって以降は未耕地となってぃ Au 

る。

調査に際しては全面調査を行うことを基本方針と

し、まず遺構および遺物の出土状況を把握するため

表土掘削とともにその確認を実施するものとした。

調査は遺跡東部にあたる D区より着手し、引続き

A区までおこなっている。調査区の設定については

日本平面直角座標系に基づき遺跡上に 100m ごとの

基軸線を設定し、西側から A区． B 区・

Bf 

c 区 •D区とし、さらに各区を 1 辺 4m

のグリッドに区切った。グリッド基点は

北西隅とし、南北方向に 0 から 24の数字

をあて、東西方向に a からyまでのアル

ファベットを付している。グリッドの呼

称はAa-10 • Ba -10等と表示している。

（第 3 図）

全面調査を行うことを前提としている

が、調査地内には路線に沿ってもしくは

横断する農道が数本存在し、この道路の

確保も必要不可欠なものであった。道路

下については仮道路を設置し調査を実施

したが、一部については未調査となって

しまった部分もある。

Aa 

Ak 

Ca 

Ck 

Dp 

゜ 50m 

第 3 図 グリッド設定図
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4. 調査の経過

堀下八幡遺跡の発掘調査は1984年（昭和59年） 10

月 1 日から 1985年 3 月 31 日の期間で行われ、対象面

積は12,250m主なっている。当該年度は前半期に上

植木光仙房遺跡（『上植木光仙房遺跡』財団法人群馬

県埋蔵文化財調査事業団調査報告第80集 1988年）

の発掘調査が行われ、引き続き本遺跡の調査に着手

している。

調査は上武道路工事工程とも関連する関係から遺

跡東側にあたる D区より着手し、順次A区まで表土

除去、遺構確認作業を行っている。

調査の経過は作業日誌に記録されているが、ここ

ではその日誌をもとに月毎の動向を示し、調査経過

の概要を報告しておきたい。

10月期

調査事務所および作業所を設営するとともに調査

器材の搬入を行う。あわせて前月まで実施していた

上植木光仙房遺跡終了に伴う残務を行う。

本遺跡は全面調査が前提であるため、当初から表

土掘削を行うものとし、 D区より着手している。こ

の段階では遺跡東部分に竪穴住居が確認されはじめ

西方に向かって遺構の存在がやや稀薄となる傾向が

認められた。

11月期

遺構の確認および調査を引き続き行う。住居は遺

跡東側部分にのみ存在し、他区域には広がりをもた

ない。 A区• B 区には溝・土坑・ピット等とともに

縄文時代の遺物包含層が確認された。住居を初めと

する各種遺構についてほぼ着手している。

また、この期には 12月 8 日（土）． 9 日（日）に実施

予定の遺跡説明会へむけた準備も行っている。この

説明会は近接する五目牛南組遺跡および五目牛清水

田遺跡と一斉に実施するもので、各遺跡とも特色を

うちだすようにし、本遺跡については検出された竪

穴住居のうち一軒について復元するものとしている。

4. 調査の経過

12月期

遺構調査とともに旧石器時代の試掘調査も着手し

ている。その結果、調査A区においてローム層中か

ら石器群の出土を確認したため、引き続き範囲確認

調査を実施している。

なお、 8 日・ 9 日両日については天候にも恵まれ

予定通り遺跡説明会を行っている。

1 月期

平安時代住居および各種遺構の調査を終了させ、

旧石器時代の試掘調査を継続的に行う。試掘は遺跡

全域を対象としたが、石器出土地点はA区にほぼ限

定されるようである。

2 月期

A区南側において縄文時代の住居 1 軒・土坑 4 基

が検出される。埋没土がローム層類似の土であった

ため確認に時間を要してしまった。旧石器時代の遺

物はこの部分にも広がりをもっため早急に調査を進

めるものとしている。

本遺跡の調査期間は 3 月までを終了期間としてい

る。

3 月期

遺構類についてはほぼ調査が終了し、主体はA 区

における旧石器時代の調査となる。

石器類が集中的に出土し、また出土層が硬い等調

査終了期を迎え困難な日々が続く。

さらに本期中旬には積雪もあり、条件はより悪い

ものとなった。

この間調査完了へむけ体制の充実等を計りながら

進行した結果、 3 月 31 日をもって調査の全工程が終

了している。
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I 発掘調査の経過

5. 遺跡の概要
説明しておく。

発掘調査の対象範囲は、全長400m ・幅30m に及ぶ。

全体に遺構や遺物の分布も薄く、さらに、耕作や水

田の開削で遺構を破壊するなど、遺構や遺物の検出

状態は良好ではない。それでも台地縁辺を中心に、

縄文時代前期の住居 l 軒・土坑 4 基 (A区）や、平

安時代の住居 9 軒．掘立柱建物跡 l 棟(D区）を検

出したほか、後期旧石器時代の石器約1000点、縄文

時代早期から後期の土器や石器が多数出土してい

る。ここでは、それぞれ時代毎に分け、その概要を

旧石器時代 この時代の石器が出土する可能性の

最も強い八幡山丘陵の南側斜面部 (A区）から試掘

調査（第 4 図）を開始した。その結果、丘陵の南側

斜面の全域に石器が集中分布し、他の地点には石器

が出土しないことを確認した。

総計988点（礫28点を含む）の石器が出土している。

石器の集中地点を20カ所、礫群を 1 カ所確認した。

石器は第V層から第VII層まで、とりわけ、第VI層に

多く出土しており、礫群の出土層位と良く一致して

三99m 「マヽ斤「9m"'" 99  『•_?_ュ--

第 4 図 調査範囲(|日石器）と周辺の地形 1 : 2000 
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いる。石器は散漫な状態で分布する傾向が強く、石

器が最も多く出土した地点でも、約90点の石器が出

土したのにすぎない。また、石器の集中地点は隣接

して分布しており、この地点で継続的・断続的に生

活した結果なのかもしれない。石器石材は、県内で

採集が可能な黒色安山岩が最も多く出土している。

黒色頁岩の出土も多く、両者で全体の90％以上を占

め、赤城山麓一帯の「暗色帯」から出土する石器群

の一般的な在り方を示している。出土石器は、剥片

や砕片が主体で、定形石器は概して少ない。そのな

かでも、小形・縦長の剥片を使用するナイフ形石器

の一群や、台形状ないし切出状を呈すナイフ形石器

の一群は、石器群の特徴的な存在である。県内では、

この段階の石器（特に、小形のナイフ形石器の一群）

は概して少なく、その資料的価値は高い。接合資料

は、 101例を確認した。縦長剥片の作出を目的に剥離

している資料が多い。また、接合資料は複数の地点

で接合する資料も多く、剥離地点を変え、剥片を剥

離している状態を暗示する資料も存在する。資料が

持つ制約から母岩の分類は困難で、同一の母岩を 6

種確認したのにとどまる。

5. 遺跡の概要

平安時代 遺跡東側 (C 区）に住居が 9 軒確認さ

れている。他区には認められていない。この区につ

いては南東側に土取りによる削平部分があり、住居

も遺失している可能性がある。検出された住居は遺

存状態はあまり良好ではなく、攪乱もかなり認めら

れる。住居は 9 軒の内 3 軒について重複が認められ

る。この住居群に接して掘立柱建物が一棟存在する。

二間 x二間の規模をもち、柱穴は円形を示す。出土

遺物から時期は確定できないが、位置関係からみて

住居群に伴う可能性が高いと考えられる。

その他 井戸 4 基の他、主として B区に遺構が確

認されている。溝については区画・地割・水路等が

含まれるが、個々の性格、時期については不明なも

のが多い。なお、 A区北西部には近世以降の墓所が

存在したことが確認されている。

縄文時代 縄文時代については遺構・遺物とも量

的には少ない。遺構は八幡山丘陵南斜面にあたる遺

跡西側 (A区）に住居 1 軒・土坑 4 基が確認されて

いる。他区には認められていない。住居の遺存はあ

まり良好ではなく、炉・柱穴等について不明な部分

もあり、平面形状もやや不安定な状態を示している。

時期は出土土器から判断して前期諸磯 b 式期に位置

付けられるであろう。土坑についてはその性格およ

び時期について有効な情報が得られていない。住居

に近接するものもあり関連も想定されるが確定でき

ない。

土器は、早期撚糸文系土器．押型文土器．前期黒

浜式土器．諸磯 a•b 式土器．中期加曽利 E式上器．

後期称名寺式土器．加曽利 B式土器等がA区• B 区

に主として分布している。
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発掘調査の経過

6. 基本土層

上武道路は、沖積地と丘陵性の台地を交互に分断

して赤城の山麓端部を横断している。調査区内には

A区東側に浅い沖積地が入り込み、台地を分断して

いる。上述した沖積地より東側は底平なローム台地、

西側は八幡山丘陵（赤城山の山麓端部に多い「流れ

山」の一つ） の末端に相当し、微妙に地形が相違し

ている。遺跡は上述した台地部分と低地部分からな

り、各々の地点で土層の堆積状態は相違していた。

台地部分 台地部分では、表土（第 1 層）

らローム層へ移行していく。

第 I 層

第 II 層

第 III層

第IV層

第V層

第VI層

第VII層

SP) を多く混入する。

の直下か

ローム層以下の堆積状

態は東西の台地で完全に一致しており、赤城山南麓

の丘陵性台地に所在する他の遺跡と同様な土層が堆

積していた。

なお、八幡山丘陵の西南斜面部では水田開削に伴

い、丘陵が削平され、縄文時代の土器や石器の包含

層や旧石器時代の石器包含層を完全に破壊してい

た。その開削深度は「暗色帯」まで及んでいた。

表土

黄褐色軟質ローム層。いわゆる「ソフト・

ローム」で、その下面には顕著な凹凸を

持つ。周辺の下触牛伏遺跡などでは、風

化の相違を基準に 2 層に細分している。

黄褐色硬質ローム層。白色パミス（As-

暗褐色硬質ローム層。 As-BP を塊状に

混入する。全体に砂質で、黒色の鉱物が

目立つ。第III層に比べ、やや暗い色調を

呈す。

黄褐色ローム層。やや軟質で、漸移的に

変化している。 V層下位部分から VI層上

位部分にATの極大値を持つ。

暗褐色ローム層。

暗褐色ローム層。第VI • VII層とも、いわ

ゆる「暗色帯」に相当する。石器は第VI

第VIII層

第IX層

第X 層

低地部分

層から第VII層の境界付近に多く出土す

る。全体に軟質だが、第VII層に比べ、第

VI層は暗い色調を呈す。

褐色硬質ローム層。粘性が強く、黒色の

鉱物を多く混入する。

八崎軽石層(H P) 。

褐色硬質ローム層。

A区 0 ライン～ B 区 b ライン付近が低地

部分に相当する。この浅い低地は遺跡の北側に延び、

90.00m 

89.00m 

第 5 図
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凹凸の有る微妙な地形を形成している。現在、この

低地の北側には涌水も存在せず、また、低地を形成

する河川も想定できないため、もともと存在した凹

地が徐々に埋没した可能性が強い。

第 6 図は、 A 区 V ライン付近を通る農業用道路の

東側で観察した土層の堆積状態を図示した。

この土層断面には、第 4 層に一部純層に近い状態

で榛名山ニツ岳火山灰 FA(5 世紀末～ 6 世紀初頭）

が堆積していたほか、 5 層以下にもニッ岳噴出軽石

FP (6 世紀中頃）に似た軽石を多量に含む黒色土

が堆積していた。従来の所見と違い、層位が逆転し

て堆積していた。そこで、群馬大学新井房雄教授に

現地でテフラの観察を中心に、土層の堆積状態を観

察して戴いた。その結果、 4 層に堆積していたテフ

ラはニツ岳火山灰 FAであること、 5 層以下の軽石

もニツ岳噴出の軽石であること、の 2 点の所見を得

た。近年の調査成果では、これまでこの地域でFP

と同定していた軽石がFA に伴う軽石である可能性

が強く、実際そうした方が古墳の構築年代にも良く

合致すること、また、榛名・有馬火山灰(Hr-AA)

の検出など、 FA•FP以外にもニッ岳の活発な活

動を示唆している。以上の成果を勘案して、 5 層以

下に堆積していた軽石が 6 世紀中頃の噴火に伴う F

P 以外の時期の噴出軽石であることも予想され、ま

た、逆に 4 層の FA 自体 2 次堆積している可能性も

ある、という相反する可能性を想定した。しかし、

同様な土層の堆積状態は周辺地域には確認できない

こと、また、再堆積の原因ともなる河川の氾濫は隣

接する波志江中峰岸遺跡でも確認できないことか

6. 基本土層

ら、層位が逆転する明確な理由は不明確である。ま

た、方形区画の溝を除いて、この低地部分は遺構の

希薄な部分でもあり、遺構に伴う遺物や土層の堆積

年代を示す遺物は全く出土してない。このため、路

線に限定した狭い調査範囲の中で全体を判断するの

は極めて難しい。現状では上記 2 点の可能性を断定

する明確な根拠はなく、どちらとも判断できないで

いる。

l 層茶褐色砂質土層直径 1~5 mmの軽石粒を

含む。

2 層茶褐色砂質土層直径 1~5 mmの軽石粒を

多量に含む。

3 層暗褐色土層 粘性をもつ硬質土。微量

の軽石粒を含む。

4 層灰白色土層 粘性強く FA を多量に含

む（一部純層）。

5 層暗褐色土層 粘性強く、軽石粒を微菫

に含む。

6 層黒色土層 粘性なくもろい、軽石粒

を微量に含む。

7 層暗褐色土層 粘性もつ、軽石粒を微最

に含む。

8 層暗褐色砂質土層

L=88.00m 

8 7 5 4 3 2 
゜ lm 

第 6 図 基本土層（低地部分）
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II 旧石器時代の遺構と遺物

II 旧石器時代の遺構と遺物

1. 礫 群

礫群は、台地先端・東南のAm • An -12 • 13 G に

分布している。石器の分布域と 10m以上の空白域を

有し、単独に近い状態を示す。礫群の周辺には、こ

の地点以外で生産した剥片が数点出土したほか、敲

石 3 点が分布していた。また、礫群は明確に集中す

ることなく分布しており、県内ではこうした状態が

旧石器時代石器群の一般的な在り方でもある。

1 号礫群（第 7 図）

総計12点の礫からなる。礫群は長軸 4m• 短軸 2

mの範囲に散漫な状態で分布している。すべて破損

礫であり、 500 g程度の礫を多用している。出土した

礫には、接合状態で1886 gを測る礫や破損状態で

3000 gを越す礫が存在している。このほか、 100 g未

満の小礫が出土した。この小礫の「割れ面」は凹凸

1 号礫群

¥ 
Q 

｢) 

. 
29図ー 3

Q 

に富み、打割した「割れ面」の状態と違う。礫群は

VII層上位に安定した状態で出上している。

礫の接合は 2 例 4 点（第33図 1 • 2) が確認され、

2 例とも礫群の内部で接合する。このうち 1 例（第

33図 1) には、「割れ面」の状態から推定して、意図

して打割した可能性が指摘されよう。

礫群を構成する礫には、タールの付着した礫（第

33図 1) の他、熱で破損した礫も存在しており、火

の使用を明瞭に示している。また、この礫群の周辺

には、礫の小口部分に打痕を持つ敲石 3 点（第32図

1•2•3) の他、形状の良好な剥片（第29図 3.

5. 第38図 5) が出土しており、この剥片と同一母

岩の剥片や砕片を含まないことから、搬入状態を示

していた。以上を総合して判断するなら、礫群、お

よび、その周辺には、石器製作址というよりも生活

址に近い要素を多く残しているといえよう。

• . 
\ . 
. 

[ 
X ／ゞ令 8 ] 叫＼．；ど咤）

• ¥ 

33図ー 1. . 

` 
. 

c . 

□ C ロロ ロ D D,i [ 
87.25 • lOOg未満 ● 1000g未満

• 500g未満 ● 4000g未満

゜
2m 

第 7 図 1 号礫群
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2. 石器の分布

路線に限定した調査は広大な山麓を横切る長大な

トレンチ（長さ 400m ・幅36m) に似ている。旧石器

時代石器群は、路線西側のA区に集中して出土した。

A区東側には浅い凹地が入り、この凹地が台地を分

断している。これより東側 (B 区～D区）の台地で

は、石器群は未検出である。

石器が出土した地点 (A区）は、通称「八幡山丘

陵」と呼ぶ丘陵の南側斜面に相当する。この丘陵は

赤城の南麓に点在する「流れ山」のひとつで、水田

面と約 6mの比高差がある。石器群は、路線北側の

丘陵斜面にも確実に分布すること、調査区南西部は

水田開削に伴い削平され、また、南側の側道部分は

2. 石器の分布

未調査であり、実態は不明だが、石器の分布する可

能性も否定できない。

なお、この遺跡に隣接する波志江中峰岸遺跡（昭

和60年度調査）の調査結果から、これ以上、路線の

西に石器が分布しないことを確認している。

調査の結果、 20カ所の石器の集中地点と 1 カ所の

礫群を確認した。それぞれ石器の集中地点は、石器

数量や石材構成が類似しており、顕著な相違は指摘

できない。また、相互に隣接して分布しているのも

特徴的であり、ほぽ単独に近い状態で分布する礫群

と対照的である。礫群は石器の分布域と 10m以上の

空白域を隔て分布しており、また、礫群の周辺には

石器製作を示す剥片や砕片は分布せず、良好な形状

の剥片が出土している。
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II 旧石器時代の遺構と遺物

1 号プロック
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第 9 図 石器の分布(I 号プロック）

石器群は、 V層から VII層まで、とりわけ、 VI層に

多く出土する傾向が指摘され、また、こうした状態

はVII層上位に出土している礫群の出土状態とも良く

整合する。なお一部には、住居（縄文• 5 住）を構

築する段階で破壊され、上半が不明なブロックも存

在するほか、 IV層やVIII層に食い込み、石器が出土し

ているブロックもあるようで、一概に比較できない

点もある。ただ、微妙な石器群の同時性は別に、接

合資料や同一母岩の分布などから、「暗色帯」より出

土する石器群と、大枠では把握できるだろう。

1 号プロック（第 9 図）

ブロックは、台地西側の斜面 (Ac- 6 • 7 G) で

検出した。確認した20カ所に及ぶ石器の集中地点の

中で最も西側に位置している。南側に 2 号ブロック

が、西側に 6~8 号プロックが隣接する。石器は長

軸7.7m ・短軸3.lmの範囲に、概ね、楕円形状に分

布している。石器の分布状態は集中性に欠け、散漫

な分布状態を示す。石器はV層から VII層に出土して

おり、その上位と下位部分とは約50cmの高低差を持

つ。石器はVI層に多く出土している。

12 



2 号ブロック
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2. 石器の分布

総計38点の石器が出土しており、剥片や砕

片が組成の主体を構成する。このほかには、

使用痕のある剥片や石核が各 2 点・拳大の礫

1 点が出土した。全体の58％を黒色安山岩が、

約30％を黒色頁岩が占め、この遺跡の石材組

成の基本的な在り方を示している。この他、

敲石の破片である可能性の強い砂石が 1 点出

土している。接合資料 5 例が確認され、この

うち、 1 例（接合資料ー 3) は 2 号ブロック

出土の石器と、 1 例（接合資料ー 4) は 11号

ブロック出土の石器と、それぞれ接合する。

゜35図ー 3 . 
26図ー 2

. . ♦
 . . 

87.00 

3 号フロック \ 

[ . 
ロ

ロ

• 

29図ー 4

] 

‘‘ X翌

2 号プロック（第10図）

ブロックは、台地西側の斜面 (Ac- 9 G を

中心に）で検出した。 1 号ブロックの南側に

位置し、 5 • 6 号ブロックが隣接している。

石器は径3.3mの範囲に分布していた。石器は

良好に集中して出土している。石器は V層か

ら VII層まで出土しており、その上位と下位部

分とは約40cmの高低差を持つ。 VI層に多く出

上している。

総計46点の石器が出土しており、剥片や砕

片が組成の主体を構成する。このほかには、

切出状を呈すナイフが 1 点と加工痕・使用痕

のある剥片が各 1 点出土している。石器石材

は黒色安山岩が主体 (32点）で、黒色頁岩が

次に多い。接合資料 4 例を確認しており、こ

のうち、 1 例は 1 号ブロックから出土した石

器と接合する。

]
 

ロ ロ . 
———— 

87.25 

゜ 2m 

第 10図石器の分布(2 号・ 3 号プロック）

3 号プロック（第10図）

ブロックは、台地西側の斜面 (Ad-lOG)

で検出した。 20カ所に及ぶ石器の集中地点の

南西に位置する。東側に 4 • 5 号ブロックが

隣接する。石器は長軸2.2m •短軸1. 5mの範

囲に、概ね、楕円形状に分布している。石器

の分布状態は集中性に欠け、散漫な分布状態

を示す。石器は V層から VII層に出土しており、

13 



II 旧石器時代の遺構と遺物

4 号フロック
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4 号プロック（第 11 図）

プロックは、台地南側の斜面 (Ae•Af-10 • 

11G) で検出した。確認した20カ所に及ぶ石

器の集中地点の中で、最も南側に位置してい

る。石器は長軸5.2m ・短軸3.3mの範囲に、

概ね、楕円形状に分布している。石器の分布

状態は集中性に欠け、散漫な分布状態を示す。
令

xゃ／ 石器は V層から VII層に出土しており、特に、

VI層に多く出土している。その上位と下位部

分とは約20cmの高低差を持つ。

総計21点の石器が出土しており、剥片や砕

片が組成の主体を構成する。このほかには、

使用痕のある剥片 2 点・敲石 2 点が出土して

いる。石器石材は、全体の2/3が黒色安山岩を、ー
＿
＿

．
図26 

———— 

2m 

第 11 図石器の分布(4 号・ 5 号プロック）

特に、 VI層に多く出土している。その上位と

下位部分とは、約35cmの高低差を持つ。

総計 6 点の石器が出土している。石器 6 点

の分布範囲は狭く、量的に最も小規模である。

使用痕のある剥片 2 点が組成の主体を占め、

このほか、剥片・砕片が各 1 点出土している。

石器石材は 4 点とも黒色頁岩を使用してい

る。また、上記石器以外にも 2 点の礫が出土

しており、その遺存理由は不明だが、このう

ち、 1 点にはススが付着している。

残り 1/8が黒色頁岩を使用している。接合資料

4 例を確認している。このうち、 1 例（接合

資料ー 11) は 16号ブロック出土の石器と接合

している。

5 号プロック（第11 図）

ブロックは、台地西側の斜面 (Ad• Ae-

9 • lOG) で検出した。ブロックの南側に 4

号ブロックが、北側に 6 号ブロックが、東側

に 11 ・ 12号ブロックが隣接している。石器は

長軸5.5m •短軸2.6mの楕円形状の範囲に分

布している。石器の分布状態は集中性に欠け、

散漫な分布状態を示す。石器は V層からVII層

14 



に出土しており、特に、 VI層に多出している。その

上位と下位部分とは約15cmの高低差を持つ。

総計21点の石器が出上しており、剥片や砕片が組

成の主体を構成する。このほかには、二側縁に調整

加工した A群のナイフ（第24図 1) や、加工痕のあ

る剥片（第26図 1) が出土している。石器石材は全

体の52％を黒色頁岩が、 28％を黒色安山岩が占め、

2. 石器の分布

このほかには黒曜石や流紋岩が組成する。石器の接

合は 3 例（接合資料ー 13 • 14 • 15) を確認した。こ

のうち、 2 例（接合資料ー 13 • 15) は約20mの接合

距離を有し、接合資料ー 13 はAi -lOG 出土の石器

と、接合資料ー 15は 9 号ブロック出土の石器と接合

する。

. 
＿
一

\ 

__ 

6 号フロック

. . 
. 

[ 
. . . 

(I..  

. •,:, ．．・-..x.ゞ. /ー ' 

.. . ロ. . . ... 
•.. •• • . 

] . 
x、e／ヽ . 

. 
• 27図ー 6

o 34図ー 1

89.00 

、．．．．. o. ％ヽ
o..  • .. 

87.50 

89.00 

.. . 
87.50 

。 2m 

第 12図 石器の分布(6 号プロック）
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II 旧石器時代の遺構と遺物

6 号プロック（第 12図）

ブロックは、台地西側の斜面 (Ad- 8 • 9 

G 、 Ae- 8 • 9 G、Af- 8 • 9 G) で検出し

た。東側には 11号ブロックが隣接するほか、

北側にはやや距離を隔て10号ブロックが位置

している。石器は長軸6.4m ・短軸3.6mの範

囲に、概ね、楕円形状に分布している。石器

は西側で散漫状態で出土する一方、東側では

良く集中している。東側では、 2 カ所に石器

が集中しており、 Ae-8 Gの集中地点では剥

片や砕片を主体に石核が分布するのに対し、

Ae-9 G では砕片を主体に分布するなど、分

布状態が相違している。ブロックの細分が可

能であるのかもしれない。石器は V層から VII

層に出土し、特に、 VI層に多く出土している。

その上位と下位部分とは約50cmの高低差を持
88.75 

つ。

総計61点の石器が出土しており、剥片や砕

片が組成の主体を構成する。このほかには、

加工痕のある剥片（第27図 6) や、ススの付

着した礫が 1 点組成している。全体の約90%

を黒色安山岩が占め、このほか、黒色頁岩 (3

点）や黒曜石が若干組成している。接合資料

7 例が確認され、このうち、 2 例（接合資料

-20 • 21) はAe-llG • Af-8 G 出土の石器

と、それぞれ接合している。

分とは約70cmの高低差を持つ。

総計92点が出土しており、確認した20カ所
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7 号プロック
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7 号プロック（第13図）

ブロックは、台地西側の斜面 (Ad- 6 • 7 

G 、 Ae- 6 • 7 G) で検出した。北側に 8 号

ブロックが、東側に10号ブロックが隣接して

いる。石器は長軸4.6m ・短軸3.3mの範囲に、

概ね、楕円形状に分布している。石器は良く

集中しており、集中度は高い。石器は V層か

ら VII層に出土しており、特に、 VI層に多く出

土する傾向を示している。その上位と下位部 88.00 

89.00 

8 号プロック
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第 13図石器の分布(7 号• 8 号ブロック）
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2. 石器の分布

の石器の集中地点の中で最大規模を誇る。剥 9 号ブロック

片や砕片を主体に、台形に近い形態のナイフ x、も/ t 

1 点や、使用痕・加工痕のある剥片（各 5 点） \ . 
を組成する。全体の約68％を黒色安山岩が、 : 
約30％を黒色頁岩が占め、このほか点紋頁岩 . . 

゜1 点が組成している。接合資料は 10例が確認
. . . . 

［ゞ‘
され、このうち、 2 例（接合資料ー29 • 30) . 

] は 8 号ブロック出土の石器と接合する。
.. .. . . . 

なお、このブロックには母岩別資料・黒色 . . 
安山岩ー 3 に分類可能な剥片 1 点が出土した

. . 
ほか、礫 1 点が出土している。この礫にはス

スが付着していないこともあり、その機能・

用途は不明確である。
89 00 . . . . . . . 

8 号プロック（第13図）
. . . 

ブロックは、台地西側の斜面 (Ae- 6 を中 88.00 

心に）で検出した。 20カ所に及ぶ石器集中地

10号ブロック. 
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第 14図石器の分布(9 号・ 10号プロック）
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II 旧石器時代の遺構と遺物

点の中で、最も北西側に位置する。石器は長

軸4.8m ·短軸2.8mの範囲に、概ね、楕円形

状に分布している。石器は良好に集中してお

り、分布密度は高い。

石器は V層から VII層に出土しており、特に、

VI層に多出する傾向が強い。その上位部分と

下位部分とは、約65cmの高低差を持つ。

総計90点の石器が出土している。剥片や砕

片を主体に組成するほか、加工痕のある剥片

（第26因 7) 1 点が出土している。全体の90%

以上を黒色安山岩が占め、残り 10％弱は黒色

頁岩を使用している。接合資料は 13例を確認

した。このうち、 2 例（接合資料ー29 • 30) 

は 7 号ブロック出土の石器と接合している。

ー

. 5
 

袖
。
嘔

ご
．

_._ 

.. . 

11 号フロック

:\ そ

189  75 ·・．．・
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24図ー 3

. x
 

] 
。
図30 

• 27図一 l. . 

———— 

9 号プロック（第 14図）

台地南側の斜面（Af- 6G を中心に）で検

出した。石器は長軸4.0m ·短軸3.lmの範囲

に、楕円形状に分布しており、その分布状態

は散漫で、分布密度は低い。石器はV層から

VII層に出土しており、とりわけ、 VI層に多く

出土している。その上位部分と下位部分とは

約40cmの高低差を持つ。

総計25点の石器が出土しており、剥片や砕

片が組成の主体を構成する。黒色安山岩に比

べ、黒色頁岩を多く使用している。現在まで

接合資料は 5 例を確認しており、 2 例（接合

資料ー42·93) が10号プロック出土の石器と、

1 例（接合資料ー 15) が 5 号ブロック出土の

石器と、 1 例（接合資料ー66) が15号ブロッ

ク出土の石器と、それぞれ接合している。

13号ブロック

. . . 

[\ 
. . . .. 

• • . . . ] . 
:..... ｷ • . 

. ら。．. 
. 

• 

28図ー 5. 
• 

29図ー 1

. 
. 

ぷも／qi.

10号プロック（第 14図）
89.00 

台地南側の斜面(Af-lOG を中心に）で検

出した。石器は長軸5.5m •短軸4.0mの範囲

に、概ね、楕円形状に分布しており、良く集 87.75 

中している。 V層から VII層に出土しており、

VII層上位に多く出土している。その上位部分

・・.... . 
•• • 9,. ` . 

0 2m 

第 15図石器の分布(11 号・ 13号ブロック）
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と下位部分とは約50cmの高低差を持つ。

総計65点の石器が出土している。剥片や砕

片を主体に組成するほか、使用痕のある剥片

や石核が出土している。全体の70％弱を黒色

安山岩が、 30％を黒色頁岩が占め、このほか

には、珪質頁岩 1 点が組成しているのにすぎ

ない。接合資料は 7 例が確認され、このうち、

1 例（接合資料ー48) が13号ブロック出土の

石器と、 1 例（接合資料ー47) が11号ブロッ

クから出土した石器と、 2 例（接合資料ー42 • 

93) が 9 号ブロック出土の石器と、 1 例（接

合資料ー44) が 9 号・ 11号・ 17号ブロック出

土の石器と、それぞれ接合している。

11号プロック（第15図）

台地南側の斜面 (Af-9G) で検出した。

石器は長軸4.2m ・短軸2.4mの範囲に、概ね、

楕円形状に分布しており、散漫な分布状態を

示す。全体の80％を黒色安山岩が占め、残り

20％は黒色頁岩を使用している。石器はIV層

下部から VII層上部に出土しており、 VI層に多

く出土する傾向を示している。

総計25点の石器が出土している。剥片や砕

片を主体に組成するほか、二側縁に調整加工

を施すナイフが 1 点（第24図 3) や、加工痕・

使用痕のある剥片が 4 点出土している。これ

まで接合資料は 4 例が確認され、このうち、

1 例（接合資料ー 4) は 1 号ブロックから出

土した石器と、 2 例（接合資料ー44 • 47) は

10号ブロック出土の石器と、 1 例（接合資料

-49) はAf- 6 Gから出土した石器と、それ

ぞれ接合している。

2. 石器の分布

12号ブロック
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。．

゜. . . . . .. . . .. 
゜ . . . . . . . 

. . 27図ー 3

:\ ~ 
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87.50 

\ 
14号プロック X忍'\
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. . 

x[ 
. . . 

] 
.. .. . 

•.. . . . . . . . . 

89.00 

13号プロック（第15図）

台地南側の斜面 (Ag- 8 G • Ag-9 G) で

検出した。石器は長軸5.5m ·短軸3.5mの範 88.00 

囲に、概ね、楕円形状に分布しており、東側

では密に、西側では疎らに分布する傾向が指

. ..... .... . . ` . 

。 2m 

第 16図石器の分布(12号・ 14号ブロック）
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II 旧石器時代の遺構と遺物

摘されよう。石器は V層から VII層に出土しており、

VI層下部から VII層上部に安定した状態で多出する。

上位部分と下位部分とは、約50cmの高低差がある。

総計52点の石器が出土している。剥片や砕片を主

体に、加工痕・使用痕のある剥片を組成している。

黒色頁岩が全体の50％を、黒色安山岩が48％を占め

ている。これまで、接合資料 9 例を確認した。この

うち、 1 例（接合資料ー48) は 10号プロック出土の

石器と、 1 例（接合資料ー91)は 11号ブロック出土

の石器と、 2 例（接合資料ー56 • 90) は 17号ブロッ

ク出土の石器と、それぞれ接合している。

12号プロック（第 16図）

台地南側の斜面(Af • Ag-lOG) で検出した。確

認した 20カ所の石器の集中地点の中で南側に位置し

ている。石器は長軸3.9m ・短軸3.lmの範囲に、楕

円形状に分布している。石器の分布密度は高く、 2

カ所に集中部を形成しているようにみえる。石器は

V層から VI層に出土しており、 VI層上位部分に多く

出土する傾向が強い。上位部分と下位部分には、約

30cmの高低差がある。

総計38点の石器が出土しており、剥片や砕片を主

体に組成する。全体の97％以上を黒色安山岩が占め、

このほかには珪質頁岩 1 点が出土しているのにすぎ

ない。現在まで、接合資料は 4 例が確認され、この

うち、 1 例（接合資料ー 74) は 2 号・ 17号ブロック

出土の石器と、 1 例（接合資料ー 92) は 6 号ブロッ

ク出土の石器と、それぞれ接合している。

14号プロック（第16図）

台地南側の斜面 (Ag- 7 G) で検出した。石器は

長軸2.8m •短軸2.2mの範囲に、概ね、楕円形状に

15号プロック
X飼も
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第 17図 石器の分布(15号プロック）
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2. 石器の分布

分布していた。石器は良好に集中した状態で

出土している。石器は V層下部からVI層中位

に出土しており、 とりわけ、 VI層上位に多く

出土する傾向を示している。上位部分と下位

部分とは、約35cmの高低差がある。

総計35点の石器が出上しており、剥片や砕

片を主体に組成するほか、礫が 1 点出土して

いる。全体の50％以上を同一母岩の珪質頁岩

が、残り 30％を黒色頁岩が、 20％を黒色安山

岩が占め、珪質頁岩が多い点で特徴的である。

接合資料 1 例（接合資料ー89)

る。

を確認してい

15号プロック（第17図）

台地南側の斜面 (Ah- 5 G を中心に）で検

出した。確認した20カ所の石器の集中地点の

中で、最も北側に位置しており、石器分布の

¥
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一部は確実に北側に延びている。

VIII層に出土しており、特に、

く出土する傾向を示していた。

ローム (II 層）

2) 

と、

その全貌は

不明だが、現状で長軸4.6m •短軸3.lmの範

囲に、楕円形状に分布する。石器はIV層から

V層と VII層に多

また、 ソフト

より樋状剥離を有す特徴的な

形態の彫器（第124図 2) も出土していること

から、文化層（石器群）の重複をも考慮して、

石器の接合関係や母岩に注意した。その結果、

V層出土の石器と、 VII層から出土した石器が

複数接合（接合資料ー61 • 65 • 66) している

ため、積極的に文化層を分離するのは困難で、

その必要性はないものと判断した。

総計63点の石器が出土している。剥片や砕

片を主体に組成するほか、楔形石器（第25図

1 点が出土している。全体の80％を黒色

安山岩が占め、残り約20％は黒色頁岩を使用

している。接合資料は 9 例が確認され、 1 例

（接合資料ー66) は 9 号ブロック出土の石器

1 例（接合資料ー62) は 17号ブロック出
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土の石器と、 それぞれ接合している。 第 18図 石器の分布(16号・ 17号ブロック）
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II 旧石器時代の遺構と遺物

16号プロック（第 18図）

台地南側の斜面 (Ah•Ai- 7 G) で検出し

た。石器は長軸3.6m ・短軸2.4mの範囲に、

概ね、楕円形状に分布している。石器は良く

集中して出土しており、特に、東側で良く集

中する。石器はVI層下部から VII層上部に出土

しており、他のブロックと違う様相を呈して

いる。この地点は試掘段階で調査を完了して

おり、そのため、多少調査も粗く、その上半

の石器を遺失している可能性が強い。以上の

理由から上述の出土状態の相違が説明できる

ものと理解している。

総計48点の石器が出土している。剥片や砕

片を主体に組成するほか、敲石の破片が 3 点

（第31図 3) 出土している。全体の60％を黒

色安山岩が占め、残り 30％弱は黒色頁岩を使

用するほか、玉髄 2 点（第76因）が出土して

いる。接合資料は10例を確認しており、 1 例

（接合資料ー 11) は 4 号ブロック出土の石器

と、 1 例（接合資料ー 76) は 17号ブロック出

土の石器と、 2 例（接合資料ー78 • 96) は 18

号ブロックから出土した石器と、 1 例（接合

資料ー86) は20号ブロックから出土した石器

と、それぞれ接合する。

17号プロック（第 18図）

台地南側の斜面 (Ah· Ai-8 G) で検出し

た。石器は長軸4.2m •短軸3.8mの範囲に、

楕円形状に分布しており、良く集中して出土

している。石器は、 IV層から VII層に出土して

おり、特に、 VII層の上半に多出する傾向が強

い。その上半と下位部分では約70cmの高低差

がある。

総計86点の石器が出土している。剥片や砕

片を主体に組成するほか、削器（第25図 1)

や加工痕のある剥片 3 点が出土している。全

体の60％以上を黒色安山岩 (53点）が占め、

残り 36％は黒色頁岩を使用している。接合資
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料は 10例を確認した。このうち、 8 例は他のブロッ

クと接合関係を持つ。

18号プロック（第 19図）

台地東側の斜面 (Ak- 8 G 、 Ak- 9 G) に検出さ

れ、 20カ所の石器の集中地点の中で、最も東側に位

置する。北側に 19号ブロックが隣接している。石器

は長軸4.8m ·短軸4.2mの範囲に、概ね、楕円形状

に分布している。石器は、やや散漫な状態で分布し、

グリッドの南北に 2 カ所の集中部があるようにみえ

る。 V層から VII層に出土しており、特に、 VII層の上

部に多く出土する傾向が強い。その上半部分と下位

部分では、約40cmの高低差がある。

総計46点の石器が出土している。剥片や砕片を主

体に組成する。石核も 5 点と多く、石器製作の痕跡

を明瞭に示している。全体の60％以上を黒色安

山岩が占め、残り約33％は黒色頁岩を使用する。

接合資料 8 例を確認しており、 3 例（接合資料

-78 • 88 • 96) は 16号ブロックの石器と、 1 例

（接合資料ー 79) は 13号・ 20号ブロックの石器

と、 1 例（接合資料ー87) は 20号ブロックから

出土した石器と、それぞれ接合している。

2. 石器の分布

20号プロック（第20図）

台地東側の斜面 (Ai -6 G 、 Aj- 7 G) に検出さ

れ、調査区北東部に位置している。石器は長軸4.2

m ・短軸3.6mの範囲に、概ね、楕円形状に分布して

おり、散漫な分布状態を呈している。 VI層から VII層

に出土しており、とりわけ、 VII層の上部に多出する。

その上半と下位部分では、約50cmの高低差がある。

総計22点の石器が出土している。剥片や砕片を主

体に組成するほか、左右の側縁を加工したナイフ（第

24図 6) 、使用痕のある剥片が出土している。全体の

約80％を黒色安山岩が占め、黒色頁岩や珪質頁岩は

l 点づつ出土しているのにすぎない。接合資料 4 例

を確認しており、このうち、 1 例（接合資料ー 75)

は 17号ブロック出土の石器と、 1 例（接合資料ー 87)

は 18号ブロック出土の石器と、それぞれ接合する。

20号プロック

十·\/6

¥
 

. 

゜
19号プロック第19図）

台地東側の斜面 (Aj- 7 G 、 Aj- 8 G) で検

[ ~図ー 6
. ] 出した。石器は長軸3.6m ・短軸1. 8mの範囲に、

. 
゜

概ね、楕円形状に分布しており、散漫な分布状
贔_:1

6 28図ー 3

態を呈す。石器は V層から VII層に出土しており、 . . 
特に、 VII層に多出している。その上半部分と下

位部分では、約50cmの高低差がある。

総計20点の石器が出土しており、剥片や砕片

を主体に組成する。全体の60％以上を黒色安山

岩が占め、残り約30％は黒色頁岩を使用してい 89 25 

る。接合資料は 3 例を確認しており、 1 例（接

j. 
.. . ゜

. 
合資料ー 79) は 18号ブロック出土の石器と接合

. 
する。 88.25 

'゚ 
2m 

第20図 石器の分布 (20号ブロック）
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II 旧石器時代の遺構と遺物

全体 (988点）

① I② 剥片 528点 (53.4%)

① ナイフ形石器

楔形石器・削器

加工痕のある剥片

使用痕のある剥片

敲石

②石核

③礫

1 号プロック (38点）

① I ② 17点 (44. 7%) 

① 使用痕のある剥片

②石核

③礫

2 号プロック (46点）

① | |23点(50.0%)

② 

① ナイフ形石器・加工痕のある剥片・

使用痕のある剥片

②石核

③礫

3 号プロック (6 点）

青(1i己 I(l`
4 号プロック (21点）

[ ① |12点（57.1%)
①使用痕のある剥片・敲石

5 号プロック

ロ
(21点）

12点 (57.1%)

① ナイフ形石器・加工痕のある剥片

②石核

③礫

6 号プロック (61点）

26点 (42.6%)

加工痕のある剥片

核

24 

6 点 (0.6%)

各 l 点（各 0.1%)

19点(1. 9%)

23点 (2.3%)

9 点 (0.9%)

46点 (4.7%)

28点 (2.8%)

2 点 (5.3%)

2 点 (5.3%)

1 点（ 2.6%)

各 1 点（各 2.2%)

2 点 (4.3%)

1 点 (2.2%)

礫 2 点 (33.3%)

三各 2 点（各 9.5%)

三
各 l 点（各 4 8%) 

1 点 (4.8%)

2 点 (9.5%)

1 点（ 1.6%)

3 点 (4.9%)

1 点(1. 6%)

全体 (988点）

黒色安山岩 649点 (65.7%)

① 粗粒安山岩

② 珪質頁岩

頁岩

チャート

黒曜石

ホルンフェルス・変質安山岩・玉 髄

点紋頁岩・赤色珪質岩・流紋岩・

変玄武岩・溶結凝灰岩・砂岩

1 号プロック (38点）

黒色頁岩 | | 
258点 (26.1%) ② 

① 

32点（ 3 3%) 

24点（ 2.4%) 

5 点（ 0.5%) 

4 点（ 0.4%) 

3 点 (0.3%)

各 2 点（各 0.2%)

各 l 点（各 01%) 

黒色頁岩
黒色安山岩 22点 (57.9%)

12点 (31.6%)

①頁岩

②砂岩

③ 粗粒安山岩

2 号プロック (46点）

黒色安山岩 32点 (69.6%)

① 黒曜石・チャート

② 粗粒安山岩

3 号プロック (6 点）

黒色頁岩 4 点 (66.7%)

4 号プロック (21点）

黒色安山岩 15点 (7 1. 4%)

5 号プロック (21点）

黒色安山岩
6 点 (28.6%)

① 黒曜石・流紋岩

② 粗粒安山岩

6 号プロック (61点）

黒色頁岩 11点 (52.4%)

[ 黒色安山岩 55点 (90.2%)

① 黒色頁岩

② 黒曜石・ホルンフェルス

③ 粗粒安山岩

2 点 (5.3%)

1 点 (2.6%)

1 点 (2.6%)

各 1 点（各 2.2%)

1 点 (2.2%)

粗粒安山岩
2 点 (33.3%)

黒色頁岩
6 点 (28.6%)

① I ② 

各 1 点（各 4.8%)

2 点 (9.5%)

(]] 
3 点 (4.9%)

各 l 点（各1. 6%)

1 点(1. 6%)

第21 図 器種構成と石器石材(I)



2. 石器の分布

7 号プロック (92点） 7 号プロック (92点）

① I ② 

① ナイフ形石器

加工痕のある剥片・使用痕のある剥片

②石核

③礫

8 号プロック (91点）

8%) 

① 加工痕のある剥片

②石核

1 点(1.1%)

2 点 (2.2%)

9 号プロック (25点）

1 点(1.1%)

各 5 点（各 5.4%)

8 点 (8.7%)

1 点(1.1%)

核
片

石
砕

①
②
 

2 点 (8.0%)

2 点 (8.0%)

10号プロック (65点）

① 使用痕のある剥片

②石核

1 点(1. 5%)

2 点 (3.1%)

11号プロック (26点）

| ① I ② 1 ，点（346%) | 10占、 (38.5%)
① ナイフ形石器・使用痕のある剥片

加工痕のある剥片

②石核

各 1 点（各 3.8%)

3 点 (11.5%)

2 点 (7.7%)

12号プロック (40点）

I 

24点 (60.0%)

① 加工痕のある剥片

②石核

13号プロック (53点）

①
 

(56.6%) 

② 

① 加工痕のある剥片

使用痕のある剥片

②石核

黒色安山岩 62点 (67.4%)

① 点紋頁岩

② 粗粒安山岩

1 点(1.1%)

1 点(1. 1%)

8 号プロック (91点）

I 黒色安山岩 83点 (91.2%)
① 黒色頁岩

口
8 点 (8.8%)

9 号プロック (25点）

黒色安山岩 11点 (44.0%) 黒色頁岩 14点 (56.0%)

10号プロック (65点）

黒色安山岩 45点 (69.2%)
黒色頁岩

19点 (29.2%)

① 珪質頁岩

① 

1 点(1. 5%)

11号プロック (26点）

黒色安山岩 20点 (76.9%) 黒色頁岩
6 点 (23.1%)

12号プロック (40点）

黒色安山岩 39点 (97.5%)

1 点（ 2.5%) ① 珪質頁岩

4 点 (10.0%)

13号プロック (53点）

黒色安山岩 26点 (49.05%)

1 点（ 1.9%) ① 変質安山岩

3 点（ 5.7%) 

2 点（ 3 8%) 

第22図 器種構成と石器石材(2)
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II 旧石器時代の遺構と遺物

14号プロック (35点） 14号プロック (35点）

①礫 1 点 (2.9%)

15号プロック (65点）

① 楔形石器・加工痕のある剥片

②石核

各 l 点（各 1.5%)

1 点(1. 5%)

16号プロック (49点）

石
核

敲
石

①
②
 

4 点 (8.2%)

5 点 (10.2%)

17号プロック (87点）

①削器 l 点 (1.1%) ②石核 2 点(23%) 

加工痕のある剥片 3 点 (3.4%) ③ 礫 2 点 (2.3%)

18号プロック (49点）

①加工痕のある剥片・敲 石

②石核

19号プロック (20点）

各 1 点（各 2.0%)

5 点 (10.2%)

①石核

20号プロック (23点）

1 点 (5.0%)

① ナイフ形石器・使用痕のある剥片

②石核

プロック外 (60点）

各 l 点（各 4.3%)

2 点 (8.7%)

②
 

① ナイフ形石器・敲 石

使用痕のある剥片

②礫

各 l 点（各1. 7%)

4 点 (6.7%)

4 点 (6.7%)

①
 

黒色頁岩
10点 (17.1%)

珪質頁岩 18点 (51.4%)

② 

① 黒色安山岩 6 点 (17.1%) ② 粗粒安山岩 1 点 (29%) 

15号プロック (65点）

黒色安山岩 52点 (80.0%)

① 変質安山岩 1 点(1. 5%)

16号プロック (49点）

黒色安山岩 28点 (57.1%)
黒色頁岩

13点 (26.5%)

①玉髄

② ホルンフェルス

③ 粗粒安山岩

17号プロック (87点）

(__J L_...② 

2 点 (4.1%)

1 点 (2.0%)

5 点 (5.0%)

黒色安山岩 52点 (59.8%)
黒色頁岩

33点 (37.9%)

① 粗粒安山岩

18号プロック (49点）

黒色安山岩 31点 (63.3%)

① 

2 点 (2.3%)

① チャート

② 粗粒安山岩

l 点 (2.0%)

1 点 (2.0%)

19号プロック (20点）

黒色安山岩 13点 (65.0%) 黒色頁岩 厄）
6 点 (300%) 

① 変玄武岩

20号プロック (23点）

I 黒色安山岩 19点 (82.6%)
① 黒色頁岩

② 珪質頁岩

プロック外 (60点）

1 点 (5.0%)

ロ
2 点(8.7%)

2 点 (8.7%)

黒色安山岩 32点 (53.3%)
黒色頁岩

18点 (30.0%) ① I ② I③ 

①頁岩

② チャート・珪質頁岩

③ 粗粒安山岩

3 点 (5.0%)

各 2 点（各 3.3%)

3 点 (5.0%)

第23図 器種構成と石器石材（ 3)
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3. 出土石器

総計973点の石器が台地西側の斜面 (A区）を中心

に出土している。剥片や砕片が主体を占め、全体の

85％に及ぶ。出土石器には、素材剥片の用い方の違

う二種類のナイフ (6 点）が特徴的に組成するほか、

楔形石器・削器（各 1 点）・加工痕のある剥片・使用

痕のある条1j片が組成している。調査範囲が路線に限

定され、分布の全貌は不明だが、一部は確実に路線

の北側に石器の分布が及ぶ。そのため、器種構成の

全容が判明したとも断言できない。出土石器以外に

も、石斧など他の石器器種が石器群に伴う可能性を

想定すべきだろう。

] 
口

4 

こ
5 

3. 出土石器

ナイフ形石器（第24図 l ~6) 

二側縁に加工を施す縦長のナイフ形石器 (A群）

が 4 点、台形に近い形状を呈すナイフ形石器(B群）

が 2 点、の総計 6 点が出上している。

1 は、やや幅広の剥片を素材に用い、微細な調整

加工を二側縁に施し、石器を作出している。全体に

小形で、菱形に近い形状を呈す。調整加工は丁寧で、

裏面側から表面側に向け施す。打面・打瘤は、この

調整加工で除去され、基部は尖る。刃部を右側縁に

設定している。流紋岩。 5 号ブロック出上。

2 は、やや幅広の剥片を素材に用い、調整加工を

二側縁に施し、石器を作出している。全体に小形で、

「切出」に近い形状を呈す。左側縁では裏面側から、

乙
3 

.^ 

^ ^ 

6 

¥ ---- こ

゜
5cm 

第24図 出土石器（ I)
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II 旧石器時代の遺構と遺物

右側縁では表面側から調整加工を施す。とりわけ、

右側縁に施す調整加工は粗く、平坦剥離に近い。風

化で剥離方向の識別は困難だが、平坦な打面が残存

している。基部は丸味を帯び、刃部を右側縁に設定

している。器体長：刃部長は1/2 を越す。黒色頁岩。

Ai -lOG 出上。

3 は、縦長剥片を用い、二側縁に調整加工を施し、

石器を作出している。全体に細身で、柳葉形状に近

い石器形状を呈す。裏面側から表面側に向け、微細

な調整加工を施す。この調整加工で打面・打瘤を除

去し、刃部を右側縁に設定している。石器基部は尖

る。黒色安山岩。 11号ブロック出土。

4 は、縦長の剥片を横位に使用し、左右の側縁に

調整加工を施し、石器を作出している。右側縁では

裏面側から急峻な調整加工を、左側縁では素材剥片

を折断して石器を作出する。台形に近い石器形状を

呈す。素材剥片の長軸と石器の長軸は90゜相違し、剥

片の側縁を石器の刃部に使用する。石器の表面は一

部で剥落しており、熱を受けている可能性がある。

黒色頁岩。 7 号ブロック出土。

5 は、台形に近い横長の剥片を素材に使用して、

左右の側縁を折断し、石器を作出する。左側縁では

折断したままだが、右側縁では折断してから、折断

部分を打面に微細な平坦剥離を施す。「切出」に近い

石器形状を呈す。概ね、素材剥片の長軸と石器の長

軸は一致し、剥片端部を石器刃部に使用する。なお、

この刃部には微細な剥離が観察され、使用痕である

可能性もある。黒色安山岩。 2 号ブロック出土。

6 は、幅広の縦長剥片を用い、側縁に調整加工を

施し、石器を作出している。微細で急峻な調整加工

を表面側から裏面側に施す。側縁を欠損するため、

刃部の状態は不明瞭である。石器長軸と素材剥片の

剥離方向は一致しており、打面には微細な打面調整

を施している。珪質頁岩。 20号ブロック出土。

削器（第25図 1)

削器は 1 点が出土している。表面に礫面を残す幅

広の横長剥片を素材に用いている。剥離段階で石核

2
 

゜ 5cm こ二］
第25図 出土石器(2)
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に内在した節理部分で薄く剥離した剥片を石器素材

に採用しており、この部分を刃部に使用している。

この部分には平坦な剥離や微細な加工を施してい

る。黒色頁岩。 17号ブロック出土。

楔形石器（第25図 2)

やや幅広の剥片を素材に用いている。剥片の上下

両端に対向する剥離が石器長軸に平行してみられ

る。石器上端の表裏両面は潰れ、微細な剥離が集中

している。一方、下端には表面のみ剥離が集中して

いる。この石器には 2 点の剥片が接合（第75図）し

ており、接合状態の観察から、左側縁の剥離痕は石

器の加工段階に形成されたことを明確に示してい

る。石器の形状は方形に近く、その断面形状は紡錘

形状を呈す。黒色安山岩。 15号ブロック出土。

加工痕のある剥片（第26 • 27 図）

加工痕のある剥片は、総計19点が出土している。

剥片の側縁に微細な調整加工を施し、製作器種の不

明な石器が多い。因示した以外にも、接合資料ー 25 • 

27 • 49 • 72 • 7 4 • 90の中に若干の加工を施す剥片が

出土している。ここでは、特徴的な石器のみ取り上

げ、説明しておきたい。

第26図 1 は、表裏両面を剥離で覆う石器で、石器

素材に黒曜石を使用している。器体上半を欠損する

ため石器形状は不明だが、断面形状が紡錘形状を星

し、石器縁辺が潰れ、表裏両面の加工が器体の長軸

に並行することから、楔形石器に分類できるのかも

しれない。 5 号ブロック出土。

2 は、素材剥片の周辺に角度の浅い調整加工を施

す小形の石器で、その形状は茎を持つ石鏃に近い。

左側縁を除く縁辺に浅い調整加工を施す。とりわけ、

石器基部の作出意図は明確で、裏面側・表面側の順

に調整加工している。また、石器先端には欠損して

から、再び加工している。その加工意図は明確では

ない。石器の形態や調整加工の特徴から判断して、

他の石器と伴出するのか即断できない。チャート。

12号ブロック出土。

3. 出土石器

3 は、縦長剥片を横位に使用した小形の石器で、

石器を構成する技術的特徴は B群のナイフ形石器に

近い内容を持つ。ただ、これまで出土している他の

遺跡の資料に比べ、小形で折断手法も明確ではない

ため、ここではその可能性だけを指摘しておきたい。

黒色安山岩。 7 号ブロック出土。

4 は、縦長剥片を使用して、側縁を粗く加工した

石器で、器体中央で欠損した 2 点の石器が接合して

いる。甲高で、大形の剥片を使用する特徴を持つ。

こうした特徴を持つ石器は、県内遺跡に類例が存在

しており、「暗色帯」から出土する石器群に特徴的に

組成するナイフに類似する。石器は欠損してから、

器体の上半を石核に転用しており、打面部側から 1

枚、側縁から 2 枚の横長剥片を剥離している。黒色

頁岩。 7 号ブロック出土。

5 は、やや幅広の縦長剥片を用い、側縁に粗い加

工を施す。剥片は剥離段階で縦位に折断しており、

この折断状態と加工状態を総合して評価するなら、

B群のナイフに近い様相を示している。黒色安山岩。

18号ブロック出土。

6 は、側縁を加工した石器で、縦長の剥片を折断

して、その上半を石器素材に使用している。左側縁

に粗い加工を表裏両面から施す。右側縁に使用痕の

可能性が強い剥離痕が認められる。黒色頁岩。 7 号

ブロック出上。

第27図 3 は、厚い縦長剥片を素材に使用して、剥

片の側縁・剥片端部に微細な加工を施している。加

工は剥片に対しほぽ垂直に施し、その状態はナイフ

の加工に類似する。剥片の上下両端にバルブが観察

され、このことから、両設打面を持つ石核から剥片

を剥離したことがわかる。珪質頁岩。 12号ブロック

出土。

6 は、やや幅広の縦長剥片を素材に用い、側縁・

剃片端部に粗い調整加工を施す。剥片の表面に残る

剥離の方向は剥片の剥離方向と 90゜相違している。平

坦な剥離面を打面に剥離している。黒色安山岩。 6

号ブロック出土。
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II 旧石器時代の遺構と遺物
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3. 出土石器
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II 旧石器時代の遺構と遺物

使用痕のある剥片（第28 • 29 • 30図）

使用痕のある剥片は、総計22点が出土している。

刃部の確保が容易な形状の良好な剥片を石器素材に

採用しており、縦長剥片の場合には側縁を刃部に、

横長剥片の場合には剥片端部を刃部に設定する傾向

が強い。剥片の表面を構成する剥離の方向は剥片を

剥離した方向に一致しており、ほぽ同様な剥離手法

で作出した剥片である可能性が強い。図示した以外

にも、接合資料ー 3 • 9 • 23 • 27 • 44 • 53に同様な

剥片が出土している。

第28図 1 は、平坦な剥離面を打面に剥離した幅広

の横長剥片を素材に選択している。剥片端部は三角

形状を呈し、より直線的な左側縁を刃部に使用して

いる。黒色安山岩。 4 号ブロック出土。

2~4 は、縦長剥片を素材に用い、側縁を刃部に

使用している。 3 点とも黒色頁岩を使用している。

2 は礫面を打面に剥離され、より珪化の顕著な黒色

頁岩から得た剥片で、この遺跡以外の地点から搬入

している可能性が強い。それぞれ 2 号ブロック・ 20

号ブロック・ 4 号ブロックから出土している。

5 • 6 は、やや幅広の横長剥片を素材に用い、剥

片の端部を刃部に使用している。 5 は左右の側縁を

両方とも折断しており、縦長剥片に近い石器形状を

示す。 13号ブロック出土。 6 は剥片端部が三角形状

を呈す幅広の横長剥片を素材に用い、より直線的な

右側縁を刃部に選択している。 7 号ブロック出土。

2 点とも黒色安山岩を使用している。

第29図 1 • 3~5 は、平坦な剥離面を打面に剥離

した縦長剥片を素材に用い、側縁を刃部に使用して

いる。 1 の表面は礫面が覆い、剥離の初期段階に剥

離した剥片であることを示している。黒色頁岩。 13

号ブロック出土。 3 は 1 号礫群から出土しており、

赤色珪質岩を使用している。単独出土しており、搬

入石器である可能性が強い。 4 は剥片端部に礫面を

残す。左右の側縁が平行する良好な形状を持つ。打

面を欠損している。黒色頁岩。 3 号プロック出土。

5 は平坦な剥離面を打面に剥離され、側縁に礫面を

32 

残す。小形だが、形状の整う側縁形状を呈している。

黒色頁岩。 Ao-14G 出土。

第29図 2 • 6 、第30図 1 • 3 は、幅広の横長剥片

を素材に用いている。第29図 2 • 6 は剥片の端部を、

刃部に使用している。 2 点とも黒色頁岩を素材に用

い、平坦な剥離面を打面より剥片を剥離している。

2 は 7 号ブロックより、 6 は 1 号ブロックよりそれ

ぞれ出土した。第30図 l は側縁・剥片端部を刃部に

使用している。台形に近い剥片形状を呈し、良好な

剥片形状を有している。 7 号ブロック出土。 3 は側

縁を刃部に使用している。剥片上部を欠損しており、

本来の剥片形状は不明だが、厚い大形剥片を素材に

使用している。 11号ブロック出土。

第30図 2 は、小形の縦長剥片を素材に用い、側縁

を刃部に使用する。剥片上部を欠損する。チャート。

Ah-lOG 出土。

敲石（第31 図 1 ~4 、第32図 1 ~3) 

接合資料 3 例を含む 7 点の敲石が出上している。

500 g程の重量を測る礫が 4 点と最も多い。礫の小口

を使用している場合が多い。敲石の大小と掌に入る

程度の棒状礫を多く選択する傾向が指摘されよう。

第31図 1 は、使用段階で破損した小形の敲石で、

礫の小口部分に打痕が集中している。 2 点の礫片が

接合している。黒色頁岩。 4 号ブロック出土。

2 は、小形の敲石で、礫の小口部分に打痕が集中

している。その形状は偏平で、棒状礫に近い。黒色

頁岩。 A g -11G 出土。

3 は、棒状の礫を使用した敲石で、その上下両端

には顕著な打痕が集中している。石器の使用段階で

破損した 4 点の礫片が接合している。粗粒安山岩。

16号ブロック出土。

4 は、棒状の礫を使用した敲石で、その上下両端

の小口部分には顕著な打痕が集中する。使用段階で

器体の中央から二分した 2 点の礫片が接合してい

る。粗粒安山岩。 16号ブロック出土。

第32図 1 は、中形の敲石で、礫の小口部分に打痕



3. 出土石器
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II 旧石器時代の遺構と遺物
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3. 出土石器
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が集中している。礫の平坦面は摩耗している。その

形状は楕円形状に近く、三角形状の断面形状を呈す。

粗粒安山岩。 1 号礫群出土。

2 は、中形の敲石で、礫の小口部分・側縁に打痕

が集中している。棒状に近い平面形状を呈す。粗粒

安山岩。 1 号礫群出土。

3 は、大形の敲石で、礫の小口部分に打痕が集中

している。表裏両面とも摩耗しており、他の用途に

使用した可能性がある。礫面はヒビ割れ、全体に脆

い。出土位置を勘案するなら、熱を受け、変質した

可能性がある。粗粒安山岩。 1 号礫群出土。
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II 旧石器時代の遺構と遺物
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3. 出土石器
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II 旧石器時代の遺構と遺物

l （接合賽料ー99)

こ
2 （接合食料ー98)

゜ 10cm 

第33図 出土石器(I 0) 

礫（第33図 1 • 2) 

図示した 2 点とも礫群から出土した。ここでは、

接合した資料のみ呈示しておく。このほかにも、数

点の礫が単独の状態で他の地点から出土しており、

「ヒビ割れ」やタールの付着した礫も出土している。

第33図 1 は、破損した 2 点の礫片が接合した資料

で、その表面にはタール状の物質が付着している。

粗粒安山岩。 1 号礫群出土。 (PL 5) 

2 は、表皮の一部が熱で剥落した礫片が接合した

資料で、同様な形状を示す礫片が周辺にも出上して

いる。ただ、上述の礫片が総て接合したとしても、

完形状態には復元できない。粗粒安山岩。 1 号礫群

出土。
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石核（第34 • 35図）

石核は45点が出土している。頻繁に打面転移して

剥片剥離が展開している。そのため、石核も複数の

打面を持つ資料が多く、多種多様な形状の石核が存

在している。また、大形の剥片を石核素材に使用し、

剥片剥離を行う資料も多く、石器群に特徴的に存在

する。ここでは、接合資料を除く石核に限定して図

示した。

第34図 1 は、楕円形状を呈す円礫を石核素材に用

い、打面を頻繁に転移して剥片剥離を行う。石核の

遺存状態から判断して打面調整や頭部調整は施され

ない。裏面・側面に礫面を残す。黒色安山岩。 11号

ブロック出土。

2 は、石核の上下両端に打面を持つ。石核の全面

を剥離が覆い、ある程度、剥離が進行した状態を示

している。剥片剥離は石核の表裏両面の他に、左右

の側面でも展開しており、打面を固定して連続して

剥離した状態を示している。打面の調整は全く確認

できない。黒色安山岩。 6 号ブロック出土。

第35図 1~4 は、大形の剥片を石核素材に使用し、

目的の剥片が剥離可能な部分を選択して剥片剥離を

行う。 1 は礫面を打面に作出した大形の剥片を石核

素材に採用している。剥片剥離は大形剥片の表面を

打面に展開し、数枚の横長剥片を剥離して剥離を終

了している。黒色安山岩。 1 号プロック出土。 2 は

石核正面だけではなく、表裏両面でも剥離作業を行

う。全般に打面を固定することなく剥離している。

黒色頁岩。 7 号ブロック出土。 3 は厚手の剥片を素

材に剥離を行う。鉗」片剥離は礫面を打面に展開し、

打面を固定して小形の横長剥片を数枚剥離してい

る。黒色安山岩。 2 号ブロック出土。 4 は柱状を呈

し、剥片を分割した小形の石核で、平坦な分割面を

打面に剥片を剥離している。意図した剥片や石器の

形状は不明確である。

剥片（第36~45図）

出土石器の50％以上を占め、 500点を越す。ここで

は、砕片や接合資料に掲載した剥片を除く、大形で、

3. 出土石器

形状の良好な剥片に限定して図示した。平坦な打面

より剥離した剥片が圧倒的に多い。また、剥片の表

面に残る剥離の方向が剥片の剥離方向に一致する資

料が多い。こうした状態は接合資料の状態にも良く

一致しており、図示した剥片は接合資料と同様な剥

片剥離手法で作出したものであることを明確に示し

ている。

第36図 1 は、平坦な刻離面を打面に剥離した縦長

剥片で、石器表面に礫面を残す。打角は鈍角で、打

面の調整や頭部調整は施されない。珪質頁岩。 20号

ブロック出土。

第36図 2~4 、第37図 1~6 、第38図 1 • 2 • 4 

~ 6 、第39図 1 • 2 、第40図 1 • 2 • 4 • 5 、第41

図 1 • 2 • 4 • 5 の24点は、やや幅広の縦長剥片や

左右の側縁が平行する縦長剥片で、総て黒色安山岩

を石材に使用している。礫面や平坦な剥離面を打面

に剥離している。剥片の表面に残る剥離の方向は、

剥片の剥離方向に一致する資料と、 90゜方向が違う資

料の両者が存在する。また、 180゜方向が違う両設の打

面より剥片を剥離する手法の存在を示す資料（第36

図 4 、第38図 2 、第39図 2 、第40図 4 、第41図 2)

も、少数だが存在する。打面調整や頭部調整は施さ

れない場合が圧倒的に多い。

第36図 5 • 6 、第38、 39、 40、 41医各 3 の 6 点は、

幅広の縦長剥片や左右の側縁が平行する縦長剥片

で、総て黒色頁岩を石材に使用している。礫面や平

坦な剥離面を打面に剥離している。剥片の表面に残

る剥離の方向と剥片の剥離方向に一致する資料が多

く、また、 90゜方向が相違する剥片も多い。打面の調

整や頭部調整が施されない場合が圧倒的に多く、黒

色安山岩の場合に類似した在り方を示している。第

39図 3 は側縁に古い作業面の一部を取り込む剥片

で、打面再生を目的に剥離した剥片である可能性が

ある。

第42図 1~3 、第44図 1 • 2 の 5 点は幅広の横長

剥片で、総て黒色頁岩を使用している。平坦な打面

より作出した剥片と調整打面から剥離した剥片の両

者が存在している。剥片の表面に残る剥離の方向と
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3. 出土石器
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3. 出土石器
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II 旧石器時代の遺構と遺物

剥片の剥離方向は90゜相違している。打面の調整や頭

部調整は施されない。

第43図 1~3 、第44図 3 の 4 点は幅広の横長剥片

で、総て黒色安山岩を使用している。打面形状や調

整加工の在り方は黒色頁岩と同様な状態を示す。

4. 石器の接合

(a) 接合資料

接合作業の結果、 101例486点（礫の接合資料 5 例

を含む）が接合している。接合率は50％に達し、剥

離の状態を良く示す接合資料も多い。接合資料には

明確に縦長の剥片を指向して剥離が展開していく資

料と、大形の剥片を石核素材に剥離が展開していく

資料の二種に大別できよう。ただ、大形剥片を石核

素材に剥片を剥離する場合でも、大形の剥片を目的

に剥離が展開する資料は存在せず、その組成頻度は

客体的であり、石器群の主体にはならない。

接合資料ー 3 （第46 • 47図）

礫面の残存状態から推定して、拳大程度の原石を

石核素材に選択している。原石の 1/3程度に接合さ

れ、接合資料の正面や右側面に広い分割面を有す。

まず、正面左側から剥離を開始し、縦長剥片 (1)

を剥離している。この直後、 90゜打面を転移して幅広

の横長剥片（ 2) を剥離する。石器の表面に礫面を

残しており、剥離の初期段階を示している。以上の

剥離以前に、接合資料の上面や側面で剥離作業を行

い、大形の剥片を剥離して、表皮を除去している。

石核上面には、微細な剥離が連続しており、打面

調整とも推定されよう。ただ、実際には、この部分

を打面には剥片を剥離せず、接合資料左側から剥片

(3) を剥離している。次に、 90゜打面の転移を繰り

返し、 4 • 5 の剥片と 6 • 7 の剥片を各々連続して

剥離している。これ以後の剥離の状態は、石核(8)

形状から判断するしかない。石核形状から判断して、

これ以後も 90゜打面を転移して剥離が展開した、と推

定できよう。黒色安山岩。

52 

第45図 1~5 には、剥離段階で縦位に折断した剥

片を図示した。打面の状態や剥片剥離に際し施す調

整加工の在り方は、他の剥片の剥離手法に一致して

いる。

接合資料ー91 （第47図）

大形剥片を石核素材に転用した接合資料で、接合

資料正面の右側で二分してから、それぞれ剥片剥離

が展開している。折断部分で接合した小形剥片（ 1)

が見事に上述の剥離の在り方を証明している。右側

部分での剥離の実態は、その実態は不明だが、左側

では石核を分割してから、 90゜打面転移して剥片を剥

離している。

石核を二分してから、接合資料の左側から小形の

剥片 (2 ）を剥離し、 90゜打面を転用して 3 の剥片を

剥離する。上面の剥離は石核素材を獲得する以前の

剥離で、打面作出の剥離ではない。石核（ 4) 側面

の下面には、以上の剥離を終了してから、なお剥片

を剥離する意図が看取され、微細な剥離が存在する。

黒色安山岩。

接合資料ー 13 （第48図）

縦長の剥片を連続して剥離している接合資料で、

90゜打面転移を伴う。接合資料の上面に、平坦な打面

を持ち、この部分から剥片を剥離している。石核裏

面には、この打面より古い剥離が存在しており、打

面を再生している可能性がある。

まず、石核上面の打面から縦長の剥片(1 ~3)

を連続して剥離する。以後、 4 の剥片を剥離するま

で、打点を徐々に左側へ移動して剥片を剥離してい

る。この剥離作業を終了してから、 90゜打面を転移し、

4 の剥片を剥離し、同一打面より 3 枚程度の剥片を

剥離している。そしてさらに、 90゜打面転移して剥片

数枚を剥離して作業を終了している。黒色頁岩。
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4. 石器の接合
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II 旧石器時代の遺構と遺物

接合資料ー 16 （第49図）

側縁や下面に礫面を残す剥片剥離の初期段階を良

好に示す接合資料で、拳大の円礫を素材に選択して

いる。

まず、 1 の大形剥片を平坦打面より剥離している。

この剥片は石核に転用され、裏面側の剥離面を打面

に側縁で横長の小形剥片を 2 枚剥離している。これ

より以前の段階で、接合資料の正面で、礫面を打面

に剥片を剥離しており、そしてさらに、 90゜打面を転

移して、接合資料の上面で 2 枚の剥片を剥離してい

る。以上の段階を経て、 90゜打面を転移し、 2 枚の剥

片 (2 • 3) を剥離する。再び、 90゜打面の転移を繰

り返し、 4 • 5 の剥片を剥離する。以上の剥離は、

打撃面と作業面を交互に入れ変え、剥片剥離が展開

したものだが、以後の剥離作業では、この部分に対

向する礫面を打面に剥片 (6 • 7) を剥離する。黒

色安山岩。

接合資料ー23 （第50 • 51 図）

楕円形状を呈す円礫の長軸で主に剥離作業が展開

する。 90゜打面転移を繰り返し剥離していき、石核と

剥片は漸移的に小形化していく。

まず、接合資料の左側から連続して、小形の剥片

(1) を剥離する。この直後、 90゜打面を転移して、

剥離作業を行う。 2 の剥片と 6 の剥片の接合状態が

不自然であり、一挙に剥離が進行した可能性が強い。

このうち、大形の剥片 (3) は石核に転用され、剥

片（ 4) を剥離している。次に、石核の正面を打面

に大形の剥片を剥離し、平坦打面を作出する。この

打面より 7 • 8 の剥片を剥離する。黒色頁岩。

接合資料ー80 （第51 図）

板状の大形剥片を石核素材に使用する。まず、礫

面を打面に小形剥片（ 1) が剥離され、次に、打面

を接合資料の左側に移動して剥離を行う。この剥離

が終了して、対向する側面から剥離を行い、 90゜打面

転移を繰り返し、 2~4 の剥片を剥離している。以

上の剥離は打撃面と作業面を交互に入れ換え、剥離

56 

が展開するものだが、これより以後の打面の移動は

著しく大きい。剥片 (6) を裏面で剥離して、作業

を終えている。全体に、剥離の主体は接合資料の上

端や側縁で展開している。黒色安山岩。

接合資料ー26 （第52 • 53図）

円礫を素材に用いている。剥離の初期段階では、

やや大形の剥片が剥離され、接合状態は複雑な剥離

状態を示している。 1 • 2 は同時に剥離した可能性

が強い。次に、 1 • 2 の剥離面を打面に大形の剥片

を剥離して平坦打面を獲得している。この打面より

小形の横長剥片 (3) を剥離する。再び、 90゜打面を

転移して、剥片 (4~ 7)を連続して剥離する。こ

れより以後、やや小形の剥片 (8~13) が、石核周

辺の礫面から打面を頻繁に転移して剥離され、剥離

作業が終了する。黒色安山岩。

接合資料ー79 （第53図）

板状の大形剥片を石核素材に使用し、周辺の礫面

を打面に剥離作業が展開している。石核正面には、

石核の周辺から複数の剥片を剥離した痕跡を残し、

石核の表裏両面で剥離作業を行う。剥離は徐々に打

点を移動していくものではなく、「求心的剥離」と違

う。 90゜打面転移して剥離した結果、類似した剥離状

態を形成したのではなかろうか。剥離は表裏両面に

及び、やや横長の小形剥片を多く剥離している。黒

色安山岩。

接合資料ー27 （第54図）

剥片10点の接合資料で、周辺の礫面を打面に剥離

している。接合資料ー 79に類似した剥離構造を示す。

まず、側面の礫面を打面に小形の剥片 (1 • 2) 

を剥離し、次に、上面の礫面を打面に剥片 (3 • 4) 

を剥離している。再び、打面を右側の礫面に移動し

て剥片を剥離してから、上面の礫面に打面を移動し

て 2 枚の剃片 (5 • 6) を剥離する。これ以後、再

度、打面を右側の礫面に移動し、 2 枚の剥片 (7.

8) を連続して剥離している。黒色安山岩。
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接合資料ー27
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接合資料ー42 （第57 • 58図）

大形の円礫を石核素材に、 90゜打面を転移して、剥円礫を分割して石核素材に使用した接合資料で、

剥離工程の推移を良好に示している。剥片 (1 • 8 • 

11 • 13) に分割面の一部を残している。

まず、石核の右側で剥離作業が開始され、平坦な

剥離面を打面に 2 枚の剥片 (1 • 2) を剥離してい

る。この直後、すぐ90゜打面を転移し、 3~5 の剥片

を剥離する。以後、打面転移を繰り返し、剥片を剥

離していく。以上の状態と同様な作業は、一方の側

面でも展開している。石核 (16) は薄い板状の石核

形態を呈し、左右両端や上端部分に打点を残す。全

体に石核両端の短軸方向で剥離を行い、打面を作出

し、同一の打面より連続して剥片を剥離することな

く、頻繁に打面転移して剥離作業を展開する傾向が

指摘されよう。黒色安山岩。

離作業を展開する。円礫上端から下端へと、対角線

上をたどるように剥離していき、石核は漸移的に小

形化していくものといえる。

まず、接合資料の上面から 2 枚の剥片(1. 2) 

を剥離している。次に、 90゜打面を転移し、接合資料

の右側で、 3~6 の剥片を剥離している。なお、 5

は大形で厚い剥片形状を呈し、石核に転用している。

この石核から剥片 (4) を剥離している。

以上の段階の剃離が終了してから、再び、最初に

剥片剃離した打面より大形の剥片(7)を剥離し、

以後、頻繁に90゜の打面転移を行い、剥片を剥離して

いく。大形剥片が多く作出する傾向が指摘されよう。

黒色頁岩。
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接合資料ー63 （第58図）

礫面を裏面に残す小形の石核を使用している。円

礫を素材に剥離を開始するとき多出する、大形で、

厚手の剥片に類似した形状を持つ。剥離作業は石核

両端で行う。

まず、石核の一方で、剥片（ 1) を剥離し、 90゜打

面を転移する。この段階では、 3 の剥片を剥離する

以前に数枚の剥片を剥離しており、 1 や 2 の剥片は

打面の作出を意図しているともいえよう。一方の側

面は礫面を打面に剥離が展開しているのと、対照的

である。黒色安山岩。

接合資料ー44 （第59 • 60図）

円礫を二分し、石核の小口部分から剥離を開始し、

90゜打面を転移して、剥離が展開する。概ね、小形の

剥片を多く剥離している。

まず、剥片剥離は接合資料の右側で開始され、 1 

の剥片を剥離する。次に、 90゜打面を転移して 2 • 3 

の剥片を連続して剥離している。再び、打面転移し

て 4 を、次に、 5 • 6 の剥片を剥離する。そしてさ

らに、 6 の平坦な剥離面を打面に幅広の横長剥片

(7) を剥離する。これ以後の剥離には、同一の打

面から連続して剥離作業が展開する傾向が強い。黒

色頁岩。

接合資料ー69 （第61 図）

円礫を分割して石核素材とし、石核裏面には礫面

を残す。剥離当初、上面の打面より連続して縦長の

剥片を剥離しており、更に、 2 枚の剥片を剥離して

いる。以上の作業を終了して、 90゜打面を転移して、

やや幅広の剥片 (2•3•4) を剥離する。この段

階では、石核の小口部分で剥離作業が展開しており、

当初、作出した剥片の形状とは相違している。黒色

頁岩。

接合資料ー72 （第62 • 63図）

大形の板状剥片を石核素材に用い、 90゜打面転移を

行い、剥離作業を展開している。打面調整・頭部調

4. 石器の接合

整は明確ではない。

まず、石核上面の平坦打面から横長の剥片 (1)

を剥離する。次に、 90゜打面を転移して、剥片 (2~

5) を剥離する。以上の作業が終了してから、再び、

打面を元の状態に戻し、 7 • (8~10) の 2 枚の剥

片を剥離している。剥片（7)は、剥離段階に破損

した可能性が、また、 8~10は同一剥離面を有し、

剥離してから分割した可能性が強い。このうち、 10

は側縁に若干の加工痕を有す。剥片 (11) は、上端

を欠損している。黒色頁岩。

接合資料ー45 （第63図）

大形の板状剥片を石核の素材に用い、剥離作業が

展開している。石核素材の凹部が剥片の一部に残存

している。

まず、平坦打面より剥片（ 1 ）を剥離する。次に、

石核を反転し、礫面より剥片（ 2 ）を剥離している。

そしてさらに、 90゜打面を転移し、大形の縦長剥片を

剥離する。これ以後、石核（ 4) の上下両端から横

長の剥片を剥離して、石核を放棄している。小形の

横長剥片 (3) は、石核側縁から剥離している。黒

色安山岩。

接合資料ー75 （第64 • 65図）

拳大程度の円礫を石核素材に使用し、 90゜の打面転

移を行い、剥離作業を展開している。大形の剥片を

石核に転用する資料は全く存在せず、剥片剥離の最

初から最後まで、縦長剥片の作出を目的に剥離を行

う。

剥離作業は、まず、礫面を打面に幅広の剥片 (1)

を剥離して開始している。次に、この剥離面より、

2 の剥片を剥離して打面を作出し、剥離作業が展開

していき、 3~6 の剥片を連続して剥離する。以後、

90゜打面転移を繰り返し、 7 • 8 、 9 • 10、 11 • 12 、

13、 14、 15~17、の剥片を連続して剥離している。

石核 (20) は裏面や下端に礫面を残し、すべて剥離

面に覆われるような形状を呈している。石核上面に

は、平坦な打面を持つ。黒色安山岩。
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4. 石器の接合
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4. 石器の接合
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4. 石器の接合
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接合資料ー18 （第65図）

剥離の初期段階に多い板状剥片を石核素材に使用

している。

最初の剥離を石核の上下両端で開始し、上端では

表面側から、下端では裏面側から小形の横長剥片を

剥離している。なお、 2 の剥片には微細な頭部調整

を施し、石核にも同様な剥離が連続する。この微細

な剥離は、適当な角度の打角を確保する必要がある

ために、この場合に限定して採用したものといえ、

普遍的に存在する手法ではない。黒色安山岩。

接合資料ー78 （第66図）

拳大程度の円礫を石核素材に用い、平坦な打面を

作出してから剥離作業を行う。

剥片剥離は、まず、接合資料の上面に平坦打面を

作出することから開始され、遺存する剥離面の状態

から判断して、大形剥片を剥離しており、こうした

傾向は最終段階まで続く。剥離作業は頻繁に打面を

転移して展開している。石核（ 5) は上面に平坦な

打面を持ち、下端に礫面を残す他、総て剥離面が覆

う。黒色安山岩。

接合資料ー88 （第67 • 68図）

大形の円礫を石核素材に用い、 90゜の頻繁な打面転

移を繰り返し、剥離作業が展開している。縦長の剥

片を指向したのは明確だが、全般に、大形剥片が多

＜剥離され、また、石核の内部に節理を多く内包す

ることにも起因して、破壊に近い状態で石核を放棄

している。

まず、接合資料の上面から剥片（ 1 ）を剥離する。

この後、対向する礫面より、やや大形の剥片 (3)

を剥離している。以後、この部分を打面とし、剥片

を連続して剥離していく (4~8 ）。以上の剥離作業

を終了してから、打面を下端に移動して10の大形剥

片を剥離している。これ以後の剥離の状態は節理部

分で破損しているため、明確ではない。その実態は、

節理部分での破損に近い状態なのかもしれない。な

お、 3 • 6 の大形剥片は、小形の剥片作出を目的に

4. 石器の接合

石核に転用して、数枚の剥片を剥離している。黒色

頁岩。

接合資料ー 51 （第68図）

裏面に礫面を残す、やや厚手の板状剥片を石核の

素材に使用している。まず、表面の平坦な打面より

剥離を開始して、礫面を除去していく。 1~3 の剥

片は、この剥離が終了してから同一の打面より剥離

している。剥片は 3 点とも小形で、横長の剥片形状

を呈す。黒色安山岩。

接合資料ー89 （第69図）

接合資料の上面に、平坦打面を作出し、剥離作業

を行う。剥片剥離は、 90゜の打面転移を繰り返し、や

や大形の剥片を倒離している。接合しないものの同

ーの母岩が、このほかにも出土している。

まず、最初に接合資料の下端から剥片（ 1 ）を剥離

する。このとき、同時に剥片 (2) が剥離している。

接合資料上面の打面の作出は、この剥片 (1) を剥離

してから行う。以下、この打面より剥片を剥離して

いき、 3 • 4 の縦長剥片を剥離する。次に、 90゜打面

を転移して、大形剥片 (8) と小形剥片 (9) を剥離し

ている。この大形剥片は石核に転用され、 5~7 の

剥片を剥離する。これ以後、 90゜の打面転移を繰り返

し、 10 • 11の剥片を剥離している。珪質頁岩。

接合資料ー90 （第70図）

接合資料の正面と上面で、交互に剥片剥離を繰り

返す。接合資料の正面を主体に剥離作業が展開され、

剥離した剥片の形状は、概ね、横長の剥片が多い。

剥離段階で破損した剥片が多い。

剥離作業は、まず上面の平坦打面から大形の横長

剥片（ 1) を剥離してから展開していく。剥片(1)

は合計 5 点の折断剥片が接合しており、剥離の段階

で破損してから、分割して折断剥片を獲得している。

以後、 90゜打面を転移して大形剥片 (2) を剥離して

から、再び、打面を元に戻し、 3 • 4 の剥片を連続

して剥離している。黒色安山岩。
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II 旧石器時代の遺構と遺物
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接合資料ー92 （第71 • 72図）

円礫を分割して石核素材を獲得する。剥離作業は、

接合資料の正面や接合資料の右側に集中しており、

90゜の打面転移を繰り返し、展開している。

まず、上面の平坦な打面より、 1~3 の大形剥片

を剥離する。 4 • 5 の剃片は、剥片 (3) を剥離し

たとき、同時に剥離している可能性が強い。これ以

後、接合資料の右側に剥離の主体が移動し、 6~9

の剥片を剥離している。この段階の剥離が終了して、

再び、打面を元に戻し、剥離作業を行い、剥片 (10)

を剥離する。以後、頻繁な打面転移を繰り返し、剥

片 (11~14) を剥離して、作業を終了する。石核 (15)

は上面に平坦打面を持つ。黒色安山岩。

接合資料ー93 （第73 • 74図）

円礫を分割した石核素材を用い、頻繁に打面転移

を行い、剥離作業が展開している。接合資料の内部

には空白部分が存在する。

まず、平坦な分割面を打面に、正面左側から剥離

作業を開始して、剥片（ 1) を剥離する。次に、左

側側面から剥片 (2) を剥離する。再び、打面を元

に戻し、剥片 (3 • 4) を剥離している。 3 • 4 の

剥片は連続する主要剥離面を有す。 2 枚の剥片は同

時に剥離した可能性が強い。この剥離作業が終了し

て、再び、最初の打面に移動して剥片 (6) を剥離

する。以下、 90゜打面を転移して、同一の打面より剥

片 (7 • 8 • 10 • 11) を剥離する。剥片 (9) • 12~ 

18の剥片は、この打面に対向する打面から連続して

剥離している。黒色安山岩。

接合資料ー65 （第75図）

横長剥片を素材に使用した、楔形石器の製作工程

を良好に示している。素材剥片は平坦打面より剥離

され、この打面は剥片（ 2 ）の一部に遺存している。

この打面に相対する位置に小形剥片（ 1) を剥離し

て、全体に素材が対象形になるように配慮している。

以後、素材剥片の上下両端から打撃を加え、石器を

作出していく。黒色安山岩。

4. 石器の接合

接合資料ー87 （第75図）

楕円形状を呈す偏平礫を用い、剥離作業を行う。

接合資料の上面には、剥片（ 1) を剥離して平坦な

打面が作出され、この部分を打面に剥離している。

剥離した剥片は、合計 2 枚程度で、途中で剥離作業

を終了している。黒色頁岩。

接合資料ー31 （第76図）

やや大形の円礫を石核素材に使用している。石核

正面には、 10枚以上の剥片を剥離した痕跡を残し、

ある程度剥離作業が進行した状態を示す。接合した

2 点の剥片は、石核上面の礫面を打面に剥離され、

1 の剥片は、その上半を剥離段階で破損している。

黒色安山岩。

接合資料ー94 （第76図）

偏平な礫を石核素材に使用している。剥離作業は、

石核の右側・上下両端で行う。石核上端では、分割

して平坦な打面を作出して、そのほかでは礫面を打

面に表裏両面で剥離作業を行う。全体に小形の剥片

を多く剥離している。石核下端を破損した段階で、

剥離作業を終了している。玉髄。

接合資料ー36 （第77図）

4 点からなる接合資料で、上下両端に打面を持つ。

接合資料左側の側面には分割面があり、また、剥片

(1)は大形の剥片を剥離してから、その剥片を石

核に使用して、礫面を打面に剥離した可能性がある。

8 号ブロック出土。黒色安山岩。

接合資料ー52 （第77図）

5 点からなる接合資料で、小形の剥片 (1 • 2) 

を剥離し、この部分を打面に縦長剥片を連続して剥

離している。剥片（ 5) は石核に転用され、剥片上

半の表裏両面で剥片を剥離している。剥片 (3) は、

このとき剥離した剥片で、このほかにも裏表両面で

2 枚づつ剥片を剥離している。 13号ブロック出土。

黒色頁岩。
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4. 石器の接合
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4. 石器の接合
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4. 石器の接合
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接合資料ー53 （第78図）

4 点からなる接合資料で、上面の平坦打面より連

続して剥片を剥離している。形状が良好な縦長剥片

を多く剥離している。 13号ブロック出土。黒色頁岩。

接合資料ー55 （第78図）

4 点からなる接合資料で、同一打面から連続して

剥片を剥離している。打面には、微細な剥離も観察

され、若干の頭部調整を伴う。接合状態で、その表

面には90゜方向の違う剥離面がある。 13号ブロック出

土。黒色頁岩。

接合資料ー59 （第79図）

6 点よりなる接合資料で、その表面には礫面を多

く残す。剥離作業は 1 ・ 2 の剥片を連続して剥離し、

90゜の打面転移を介在させ、再び、打面を元に戻し、

3~6 の剥片を剥離している。 14号ブロック出土。

黒色頁岩。

接合資料ー82 （第79図）

2 点よりなる接合資料で、やや幅広の剥片が接合

している。剥片（ 1) は上面の打面から、剥片 (2)

は左側の側面から剥離している。 19号ブロック出土。

黒色頁岩。

接合資料ー62 （第80図）

4 点からなる接合資料で、上下両端に打面を持つ。

左右の側縁が平行する形状の良好な剥片を多く剥離

している。各々の剥片の打面は若干相違しており、

この打面の相違が、打面調整であるのか打面再生で

あるのか、現状では断定できない。剥片 (3) は 17

号ブロックより、他の 3 点の剥片は 15号ブロックよ

り出土している。黒色安山岩。

接合資料ー77 （第80図）

5 点よりなる接合資料で、上面の平坦打面より剥

離している。礫面を剥片の端部に残し、剥離の初期

段階であることを示している。剥片 (4) は中央付

4. 石器の接合

近を欠損している。剥片（ 1 ）は 1 号ブロックより、

他の剥片は 17号ブロックよりそれぞれ出土してい

る。黒色安山岩。

接合資料ー74 （第81 図）

8 点よりなる接合資料で、上面の礫面を打面に、

やや幅広の大形剥片を連続して剥離している。剥片

(1)は、当初、側縁に粗い調整加工を施し、削器

の作出を意図している。破損した段階で石器の製作

を放棄しており、石器の上半を石核に転用している。

石核の上下両端で剥離作業を展開しており、数枚の

剥片を剥離している。また、剥片（ 6) は剥離段階

で縦位に折断している。剥片 (5) が 2 号ブロック

より、剥片 (6) は 12号ブロックよりそれぞれ出土

している。黒色安山岩。

接合資料ー 10 （第82図）

4 点よりなる接合資料で、剥片表面に礫面を残し、

剥離の初期段階を示している。打点を左右に振り、

同一の打面より連続して剥片を剥離している。剥離

の状態から推定して、幅広の剥片を剥離したのでは

ないだろうか。剥片（ 1) は剥離の段階で縦位に破

損している。 4 号ブロック出土。黒色安山岩。

接合資料ー29 （第82図）

3 点よりなる接合資料で、上面の礫面を打面に、

打点を左右に振り、剥離している。剥片 (1~3)

はその表面に同一の剥離面を持ち、石核素材に分割

礫を用い、その初期に作出した剥片である可能性が

強い。 7 号ブロック出土。黒色安山岩。

接合資料ー48 （第82図）

3 点よりなる接合資料で、同一打面より剥離して

いる。接合資料の打面と、表面に残る古い剥離面の

状態から推定して、板状の大形剥片を石核素材に使

用している可能性が強い。縦位に折断している剥片

(2) の左側の石器は13号ブロックより、他の剥片

は 10号ブロックより出土している。黒色安山岩。
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4. 石器の接合
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4. 石器の接合
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4. 石器の接合
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4. 石器の接合
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4. 石器の接合
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4. 石器の接合
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接合資料ー 6 （第83図）

2 点よりなる接合資料で、上下両端の打面より剥

片を剥離している。剥片の表面に残る剥離方向には

左右両端から直行する剥離も観察され、 90゜打面を転

移して剥離していく、剥片剥離の状態が想定されよ

う。剥片（ 1) は打面調整の顕著な打面から、剥片

(2) は礫面を打面に、それぞれ剥離している。 2

号ブロック出土。黒色安山岩。

接合資料ー20 （第83図）

6 点よりなる接合資料で、同一方向から連続して

剥離している。剥離の状態は複雑で、 1 • 2 の剥片

は同時に剥離している可能性が、また、剥片 (3)

は剥離段階で破損した可能性が強い。接合状態で、

左上に図示した砕片は、剥片 (3) を剥離する直前

に剥離している。 6 号ブロック出土。黒色安山岩。

接合資料ー33 （第84図）

7 点よりなる接合資料で、上面の平坦打面から剥

片を剥離している。剥片の表面には礫面を残し、剥

離の初期段階を示している。最初、接合資料の左側

から打点を徐々に右側へ移動して剥片 (1~3) を

剥離していき、 4 • 5 の剥片を剥離する段階で、再

び打点を元の位置に戻している。 8 号ブロック出土。

黒色安山岩。

接合資料ー47 （第85図）

円礫を分割し、板状の剥片を石核素材に使用して

いる。最初、分割面を打面に剥片を連続していき、

最終段階で剥片（ 1) を剥離する。以下、 90゜打面を

転移して剥離していく。剥離している剥片の形状は、

横長剥片が多く、剥片端部には平坦な剥離面を取り

込む。剥片は横位に破損している場合が多い。剥片

(1~ 3) は 10号ブロックより、剥片 (4~ 6) は

11号ブロッケより出土している。黒色安山岩。

接合資料ー35 （第86図）

6 点よりなる接合資料で、上面の礫面を打面に剥
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片を剥離している。打点を左右に振り、徐々に後退

して剥片を連続して剥離している。剥離した剥片の

形状は幅広で、長い剥片端部を形成する。「折れ面」

のリングは打点に一致していることから、剥離段階

で縦位に破損している可能性が強い。剥片 (2 • 4) 

は 8 号ブロックより出土している。黒色安山岩。

接合資料ー84 （第86図）

6 点よりなる接合資料で、平坦打面から連続して

剥片を剥離する。剥片（ 2) は、剥片（ 3) を石核

素材に剥離しており、ほかにも同一部分から数点の

剥片を剥離している。また、同様に剥片（ 1) も石

核素材に転用しており、図中に示した砕片を剥離し

ている。 20号ブロック出土。黒色安山岩。

接合資料ー86•8•66•11 （第87図）

2 点前後の剥片の接合資料で、剥離の実態は不明

な部分が多い。平坦打面より剥離している場合が多

く、ほぽ同様な剥離手法を適用しているものと推定

される。黒色安山岩。

接合資料ー30 （第87図）

3 点よりなる接合資料で、やや縦長の剥片を連続

して剥離している。剥片（ 3) には打面調整が顕著

に観察され、剥片(1. 2) の打点と剥片 (3) の

打点は相違している。剥片 (1 • 2) は 8 号ブロッ

クから、剥片 (3) は 7 号ブロックからそれぞれ出

土している。黒色頁岩。

接合資料ー 4 • 40 • 58 • 64 （第88図）、 17 （第89図）

接合して 1 枚の剥片の状態に戻る接合資料で、剥

片の剥離方向に対し、横位に破損している。 2~4

点が接合する。裏面側にリングが集中する資料が多

ぃ。剥離段階で、横位に折断する場合も多く、意図

して折断しているのか断定できない。接合資料ー 4

は 1 号ブロックから、 40は 8 号ブロックから、 58は

13号ブロックから、 64は 15号ブロックから、 17は 6

号ブロックからそれぞれ出土している。黒色安山岩。



接合資料ー 1 （第88図）、 21 • 5 • 15 • 19 （第89図）

接合して 1 枚の剥片の状態に戻る接合資料で、剥

片の剥離方向に対し、縦位に破損している。折れ面

のリングは打点から発生していることから、剥離の

段階で破損している可能性が強い。接合資料ー 1.

5 は 1 号ブロックから、 21 ・ 19は 6 号ブロックから

出土している。なお、接合資料ー 15は 5 号ブロック

と 9 号ブロックから出土している。黒色安山岩。

接合資料ー 9 （第89図）

2 点からなる接合資料で、剥片端部に近い部分で

接合した。剥片端部には微細な使用痕があり、その

ため、使用段階で破損したのか、剥離の段階で破損

したのか明確ではない。 3 号ブロックより出土した

資料に縄文時代前期の住居から出土した資料が接合

した。黒色頁岩。

接合資料ー 2 （第89図）

接合した 1 枚の剥片に戻る接合資料で、剥離方向

に対し、横位に破損している。 1 号ブロック出土。

頁岩。

接合資料ー 7 （第88図）

大形の横長剥片に 2 点の砕片が接合した資料で、

2 号ブロックから出土している。黒色安山岩。

接合資料ー24 （第88図）

2 点よりなる接合資料で、上面の平坦打面から剥

片を剥離している。接合資料の表面に残る剥離方向

と剥片の剥離方向は直交している。 7 号ブロック出

土。黒色頁岩。

4. 石器の接合

(b) 接合資料の分布

石器群の同時性を検討するには同一母岩の分布や

接合資料の分布を分析する作業が必要であることは

いうまでもないことである。本遺跡出土石器群の場

合、出土石器全体の約66％が黒色安山岩を、約26%

が黒色頁岩を使用している。数枚の剥片が接合して

いる資料が多く、また、原石や石核の搬入状態も不

明な資料が多い。そのため、同一母岩の分類も困難

であり、さらに、石核・剥片の移動状態は一部のみ

分析が可能な状況で、全般的な全体像は分析できず

にいる。だが、それでも石器群の同時性や集落構造

の分析に向け、一定の見解を得るデータだけは提供

すべきだろう。ここでは、図版が繁雑となることを

避け、接合資料の分布のみ掲載した。

複数のプロックで接合する資料（第90 • 91 図）

該当する接合資料28例を確認している。このうち、

5 例（接合資料ー 13 • 30 • 42 • 44 • 88) が黒色頁岩

を素材に使用した資料の接合で、 22例（接合資料一

3 • 4 • 11 ・ 15 • 18 • 29 • 4 7~49 • 62 • 74 • 75 • 77 

~79 • 86 • 87 • 90~93) が黒色安山岩を使用した資

料の接合で、このほか、破損した 3 点の敲石が 1 例

（接合資料ー96) 接合している。移動している剥片

の場合、石材を持ち出し、剥離の作業地点を変え、

剥離しているのか、良好な形状の剥片のみ移動して

いるのか、その移動理由が明確でないものが圧倒的

に多い。

接合資料ー 13 5 号ブロックに 3 点•Ad-lOG と Ai

-lOG に各 1 点が分布している。 Ai -lOG に出土し

た 1 点は連続して剥離した剥片（第48図 1~3) の

1 枚（第48図 2) で、出土理由は明確ではない。石

核の存在からもわかるように、剥離の主体は 5 号ブ

ロックに想定されよう。また、第48図 4 の剥片を剥

離する前後に剥離した剥片が接合資料にはなく、空

白部分を構成している。そうした状態を総合して判

断するなら、剥片 2 はその空白部分を構成する剥片

と共に何等かの理由で移動している可能性があるの
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かもしれない。（黒色頁岩）

接合資料ー30 7 号ブロックに 1 点• 8 号ブロック

に 2 点が分布している。 7 号プロックに出土した剥

片は剥片 3 点の中で、最も最後に剥離した剥片だが、

その接合距離は 2m しかないため、また、資料点数

も不足しているため、剥離工程が相違しているのか、

否か、明確には判断できない。（黒色頁岩）

接合資料ー42 9 号ブロックに 7 点・ 10号ブロック

に 2 点が分布している。その接合距離は1.5m と近

く、剥片形状も石器素材には適当とはいえないため、

意図した移動とはいえない。（黒色頁岩）

接合資料ー44 10号ブロックに15点が、 9 号・ 17号

ブロック・Ag-5G に 1 点が、 11号プロックに 2 点

が分布している。接合距離は平均で 5m以上あり、

意図して移動している可能性が強い。ただ、剥片の

形状も良好で、石器に使用した痕跡を残す剥片（第

60図11) 以外には小形の剥片が多く、何故、その小

形剥片が移動しているのか、明確には判断できない。

（黒色頁岩）

接合資料ー88 16号ブロックに 5 点・ 18号ブロック

に 9 点が分布している。接合距離は約10m を測る。

この接合資料の場合、その分布理由は明確で、 1~ 

7•10•8 左半部（第67 • 68図）が18号プロックか

ら、 9•11•8 右半部（第68図）が16号プロックか

ら出土し、原則的に各々の地点で連続して剥離して

いることからもわかるように、それぞれ剥離作業地

点の相違を示している可能性が強い。（黒色頁岩）

接合資料ー 3 1 号ブロックに 8 点・ 2 号ブロック

に 1 点が分布している。 1 号プロックを主体に分布

しており、ごの地点で剥片を剥離していた可能性が

強い。 2 号ブロックに出土した剥片（第46図 1) は

剥片の表面に礫面を残し、また、剥片形状も良好で

はないため、その存在理由は明確ではない。接合資
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料には剥片の空白部分が存在する。（黒色安山岩）

接合資料ー 4 1 号・ 11号ブロックに各 1 点が分布

している。その接合距離は約15m を測る。何等かの

理由で遺物が移動している可能性があり、剥片の形

状を重視するなら、より大形の剥片（第88図）が移

動した可能性が強い。（黒色安山岩）

接合資料ー 11 4 号ブロックに 2 点・ 16号ブロック

に 1 点が分布している。その接合距離は約20m を測

る。何等かの理由で遺物が移動している可能性が強

い。接合資料ー 11は、この遺跡で剥離したのは確実

だが、断定する根拠に欠け、どの地点からどの地点

ヘ剥片が移動したのか判断できない。（黒色安山岩）

接合資料ー 15 5 号• 9 号ブロックに各 1 点が分布

している。その接合距離は約18m を測り、何等かの

理由で遺物が移動している可能性が強い。接合資料

は剥離段階で縦位に折断したものだが、石器に加工

しているわけでもなく、現状では、剥片が移動した

理由は明確ではない。（黒色安山岩）

接合資料ー 18 6 号ブロックに 3 点 •Ae-llG に 1

点が分布している。その接合距離は約10m を測り、

最初に剥離した剥片がAe-llG に出土している。

接合資料ー29 7 号ブロックに 2 点• 8 号ブロック

に 1 点が分布している。その接合距離は 3m と近く、

意図して剥片を移動したものとはいえない。（黒色安

山岩）

接合資料ー47 10号ブロックに 5 点・ 11号ブロック

に 4 点 •Ah-lOG に 1 点が分布している。 6 枚の剥

片が接合していることからこの遺跡で剥片を剥離し

たのは確実だが、同一母岩の分布が特定できないた

め、剥離の作業地点を示す砕片の分布が確定できな

い。そのため、どの地点で剥離しているのか、明確

に判断できない。（黒色安山岩）



接合資料ー48 10号ブロックに 2 点・ 13号ブロック

に 1 点が分布している。 13号ブロックに出土した剥

片（第82図 2) は幅広の縦長剥片で、 10号ブロック

出土の剥片とは約 7mの距離を隔て接合している。

剥片は形状も良好ではなく、何故移動しているのか、

明確ではない。（黒色安山岩）

接合資料ー62 15号ブロックに 3 点・ 17号ブロック

に 1 点が分布している。その接合距離は約12m を測

る。 17号ブロックに出土した剥片は形状の整う縦長

剥片で、ナイフなどの素材剥片にも充分に使用する

ことができる。（黒色安山岩）

接合資料ー66 9 号・ 15号ブロックに各 1 点が分布

している。接合資料は礫面が表面を覆い、その形状

も良好ではなく、石器の素材には適当とはいえない。

そのため、何故移動しているのか、その移動理由は

明確ではない。（黒色安山岩）

接合資料ー74 17号ブロックに 4 点・ 12号ブロック

に 3 点・ 2 号ブロックに 1 点が分布している。 12号

ブロック出土の剥片とは約10m、 2 号ブロック出土

の剥片とは約20mの距離を隔て接合している。 12号

ブロック出土の剥片（第81図 6) は横長の剥片で、

3 点の折断剥片が接合している。このことから、 1 

枚の剥片が12号ブロックに搬入され、何等かの目的

で折断した可能性が強い。そこには明確な意図が看

取されよう。また、 2 号ブロックに出土した剥片（第

81図 5) は横長の剥片で、長い縁辺を保有し、その

まま刃部に使用することができる。剥片の移動距離

から推定して、意図して搬入されたものと推察され

よう。（黒色安山岩）

接合資料ー75 17号ブロックに20点が、 6 号・ 20号

ブロックに各 1 点が分布している。 17号ブロックで

剥片を剥離していたのは確実で、原石を完全に消費

している。接合資料には空白部分が存在し、剥片の

一部を他の地点に搬出している可能性がある。上述

4. 石器の接合

した 2 点の剥片も同様に評価することも可能であ

る。（黒色安山岩）

接合資料ー77 17号ブロックに 4 点・ 2 号ブロック

に 1 点が分布している。 2 号ブロックに出土した剥

片（第80図 l) は剥離段階で作出する砕片で、約18

mの距離を隔て接合している。この砕片は残り 4 点

の剥片と全く違う剥離段階に剥離され、そのことか

ら判断して、剥離作業が地点を違え展開しているこ

とを示す可能性が強い。（黒色安山岩）

接合資料ー78 16号・ 18号ブロックに各 3 点が分布

している。 16号ブロックに石核が出土していること、

18号ブロックには形状の良好な縦長剥片 2 点（第66

図 2 • 3) が出土していることから判断して、 16号

ブロックから 18号ブロックヘ、剥片を意図的に移動

している可能性が強い。（黒色安山岩）

接合資料ー79 18号ブロックに 2 点が、 13号・ 19号

ブロックに各 1 点が分布している。石核の出土地点

から推定して、 18号ブロックで剥片を剥離している

可能性が強い。石核（第53図 3) を二分した一方の

破片が出土している 19号ブロックは別に、約12mの

距離を隔て接合する 13号・ 18号ブロックには剥離地

点の相違や、剥片の搬入・搬出など、有機的関係が

存在している可能性が強い。（黒色安山岩）

接合資料ー86 16号・ 20号ブロックに各 1 点が分布

している。剥片と砕片の接合資料で、資料点数が不

足しているため、剥離地点の相違なのかどうか、剥

片の搬入・搬出の関係を示しているのか、明確には

評価できない。（黒色安山岩）

接合資料ー90 13号ブロックに 9 点・ 17号ブロック

に 1 点が分布している。 13号ブロックが分布の主体

で、この地点で剥片を剥離している。 17号ブロック

出土の剥片は、約 2mの距離を隔て接合しており、

そこには明確な意図を看取できない。（黒色安山岩）
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II 旧石器時代の遺構と遺物
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II 旧石器時代の遺構と遺物

接合資料ー91 13号ブロックに 3 点・ 11号ブロック

に 1 点が分布している。その接合距離は約 6m を測

り、 11号プロックには石核が出土していること、 13

号ブロックには剥片のみ出土していることから総合

して判断するなら、そこには意図した石核の移動が

存在している可能性が強い。（黒色安山岩）

接合資料ー92 12号ブロックに12点• 6 号ブロック

に 1 点が分布するほか、 Af-llG •Ai ---:lOG に各 1

点が分布している。 6 号ブロック出土の剥片（第72

図 10) と約 5m、 Ai -lOG出土の剥片と約10mの距

離を隔て接合している。剥片の形状は良好ではない

ため、移動の理由は不明だが、そこには明確な意図

を看取することができる。（黒色安山岩）

接合資料ー93 10号ブロックに21点• 9 号ブロック

に 1 点が分布している。 10号ブロックを主体に分布

し、 9 号ブロック出土の剥片とも約 3mの距離しか

なく、ほぽその分布範囲は石器の製作地点を示して

いると断定されよう。（黒色安山岩）

接合資料ー96 4 点の破片が接合した敲石で、 16号

ブロックに 3 点・ 18号プロックに 1 点が分布する。

敲石は使用段階で破損しており、 10m以上も離れ、

その破片が出土するのは理解できない。単に、石器

の搬入・搬出を暗示しているというよりも、それ以

外の理由を反映している可能性が強い。（黒色安山

岩）

単一のプロックで接合する資料（第92~98図）

単一のブロックで接合する資料は67例を確認して

いる。石材では、黒色安山岩が47例と圧倒的に多く、

そのほかには黒色頁岩17例、珪質頁岩・玉髄各 1 例、

粗粒安山岩 1 例を確認した。同一地点での接合資料

が多く存在したのは 6 号• 7 号• 8 号・ 13号・ 15号

プロックで、 6 例以上の接合資料を確認している。

また、 8 号ブロックの場合、 11例存在する接合資料

全部が黒色安山岩で、 13号ブロックの場合にも 7 例

中 6 例が黒色頁岩の接合資料であるなどの顕著な相

違が存在し、石材は偏在している。そしてさらに、

接合資料には剥片 2 枚からなる接合資料が多い一

方、 10点以上の接合資料も存在する。石器製作地点

の特定が困難な中で、上述の10点以上の接合資料の

存在は、石器の製作地点を暗示する、と解釈するこ

とが可能である。

10点以上の接合資料には、

7 号ブロック、接合資料ー26 • 27 

8 号ブロック、接合資料ー32

17号ブロック、接合資料ー72

14号ブロック、接合資料ー89

5 点以上の接合資料には、

6 号ブロック、接合資料ー 16 • 20 

7 号プロック、接合資料ー23

8 号ブロック、接合資料ー33 • 35 

10号ブロック、接合資料ー45

13号プロック、接合資料ー52

14号プロック、接合資料＿59

15号ブロック、接合資料ー63

16号ブロック、接合資料ー69

18号ブロック、接合資料ー80

20号ブロック、接合資料ー84

1 号礫群

/ 

/ 

/ 

I 

I 

I`-98 

I
 
I
 

\ \ 

ヽ ヽ

゜ 2m 

第92図 接合資料の分布 (I 号礫群）
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4. 石器の接合
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II 旧石器時代の遺構と遺物
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4. 石器の接合
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II 旧石器時代の遺構と遺物

9 号ブロック 10号プロック
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第96図 接合資料の分布(9 号・ ID号・ 12号・ 13号プロック）
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4. 石器の接合
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II 旧石器時代の遺構と遺物
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5. 母岩別資料の分布

接合作業や母岩の分類の結果、出土石器には分類

可能な母岩を 6 種確認した。同一の母岩に分類可能

な資料数量は全体の 1 割を越す程度で、母岩に分類

できない資料が圧倒的に多い。また、遺跡の全体を

完掘したわけではなく、母岩の分類は確実に分類が

可能な資料に限定したため、母岩の受け渡し・移動

を考察するには不確定要素も多い。そのため、集落

構造や集団構成を分析するには不充分であることを

指摘しておく必要性がある。ここでは、同一母岩に

確実に分類可能な資料に限定して、その分布を図示

した。

その結果、母岩に分類可能な資料は特定の地点に
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5. 母岩別資料の分布

分布する傾向を示し、そこには石器や剥片を外部へ

搬出した状態は想定できない。他の地点に分布する

同一母岩も特定の器種ではなく、剥片や砕片である

ことが多い。そこには、意図的移動は看取できない。

ただ、黒色頁岩の一部（黒色頁岩ー 2) には母岩の

移動を伴う剥片剥離が想定され、一方の地点で剥片

の 1~7•10•8 左半部（第67 • 68図）を、一方の

地点で剥片の 9·11•8 右半部（第68図）を剥離し

ている。

このほかにも、ほぽ単独の状態で出土した母岩が

数種存在する。搬入石器であることが確実な石器も

出土している一方で、その存在理由が不明な石器も

出土している。現状では、その性格を明確に位置づ

けられない。
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II 旧石器時代の遺構と遺物

母岩別資料・黒色頁岩ー 1 の分布（第99図）

総計 3 点（石核 l 点・剥片 2 点）からなる。石核・

剥片が 1 点づつ 18号ブロックに分布するほか、 20号

ブロックに剥片が分布している。 3 点とも接合して

いることから（接合資料ー87、第75図）、確実に同一

母岩に分類できよう。こうした状態が剥片剥離地点

と素材剥片の移動というような関係を反映した結果

なのかどうか、また、上述した 2 点の剥片以外に、

剥離している 3 枚の剥片は遺跡で剥離しているの

か、否か、現状では判断材料が不足しているため、

判断できない。

母岩別資料・黒色頁岩ー 2 の分布（第99図）

総計14点（石核 3 点・剥片 9 点・砕片 2 点）が、

I
 I
 

~e ーー ー \ 詞 //平g

16号ブロックに 6 点、 18号ブロックに 9 点分布して

いる。 14点とも接合しており（接合資料ー88) 、確実

に同一母岩に分類できよう。 16号ブロックに出土し

た 5 点は剥離工程の後半（第68図 9 • 11 • 8 右半部）

に、 18号ブロックに出土した 8 点は剥離工程の前半

（第67 • 68因 1~7 • 10 • 8 左半部）に、それぞれ

剥離しており、かつ、原石を分割した状態にもない

ことから、剥離作業の時間差を示す可能性が強い。

なお、接合状態から想定するなら、既に、原石の

3 割程度を消費している。水田の開削で包含層が削

平され、また、調査範囲が限定され、単位的石器群

の全貌が不明確であり、原石を搬入しているのか、

ある程度消費してから原石を搬入しているのか、現

状では判断できない。
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母岩別資料・黒色安山岩ー 1 （第 100図）

総計14点の石器（石核 1 点・剥片 8 点・砕片 5 点）

からなる。接合資料ー90 • 91を主体に、数点の剥片

から構成され、 90 • 91の 2 例とも 13ブロックの東側

に分布している。縦糸にも似た目の密な流状構造を

持つ石材の特徴を有す。接合資料 2 例の形状から推

定して、大形の円礫を素材に使用しており、接合資

料は礫表皮に近い部分であることは確実である。発

掘調査ではその中心部分は出土していないことにな

る。

接合資料ー90 は、 3 枚の剥片が13号ブロックに、

1 枚の剥片（第70固 3) が17号ブロックに出土した。

接合資料の分布域も狭く、 また、剥片の形状も良好

とはいえない剥片（ 3) が、 17号ブロックに出土す

る理由は明確に判断できない。一方、接合資料ー91

は、剥片や砕片が13号ブロックに、石核が11号ブロッ

クに出土している。隣接するブロックで接合すると

はいえ、 5m以上距離を隔て分布していること、石

5. 母岩別資料の分布

核と剥片・砕片というように、明確に器種レベルで

相違していることから、石核を意図して搬出してい

る可能性が指摘されよう。

母岩別資料・黒色安山岩ー 2 （第 100図）

総計22点の石器（石核 3 点・剥片14点・砕片 5 点）

からなる。接合資料ー92を主体に、数点の剥片や砕

片から構成され、 12号ブロックを中心に分布する。

このほかにも、同一の母岩に分類可能な剥片が 6 号

ブロックやAf-llG •Ai -lOG に 1 点づつ分布して

いる。石器表面には、不純物が離脱した痕跡が無数

に観察され、

合資料は原石を四分した状態まで復元され、剃離作

業自体は完結している。

12号ブロックに剥片剥離の主体があることは確実

だが、

こうした特徴から母岩を分類した。接

6 号ブロック （第72図10) やAi -lOG に出土

した剥片（第71図 1) は形状も良好ではなく、上述

の剥片が分布する理由は明確ではない。
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第 IOI 図 母岩別資料の分布（黒色安山岩ー 3)
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I I 旧石器時代の遺構と遺物

母岩別資料・黒色安山岩ー 3 （第 101 図）

総計24点の石器（剥片19点・砕片 5 点）からなり、

接合資料ー93が主体で、母岩を構成している。母岩

は 10号ブロックを主体に分布するほか、 1 号• 7 号・

ヽ
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9 号ブロックに各 1 点が分布している。 このうち、

9 号ブロックに出土した剥片（第73図 1) には接合

関係を確認している。母岩別資料・黒色安山岩ー 1

と比較して、やや粗い流状構造を有す。

母岩は 10号ブロックに集中して分布するとはい
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10号

え、 ブロックの全体に散漫に分布している。何等か

の要因で石器分布が乱れ、本来的な在り方とは相違

している。 9 号ブロックから出土した剥片も同様な

理由で解釈できるものと推察している。 1 号ブロッ

クや 7 号ブロックから出土した砕片が出土した理由

は、意図して移動したともいえないため、明確には

その理由を判断できない。

母岩別資料・珪質頁岩ー 1 （第 102図）

総計21点の石器（剥片14点・砕片 7 点）からなる。

接合資料ー89を主体に、数点の剥片や砕片が母岩を

構成している。 14号ブロックを主体に分布するほか、

10号ブロックに 1 点 •Ag- 6 • 7 G に各 1 点が分布

している。 この母岩は緑色を呈す特徴を有し、確実

に分類することができた。

10号ブロックやグリッドから出土した剥片は剥片

形状も良好ではなく、剥片が移動する背景は不明確

である。接合状態などから想定して、

AK-13G に各 1 点が出土している。

この母岩は原

石を二分し、接合した剥片を剥離したものと判断さ

れよう。原石を二分した一方の石核や上述の接合資

料は調査区内には検出されていない。

その他の石材の分布（第103図）

上述した母岩の他にも、少量だが、頁岩や玉髄．

黒曜石などが出土している。その分布状態（第103図）

は特定の地点に集中するわけではなく、明確に解釈

できない。頁岩は 1 号ブロックに 2 点、 A i -lOG•

1 号ブロック

の 2 点は確実に同一母岩（接合資料ー 2) だが、他
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4m 

母岩別資料の分布（珪質頁岩）

の 2 点は 1 点が剥片・ 1 点が砕片で、単独に出土し

ている。玉髄は 2 点が16号ブロックから出土してい

る。接合関係から確実に同一母岩であることがわか

る。黒曜石は 2 号• 5 号・ 6 号ブロックに出土して

いる。石材の特徴は 3 点とも若干相違するため、

より 1 点づつ出土している。

こ

の地点以外の場所から搬入している可能性が強い。

流紋岩は 1 点が 5 号ブロックから出土している。完

成した石器であることや同一母岩が出土してないこ

とから、確実に他の地点から搬入したものといえる。

同様に 1 号礫群から出土した赤色珪質岩も石器が完

成状態を示し、同一の母岩が出土してないことから、

他の地点で製作した石器を搬入している可能性が強

ぃ。チャートは 2 号・ 18号ブロックに各 1 点が、 Ag

-9 G •Ah-lOG に各 1 点が出土している。確実に

4 点とも母岩が違い、搬入している可能性が強い。

このほか、点紋頁岩が 6 号・ 7 号・ 16号ブロック

3 点とも類似した石材

の特徴を示し、同一母岩である可能性が強い。
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5. 母岩別資料の分布
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II 旧石器時代の遺構と遺物

6. 小結

(1) 出土石器

出土石器の一部には二層 (V層と VII層）にピーク

を持ち石器が出土する地点や、試掘の段階で包含層

上半部を遺失した地点が存在していた。また、縄文

時代の土器や石器に混在して、男女倉タイプの彫器

（第124図 2) や、所属時期の特定できないナイフ（第

124図 l) も存在していたことから出土した石器全部

が同時に存在したのか否か、文化層（石器群）が重

複しているのか否か、を接合作業や母岩の分類を中

心に検討した。その結果、 V層出土の石器と VII層出

土の石器に接合関係を確認したほか、石器はV層か

ら VII層まで（とりわけ、 VI層に安定して出土するな

ど）、ほぽ同様な状態で石器が出土していること、ま

た、複数の地点同士で接合する資料が多数存在する

こと、を確認した。以上の状況を総合して判断する

なら、ほぽ同時存在した石器群であり、また、 VI層

上位はATの降灰層準にも相当することから出土層

位を重視するなら、 AT降灰以前の石器群である、

と判断されよう。

A区出土の石器には、形態の違う 2 種類のナイフ

を主体に、若干の削器、楔形石器や加工痕・使用痕

ある剥片が組成している。調査区外にも確実に石器

分布が延び、また、住居（縄文前期 5 号住居）を構

築した段階で旧石器の包含層を破壊していることか

ら器種組成の全容も不明確であり、未検出の別器種

が組成する可能性も否定できない。実際、 5 号住居

の埋没土中には「暗色帯」から出土した剥片と接合

した資料（接合資料ー 9 、第89図）や、石器の形状

や加工状態から判断してこの段階の石器に組成する

可能性の強いナイフ（第104図）がある。ただ、「暗色

帯」から出土した石器には、この石器（第104図）と同

ーの母岩は存在せず、現状で共伴関係の有無を断定

するのは困難でもある。石器組成を分析するには以

上の制約条件を考慮すべきことを指摘しておく。

以上の状況を考慮してなお、その組成は単純で、

この段階特有の器種組成を示している。なかでも、

6 点のナイフ（第24図 1~6) は特徴的で、石器群

を編年的に位置づけ、その変遷過程を分析していく

上でも良好な石器群である、と判断している。 6 点

のナイフは、素材剥片の用い方や石器形状の相違か

ら大別 2 種に分類されよう。

ナイフ形石器A群縦長剥片を縦位使用し、側縁

に調整加工を施し、石器を作出する一群。（第24図 1

~3 • 6) 

ナイフ形石器B群 剥片を折断し、側縁に調整加

工を施し、台形状・切出状を呈す石器を作出する一

口 O (4:5) 3cm 

第 104図 5 号住居跡出土のナイフ形石器
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第 105図

5 cm 幅

ー側縁加工のナイフ形石器

•堀下八幡

•後田

•善上

0 勝保沢中ノ山

△房谷戸

ロ大竹

ナイフ形石器(A 群）の長幅比

拿
勝保沢中ノ山遺跡A区

ロ

ロ

房谷戸遺跡 第2文化層

第 106図

(S=l/2) 

大形条1]片素材のナイフ形石器

群。（第24図 4 • 5) 

ナイフ形石器のA群には、二側縁を加工するもの

(a 類） と一側縁を加工するもの

している。

側縁・上半部に作出しており、石器基部と素材剥片

の位置関係は固定している。

加工を施し、素材剥片の打面を除去している。

の降灰以前の県内遺跡から出土した資料に比べ、小

形で、類例は概して少ない。長さ 3cm~5cm ・幅約

1. 5cmを測る（第105図9 。一方、

そのため、

a 類のナイフの場合、

(b 類） とが存在

3 点とも刃部を右

3 点とも裏面から調整

AT 

b 類に分類可能な資

料は、 1 点のみ出土している。資料点数が限定され、

この段階に普遍的・一般的に存在したの

か、不明確である。左側縁・打面部に、表面側から

調整加工して石器を作出しており、 その加工状態は

a 類に比べ、大きく異なる。県内のAT降灰以前の

出土資料には、二側縁加工のナイフに比べ、一側縁

加工のナイフが、 より大形の剥片（第106図）を選択

する傾向が指摘され、 なかには10cmを越す大形剥片

を使用している。善上遺跡・大竹遺跡（月夜野町）、

房谷戸遺跡（北橘村）、勝保沢中ノ山遺跡A区（赤城

村） など、 VII層段階•その直前段階の遺跡ではその

傾向が強く、特に、房谷戸や勝保沢中ノ山では大形・

肉厚の剥片を素材に用い、側縁を粗く加工した石器

が出土しており、地域性の強い石器であることを以
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前指摘した（岩崎 1988）。本書で、加工痕ある剥片

に分類した資料には、上述した大形の剥片を素材に
註 l

側縁を加工した資料（第26図 4) が存在しており、

注意しておくべきなのかもしれない。

ナイフ形石器の B群には、器体長軸と刃部が直交

し、台形に近い平面形状を呈す a 類と、器体長軸と

刃部が斜交し、切出に近い平面形状を呈す b類が出

土している。 a 類． b 類とも各 1 点が出土したのに

とどまるため、その実態は不明な点が多い。 a 類に

分類した資料は幅広の剥片を素材に用い、剥片端部

に刃部を設定している。普通、この種の石器は剥片

を折断して側縁に刃部を設定する場合が多く、異質

ではある。左側縁は折断したままだが、右側縁を裏

面から加工して石器を作出している。一方、 b 類に

分類した資料は台形に近い形状の剥片を素材に用

い、左右の側縁を折断して、石器を作出している。

この資料でも左側縁は折断したままだが、右側縁を

折断して、この部分を打面に表面に浅い平坦加工を

加え、石器を作出している。本来こうした浅い平坦

剥離を施す石器の作出手法は古い段階の手法だが、

この石器が出土した 2 号ブロックには、 12号ブロッ

クや 17号ブロックと接合関係を有し、また、剥片剥

離の在り方も類似しており、石器の混入は想定でき

ても、ブロック自体は分離できない。

このほか、石器群の特徴的な石器に楔形石器 1 点

（第25図 2) が出土している。この石器には 2 点の

剥片が接合（第75図）しており、その製作過程や機

能を知る上で重要な資料になるものと判断してい

る。即ち、①幅広の剥片を剥離→②素材剥片の打面

に平行する平坦部分を打面に対向する剥片端部に作

出→③上下両端に対向する剥離が形成→④石器の右

側を破損→⑤大形の破損資料の方を使用して、上下

両端に対向する剥離を形成→⑥放棄、の順が追跡で

きよう。要は、素材剥片を剥離してから、常に、断

面が紡錘形状となるように位置関係が配慮され、石

器を製作していくのである。また、この資料は遺跡

の内部で製作され、その製作途上で放棄している。

以上の状態から判断して、使用以前の段階で石器の
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上下両端を微細に剥離し、この段階で楔形石器の形

状作出は概ね完了しているのである。

(2) 剥片剥離

96例の接合資料を確認した。平均4.8枚の剥片が接

合しており、剥片剥離の状態を良く示している。接

合資料を詳細に観察した結果、実に多様性に富む剥

離状態を示していた。即ち、目的剥片の剥離システ

ムとは別に、打撃面や作業面の状態など様々な形状

を示す石核に対し、多種多様に対処して剥離してい

く状況を示していたのである。こうした実態は数枚

の接合資料の観察では理解できない場合の方が多

い。そのため、ここでは接合点数の多い資料を中心

に、剥片剥離の様相を検討していくことにしたい。

接合資料を概観して、まず、最も顕著な剥片剥離

の特徴を指摘するなら、頻繁な打面転移と板状剥片

を石核の素材に多用する 2 点が指摘できよう。接合

資料は石核素材の用い方の相違で二分され、原石を

直接剥離していく一群（原石を分割する資料を含む）

と、大形剥片を石核素材に用い、剥離していく一群

が存在している。これまで、前者の一群に該当する

接合資料・後者の一群に該当する接合資料を各13例

確認しており、ほぽ均質に存在していた。

前者の一群は、原石から直接剥離する資料（接合

資料ー75 • 88など）と、原石を分割剥離していく資

料（接合資料ー32 • 44 • 92 • 93など）からなる。そ

れぞれ接合資料には、剥離手順や剥離手法に類似点

と相違点が共存しており、もう一度整理して概観し

ておきたい。

接合資料ー75の場合、礫面から打撃を加え、平坦

な打面を作出することから剥離が開始され、以後、

90゜の打面転移を行い、剥片剥離が展開していく。剥

離の初期段階では同一の打面から連続して剥片を剥

離している。以後、極端に剥離枚数が減少して、 2

枚程度の剥片剥離が続き、最終段階では打面転移し

て 1 枚づつ剥離していく。剥片の背面を構成する倒

離方向は剥片の剥離方向に一致しており、打撃面と



作業面を固定した状態で剥片剥離が進行していく。

そのため、原石は左隅上から右隅下へと、作業面の

「高さ」を徐々に減少していく。最終的な石核形状

は直方体に近く、裏面や石核下面に礫面を残す。顕

著な打面調整や頭部調整は確認できない。接合資料

-13 • 16 • 23 • 26など、同様な剥離状態を示す複数

の接合資料が存在している。

接合資料ー88の場合、接合資料ー75 と同様に礫面

から打撃を加え、平坦な打面を作出することから剥

離を開始する。接合状態での剥離の「切り合い」関

係から、刻離の初期には連続した剥離作業が予想さ

れ、また、途中から剥片を 1 枚剥離する度に、打撃

面や作業面を移動して剥離していた。やや偏平な原

石を使用しており、初期の剥離段階では原石の小口

部分で連続して剥片を剥離している。同様な状態は

第67図 5 の剥片を剥離する段階まで続く。これ以後

の剥離は確実に90゜打面を転移して剥片を剥離して

おり、打面を固定せず、剥離面を打面に、打面を作

業面に、頻繁に打面を移動して剥離が進行していく。

原石は一方の小口部分から一方の小口部分へと徐々
註 2

に減少していき、接合資料ー75の原石の減少方向と

は違う状態を示していた。剥離した剥片にはより大

形の剥片が多く、このうち、 2 点の剥片を石核に転

用している。剥離段階の初期に剥離した剥片の場合、

その背面を構成する剥離の方向は剥片の剥離方向に

一致するのに対し、後から剥離した剥片の場合には

剥片の剥離方向に一致する剥離と、 90゜方向の違う剥

離の両者が背面には存在していた。こうした背面構

成の在り方や、交互剥離に似た剥離手法から90゜打面

転移する剥離手法へ移行すること、大形剥片を石核

に転用する在り方は、接合資料ー75 と大きく異なり、

特徴的である。打面調整や頭部調整は確認できない。

なお、この接合資料の場合、原石の消費状態は、原

石（石核）の表裏両面を交互に剥離していく剥離手

法に類似していた。こうした状態を示す背景にはよ

り原石が偏平であることが反映している可能性や、

節理が発達している原石の性状に原因している可能

性もある。ただ、出土資料には同様な形状の偏平礫

6. 小結

を素材に小口部分から剥片を剥離していく類例（接

合資料ー87、第75図）も存在していることから、多

分に、偏平な原石に対応した刻片剃離の在り方を反

映した石器群が持つ多様な剥離方法の一端を暗示し

ている可能性が強い。

次に、原石を分割して剥離していく接合資料の場

合を概観しておきたい。接合資料ー32の場合、原石

を二分して広い平坦面を作出し、石核の素材を獲得

している。まず、剥離作業は石核の両端で開始され、

礫面の除去を目的に剥片を剥離してから 90゜打面を

転移して剥離していく。この剥離で石核両端に平坦

な分割面に似た剥離面が形成され、この両端部分を

打面に対向する剥離を行う。この段階の石核形状は

裏面に礫面を残し、平面・長方形状を呈している。

接合資料ー44の場合、同様に原石を二分して、石核

素材を獲得している。剥離作業は分割して得た平坦

な打面の側面から開始され、徐々に小口部分へ移動

していく。この段階の剥離が終了して、 90゜打面を転

移して剥離していく。打面転移は打撃面と作業面を

交互に入れ換え、 1 度の転移で 2 枚程度の剥片を剥

離して作業を終了する。そのため、石核は一方の上

端から一方の下端へと徐々に剥離面の「高さ」を減

じていく。この接合資料 2 例には石核の獲得方法と

打面調整・頭部調整の欠落が共通して指摘され、ま

た、一方では剥片の剥離手順や最終石核形状の顕著

な相違が指摘されよう。即ち、接合資料ー32 には、

打撃面と作業面を交互に入れ換え剥離していく段階

と、石核両端に打面を固定して両設の打面から剥片

を剥離していく段階が共存しており、それぞれ前者

の剥離段階は石核調整段階、後者の剥離段階は目的

剥片の剥離段階に相当する可能性もある。接合資料

-44にはこうした剥離段階の相違は顕著ではなく、

最初から剥片の剥離を目的に、 90゜打面転移を行い作

業が展開する。当然、最終石核形状も接合資料ー32

と違い、接合資料ー75に類似してくる。接合資料一

32は断面三角形状を呈す剥片が、接合資料ー44では

断面四角形状を呈す剥片が剥離され、より薄い剥片

を剥離する傾向が指摘されよう。このほかにも、複
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数の剥離作業面を持つ多面体石核（第35図 2) や、

礫を分割して上面の礫面から連続して剥片剥離する
註 3
資料（接合資料ー 31) も存在している。

一方、大形の剥片を石核素材に剥片を剥離してい

く資料には、接合資料ー91 • 80 • 79 • 63 • 18 • 88 • 

51など10例以上の資料を確認している。接合資料一

91は裏面に礫面を残す大形剥片を素材に、更に分割

して石核素材とし、石核の上下両端の打面から剥片

を剥離する。接合資料ー80や接合資料ー63は、裏面

に礫面を残す大形剥片を石核素材に用い、まず石核

両端を剥離していき、この剥離で打面を作出して、

左右の両設打面や上下両端の礫面から剥離を行う。

石核素材の第 1 次剥離面を作業面に固定し、剥離の

主体が展開する。こうした状態は接合資料ー63でも

同様だが、この接合資料では剥離が周辺の礫面にも

及び、剥離のバラッキが存在している。このほか、

接合資料ー79や接合資料ー 18は、大形の剥片を石核

素材に用い、表裏両面で剥片を剥離している。 2 例

とも大形剥片の打面付近で剥離しているほか、側縁

や剥片端部で剥片を剥離している。このほか原石を

分割した石核素材との区分は曖昧だが、より大形の

剥片を石核に使用している可能性の高い接合資料 2

例 (72 • 45) を確認した。 2 例とも礫面を残し、頻

繁に打面を転移している。接合資料ー45は、剥離が

展開していく過程で、更に、分割して直方体状に石

核形状を整え、石核の上下両端や裏面で剥離してい

る。接合資料ー 72では打撃面と剥離面を交互に入れ

換え、剥片を剥離している。この接合資料 2 例は直

方体状の石核形状を指向する点で類似する一方、分

割の有無や打面設定の在り方、剥離していく剥片形

状など顕著な相違が指摘され、相違点が多い。剥片

素材の石核は礫面を一方に残す場合が圧倒的に多

く、石核素材の形状は良く類似している。しかし、

その一方では打面転移の在り方など、その剥離手法

は多様性に富む。

以上、剥片剥離の実態を二分して整理してきた。

普通、剥片剥離は一定形状の剥片剥離を目的に展開

する。そこには、一定の確立した剥離工程（手法）
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が存在するはずだが、実際には多様性に富む接合資

料を前に、その実態は解明できない点が多い。分析

は作出する目的剥片の形状や作出器種との関係を含

め、体系づけ理解していくべきだが、出土資料の分

析が不充分であり、ここでは剥離工程の復元を中心

に整理しておきたい。

まず、剥片剥離を開始する段階の対応の仕方には、

原石を直接剥離していく方法と、分割してから剥離

していく方法とが存在していた。接合資料ー75 • 88 

が前者の一群に、接合資料ー32 • 44が後者の一群に

相当する。以前、報告した勝保沢中ノ山遺跡・ A区

出土資料には、原石を直接剥離する接合資料と分割

した石核素材が共存していた。そこでは、分割の有

無に関係なく石核素材は近似した形状を呈し、一定

規模の石核素材を獲得するため、原石を分割してい

たのに対し、この遺跡では原石の大小に関係なく原

石を分割している。こうした剥離の対応方法や在り

方の相違は集団差や石器群の段階差ということに限

定せず、目的剥片の形状や原石の形状とが密接に関

連した、石器製作者が持つ技術上の許容範囲の中で
註 4

現象する相違をも包括するもの、と評価しておきた

し）。

次に、上述の接合資料に限定して、その剥離手順

の対応の仕方を再度確認していきたい。原石を直接

剥離していく一群では打撃面と作業面を交互に入れ

換え、 90゜打面転移して剥離する接合資料 (75) と、

剥離の初期段階では接合資料ー75 と同様に剥離して

いく一方、途中から剥片を剥離する都度、打面を固

定せず、打面転移を繰り返す接合資料 (88) とが存

在した。接合資料ー75は、楕円形状を呈す原石の小

口から小ロへ斜向して剥離していくのに対し、接合

資料ー88は、その剥離手順や石核形状の様相が若干

相違しており、原石の長軸に平行して、原石を消費

していた。より円礫に近い原石を石核の素材に選択

しており、そのため剥離手順が相違している可能性

が強い。一方、原石を分割して剥離する一群の場合、

分割してから石核の両端に打面を作出し、そこから

分割面に作業面を固定して剥離していく資料 (32)



6. 小結

原石

直接剥離［
90゜打面転移（直方体状石核、接合資料ー75 など）

90゜打面転移（多面体状石核、接合査料ー88 など）

分割羨ll離 E:。設］］：ご門ニオ］面（接合査料ー32)
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第 107図 条lj片剥離の工程概念

と、打撃面と作業面を交互に入れ換え、 90゜打面を転

移して剥離していく資料 (44) が存在していた。石

核の消費状況は、後者が石核の一端から一端へと斜

向するのに対し、前者は分割面を薄く剥離していく。

こうした石核の消費状況の相違は、上述の剥離作業

の在り方や剥片の形状を確実に左右している。ただ、

出土資料には以上の事実を反映・規定した作出器種

との対応関係が明確ではなく、また、作出剥片の形

状は打点の選択の仕方で充分対処できるものと判断

され、なぜ剥離手法の違う剥離が存在しているのか

不明瞭である。大形剥片を石核素材に使用する一群

には大別して、両端に打面を作出して剥離していく

一群（接合資料ー63 • 80) と、表裏両面で交互に象1J

離していく一群 (18 • 79) が存在した。石核の裏面

に礫面を残す場合が多い前者の石核素材には平坦打

面や原石を分割する際に作出する大形の剥片を、後

者の石核素材には剥離の途中で作出する大形の剥片

を、それぞれ使用・選択している。量的にはより前

者の石核素材が多く、剥片剥離の在り方は原石から

直接剥離していく一群や、分割してから剥離してい

く一群の剥離に類似している。

以上、剥片剥離の実態を整理してみた（第107図）。

そこには、作業面を打面に、打面を作業面に、その

両者の関係を固定せず、頻繁に打面転移を繰り返す

接合資料や、両端に打面を設定して剥片を剥離して

いく接合資料など、多様性に富む剥離実態を示して

いた。だが、一方では、 90゜の打面転移を基本に展開

する剥離と同一打面に固定した剥離の連続性の欠如

が共通して指摘され、ある意味では組織的・体系的

に剥片を剥離していた。とりわけ、板状・大形剥片

を石核に剥片を剥離していく場合にも、原石を直接

剥離する場合や、分割して剥離していく場合と同様

な剥離手法さえ採用しており、強く剥片剥離を規定

していた。全体に、剥片剥離は縦長剥片を意識して

剥離しており、その剥離実態は石核素材の獲得から

その消費方法まで、一定のシステムが完成している

とも評価され、 A区出土の接合資料には多様な石核
註 5

形状を越え共通する剥片剥離全体を貫く、普遍性が

存在する、と換言できよう。

(3) 出土石器の位置づけ

A区出土の石器は素材剥片の用い方や石器形状の

125 
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違う 2 種類のナイフ (A群• B群）を主体に組成し

ていた。「暗色帯」を主体に出土していることから A

T降灰以前の石器群であり、その組成状態や形態の

特徴から、後半段階の石器群である可能性が強い、

と判断している。一方、これまで出土している県内

資料には後田遺跡 (VII層段階）を前後する段階の資

料が不足しており、そのため石器群の段階的な変質

の実態は不明瞭である。即ち、「石刃技法」に立脚し

た石器製作が完成する前後の石器製作と剥片剥離の

関係や、その変質の実態を理解するには県内資料だ

けでは極めて難しいのである。出土した接合資料を

見る限り、接合資料にはIX層段階に多い多様性に富

む剥離手法を含んでおり、単に多様な剥離工程を技

術基盤に成立していたというような理解だけではそ

の実態を充分理解しているとはいえない。多様な石

核形状に対し、剥離は集団が持つ技術を駆使して展

開していく、という特殊性をも含んでおり、石核形

状は確実に剥片剥離や剥片形状を左右するというこ

とを出土資料は明確に示しているからでもある。多

様性に富む剥片剥離の実態を理解するには、原石に

復元が可能な接合資料を検討した上で、上述した剥

離の普遍性と特殊性を分離して、把握していくべき

であろう。

A区出土の石器は複数の地点で接合関係を有し、

また、ほぽ同様な石器の出土状態を示していたこと

から、同時存在した可能性が強い。石器組成は素材

剥片の用い方や形状の違う 2 種類のナイフを主体に

組成しており、なかでも二側縁加工の小形ナイフは

特徴的である。県内出土の石器には類例は概して少

なく、房谷戸遺跡（第 2 文化層）出土の小形ナイフ

や、大竹遺跡出土の小形ナイフが類似しているのに

とどまる。だが、その基部形態（打面除去の有無）

や加工部位は相違しており、厳密な意味では類似し

ているとはいえない。唯一、厚手の大形剥片の側縁

を粗く加工したナイフが、共通して存在しているの

にすぎない。石器群を編年的に評価するには、本来

の器種組成など不明な点も多く、判断に苦慮してい

る。それでも、小形・ニ側縁加工のナイフを主体に
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組成するということは確実で、この小形ナイフの存

在を重視するなら、 A区出土の石器はAT降灰直前

段階、武蔵野台地 •VI層段階に相当する石器群に位

置づけられよう。

一般に、 VI層段階では「石刃技法」に立脚した石

器製作の完成も指摘され（角張・藤波 1986) 、石器

製作は縦長剥片の生産と深く結び付いている。また、

VII層段階から縦長剥片を主体に剥離して石器素材に

選択していることから、段階的•発展的な石器群の

変遷や変質が容易に辿れ、その評価は定着している。

VI層段階の代表的な石器群である、鈴木遺跡や寺尾

遺跡では縦長剥片を連続剥離する点で共通してお

り、この剥離手法は素材剥片作出の主要部分を占め、

安定している。半面、打面調整・頭部調整の在り方

は一致せず、鈴木遺跡では打面調整が、寺尾遺跡で

は頭部調整が顕著で、格差は極めて大きい。そうし

た剥片剥離の様相の相違は地域に偏る傾向が指摘さ

れ、その技術基盤は一致するとはいえない状況を示

している。

一方、堀下八幡遺跡出土の接合資料には、明確な

打面再生や打面調整・頭部調整は存在せず、頻繁に

打面転移して剥離が展開していた。そこには多様な

剥離手法が存在しており、その様相はIX層段階の伝

統を残しているかのようでもある。ただ、県内出土

のIX層段階に相当する石器群に比べ、板状剥片石核

を素材に剥離していく資料の組成頻度（特に、板状

剥片石核の表裏両面を交互に剥離していく接合資料

の組成する頻度）は低く、より後出の様相を呈して

いる。鈴木遺跡や寺尾遺跡の剥片剥離の在り方に比

較した場合には、石核調整に顕著な相違が存在する

一方、打面転移の在り方（打撃面と作業面の関係）

や数枚の剥片を連続して剥離していることなど、寺

尾遺跡の珪岩を石核素材に使用した剥片剥離技術の

特徴に良く一致する。また、 VII層段階の石器群であ

ることが確実な後田遺跡では、単設や両設の打面か

ら縦長の剥片を剥離していく場合が圧倒的に多く、

実際そうした状態を示す接合資料が多数存在してお

り、板状剥片素材の石核は客体的であり、概して少



ない。全体に剥片の連続剥離が顕著で、より強く縦

長の剥片を意識して剥離している。仮に、堀下八幡

遺跡・ A区出土石器を後田遺跡に後出するものとし、

両者を比較した場合、堀下八幡遺跡では剥片を連続

剥離せず、頻繁に打面転移すること、平坦に打面を

得る際に、作出する大形剥片を石核素材に転用する

頻度が高く、その剥離実態は後田遺跡の剥片剥離と

相違している。石器群が発展的に変遷する武蔵野台

地や相模野台地の様相に比べ、その様相は若干相違

しているということができよう。以上、 VI層 •VII層

段階の代表的な石器群を中心に、剥片剥離の在り方

を検討した結果、堀下八幡遺跡出土の接合資料には

板状剥片石核を多用するなどIX層段階の伝統を残す

可能性も全く否定できない状況を示していた。とは

いえ、明確な層位的出土例ではないこと、剥片剥離

が石核形状に左右され、剥離の普遍性と特殊性が同

居する可能性のあることを考慮するなら、 VII層段階

以後の剥片剥離システムの変質、というような視点

で分析していくべきなのかもしれない。当然、そこ

には周辺地域との関連も想定され、在来の剥離シス

テムが多様に反応して、一律には比較できない偏差

が生じている可能性も強い。現状では、分析も充分

ではなく、また、県内資料も不足しているためこれ

以上の論及は困難だが、横長剥片を素材に石器を製

作する場合（岩宿 II段階）にも、石核素材の獲得方

法を一部変更するだけでも充分対応できるものと考

えている。

本論では、円礫や角礫など原石形状や石核形状が

違う場合、剥離の対応状態が相違しているのか、否

か、を中心に検討してきた。その結果、石核形状を

越え、共通する剥離の在り方や、組織的・体系的な

剥片剥離システムの存在が指摘され、今後分析して

いく上で、有効な検討材料を提供することができた

ものと考えている。県内出土の資料には、 VI層段階

に相当する資料は明確ではなく、また、同一遺跡で

の層位的な出土例も期待できないため、地味な作業

だが、接合資料や同一母岩の認識を深め、剥離の本

質を把握すべきである。膨大な資料が蓄積している

6. 小結

現状では、剥片剥離の実態を把握するにはその都度

詳細に検討していくしか分析は進展しないだろう。

個別遺跡出土資料の検討を地道に積み上げ、剥離を

システム的に把握する視点から検討すべきことを強

調しておきたい。

註

註 1 ．勝保沢中ノ山・房谷戸と同様に、この石器は側縁を粗く加工

している。石器は製作途上で破損しており、一方は石核に転用して

いる。ただ、その調整加工は浅く、若干調整加工の状態が上記遺跡

の石器とは相違しているため、ここでは加工痕ある剥片に分類した。

註 2. 接合資料ー75は、左上端から右下端へと斜向して石核を消費

していくのに対し、接合資料ー88は石核の長軸に平行して消費する

点で、相違している。

註 3. この接合資料は剥離を終了した状態にはないため、これ以後

どのように剥離が展開していくのか、現状では判断できない。

註 4 ．剥片剥離は集団の独自性を示す、という考え方がある。充分

想定が可能な考え方だが、石器群の同時性や地域の設定が極めて難

しい。ある意味では、本稿で強調した石核形状や石材形状を越え、

共通する剥離システムの存在を無視した考え方であり、それ以上、

議論は展開していかないのも厳然たる事実である。即ち、剥片剥離

には、意図する剥片の作出を目的に打撃面や作業面を選択する石器

製作の限界をも反映しているのである。この複合状態を解明せず、

集団の独自性を議論するのは極めて難しい、といえよう。

註 5. 分析が不充分であり、剥片剥離と剥片形状の関係を充分把握

しているとはいえない。石器素材に採用している剥片形状は、やや

幅広の縦長剥片が多く、このほかにも剥片端部の形状が良好な剥片

を主体に、横長剥片も石器素材に使用していた。量的には縦長剥片

が多く、目的剥片の形状を暗示していた。縦長剥片・横長剥片も、

その剥離面構成の在り方は基本的に一致しており、接合資料を見る

限り、両者を目的別に剥離していく状況は看取されない。
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A区にあたる八幡山丘陵南斜面に遺構が確認され

ている。諸磯 b 式期に属す住居が 1 軒存在するほか、

土坑が 4 基認められている。遺構はこの部分にのみ

認められており、他区には存在しない。地形的にみ

れば、調査区北側に同期の集落が広がる可能性はあ

ろう。土器は早期から後期にわたる資料が出土して

いるが、完形品はほとんどなく、小破片が大半を占

める。分布は調査区全域におよぶが、時期毎にみて

いくと、ある程度集中する傾向も認められる。
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第 108図 縄文時代の遺構 1 : 400 

ー . 住 居

5 号住居跡（第109図、 P L25 • 26) 

Ae-9 グリッドに位置する。平面形は直径4.20m

から 4.50m を測る不整円形を示す。壁はほぽ垂直に

立上がり、深さは北東壁部で50cm、南西壁部で25cm

である。床はローム層中に構築され、水平面をたもっ

ている。床は地山をそのまま利用しているが、特に

硬質な面は認められていない。柱穴および周溝は検

出されていない。炉については焼土、掘り込みもし

くは埋設土器等の諸施設は確認できていないためそ

の存在は不明である。埋土は主として、 ロームを多

く含む暗褐色土が堆積し遺構の検出をしにくくして

いる。

遺物の出土状態をみると床面直上のものは少な

く、ほとんどが埋土中から出土している。土器は小

破片が大半であり、第109図ー 8 に示す深鉢波状口縁

部が最も大きい資料である。

出土土器（第109図 8~13、

8 は 4 単位の波状口縁をもつ深鉢形土器で、胴部

は欠損する。 口縁は大きく開き口唇部は「く」の字

状に屈曲する。

線文帯となる。

この口唇屈曲部外面に渦状文・弧状

文が口縁波状下に沿って加えられ、以下横位の平行

9 • 10は梯子状平行線文が加えられ

る胴部片である。 11は口縁屈曲部とみられるが弧状

文が加えられる。 12は三角状平行線文が施されるが

平行線は太く深い。 13は不明瞭ながら縄文の認めら

れる胴部片である。

P L26-1) 

これらの資料はいずれも諸磯 b

式土器に位置付けられよう。
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ov 
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暗褐色土 ロームを多く混入。

/) 炭化物を含む。 3 層よりやや暗い。

暗黄褐色土 ロームを多く混入し、粘性が強い。
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第 109図 5 号住居跡出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

2. 土 坑
穴である可能性が強い。

2 号土坑は、 5 号住居の北側 (Ae-8 G • Ae -9 

土坑は 4 基を検出した。

している。

号住）

4 基とも A区西南に位置

この地点は後世の水田開削で削平され、

その遺存状態は良好ではない。長方形状を呈す土坑

1 基（第110図、 3 号土坑）と、円形に近い形状を呈

す土坑 3 基（第110図、 2 号・ 4 号・ 5 号土坑）の 2

種が存在する。後者の土坑は縄文前期後半の住居 (5

の周辺に位置している。

2 号土坑

゜L=88.50m 

1

2

 

暗褐色土

II 

3
 

II 

_
l
l
し
、
―
_

褐色土を斑状に含む。

褐色土を含む。 1 層

に比べ粘性強い。

褐色土を含む。粘性

は強い。

この住居に伴う貯蔵

G) に位置する。 その平面形状は円形に近く、長軸

1. lm ・短軸0.9m、深さ 0.6m を測る。土坑の埋没土

層は暗褐色土が主体で、 レンズ状に堆積し、自然埋

5 号土坑

L=88.00m 

口
2
 

暗褐色土

II 

没の状態を示していた。縄文前期の土器の破片が 1

点出土している。

3 号土坑は、 Ay-lOG に位置する。長方形状の平

面形状を呈し、他の土坑の形態とは相違している。

粘性の強い褐色土

を混入。

灰白色粘質土のブ

ロックを少最混入。

4 号土坑

一

゜L=88.00m 
3 号土坑

L=88.10m 

/
 

1

2

3

4

5

 

1

2

3

4

 

黒色土

灰黒褐色土

灰黒色土

黒褐色土

褐色土

黒褐色土

褐色土

暗褐色土

II 

炭化物・焼土粒・ロームを混入。

ローム土を多く混入。

炭化物・ロームを混入。

炭化物を混入。粘性あり。

粘性強く、ローム土を混入。

粘性強く、ローム・白色粒子を少誠含む。

粘性強く、白色粒子を少菰混入。

粘性強く、ローム粒子を少量混入。

ロームを多量に混入。

゜ 2m 

第 110図 土坑(I)
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上面の平面形態に比べ、坑底の形状は良好ではなく、

土坑は未完成である。坑底には 3 カ所にピット状の

凹部が存在しており、「陥し穴」を意図して可能性も

ある。埋没土層は地形の高い方から土砂が流入し堆

積しており、自然埋没の状態を示していた。埋没土

中より石核を転用した削器（第111図 1) が 1 点出土

している。この石器は横長剥片を素材に用い、左右

の側縁で小形の剥片を剥離した石器で、剥離が終了

してから、粗く加工して剥片端部に刃部を作出して

いる。長軸2.8m •短軸1. 6m、深さ 0.8m を測る。

4 号土坑は、 5 号住居の西側 (Ad- 9 G) に位置

する。円形を呈す平面形状を持ち、その断面形状は

漏斗状を呈し、「袋状土坑」に分類できよう。土坑の

上面で径1. 5m、坑底で径1.9m を測る。埋没土層は

暗褐色土を主体にレンズ状に堆積していた。石核が

1 点埋没土中より出土している。この石器は偏平礫

の一端を打面に、連続して横長剥片を剥離している。

上面からみて、作業面は弧状に並び、この遺存状態

2. 土坑

から判断して、組織的、かつ、目的的に剥片を剥離

している状況が想定されよう。

5 号土坑は、 5 号住居の西側（Ad- 8 G) に位置

する。円形を呈す平面形状を持ち、ほぽ垂直に壁が

立ち上がる。長軸l. lm・短軸l.Om、深さ 0.4m を測

り、ほぽ円形に近い形状を呈す。埋没土層は暗褐色

土を主体に堆積しており、自然埋没の状態を示す。

三角錐形石器（第111図 2) が 1 点出土している。石

器の体部や底面は、裏面から同一方向の剥離を施し、

作出している。底面と体部の持つ角度は直角に近く、

裏面の全面と側面や石器の表面に礫面を残す。明確

な使用痕は観察されない。この石器は撚糸文土器群

に伴出する場合が多く、この遺跡でも A区東側の地

点で撚糸文土器と共に出土している。

2
 

。 10cm 

第 111 図土坑出土の石器
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III 縄文時代の遺構と遺物

3. 包含層出土の遺物

(a) 土器

出土した土器類は早期から後期にわたるもので、

型式別にみると次の種類が認められている。

早期 撚糸文系土器．押型文土器．三戸式土器

前期黒浜式土器．諸磯 a • b • c 式土器

中期加曽利E 3 • 4 式土器

後期 称名寺式土器・加曽利B2 式土器

その他無文土器・縄文片等が出土しているが、そ

れぞれの型式に伴うものと考えられる。

いずれの資料も小破片であり、完形品もしくは器

形の復元し得るものはほとんど含まれていない。

これら土器群について型式毎に分布状況をみてい

きたい。分布状況はグリッド単位で示すものとし、

基本的に表示点数はそのまま出土点数をあらわして

いる。（第112図～第113図）

早期の土器の分布（第112図）

土器の分布はA区に集中する。同区南半部につい

ては近年の削平により土器分布は失われている。他

区については B区に数点散布が認められるのみであ

る。

撚糸文系土器の分布

A区南斜面に分布域をもつ。この部分に広がりが

認められるが、 AkラインからAoラインにかけてや

や集中する傾向が認められる。この集中部は他種土

器を含まず明瞭な分布域を形成する。

押型文土器の分布

A区南斜面に分布域をもち撚糸文系土器と同様の

地点に認められるが、両者の分布は競合せず、比較

的明瞭に差異が看取される。

分布をみると集中度がたかく、 Acラインおよび

Asライン付近の 2 カ所に分布地点が存在する。

三戸式土器の分布

型式認定され得た資料数が少なく、不明瞭である

が散漫な分布傾向を示す。

132 

/ 

・撚糸文

・押型文

△三戸

第 112図包含層出土の土器分布（ I)



3. 包含層出土の遺物

゜

第 113図包含層出土の土器分布(2)
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III 縄文時代の遺構と遺物

前期の土器の分布（第 113図左）

A区およびB 区に分布域が認められる。両分布域

の間には凹地が存在し、この部分には、遺物散布は

みられない。

A区分布域には黒浜式土器．諸磯 a • b 式土器が

含まれ、 B 区分布域には主として諸磯 b式土器が散

布している。

黒浜式土器の分布

出土量が少なく、明瞭な分布傾向はみられないが、

A区に散布が確認されている。

諸磯 a 式土器の分布

出土量は少ないがA区に分布が認められる。 Aeラ

インおよびAnライン付近の 2 カ所に分布域が存在

する。

諸磯 b 式土器の分布

A区およびB 区に広く分布が認められる。 A区で

はAfラインおよびArライン付近の 2 カ所に集中域

が形成される。

B 区では凹地東側台地上に広く分布する。 Bgライ

ンから Bpラインにかけほぽ単一型式で分布域が形

成されている。

中・後期の土器の分布（第 113図中）

A区およびB区に分布が認められる。中期は出土

量は少ないもののA区に分布し、後期は B 区台地上

に分布しており、両者は明確に異なった地点に分布

域を形成している。

その他の土器の分布（第113図右）

無文土器片および縄文部片の分布を示す。時期的

には複数のものが含まれると考えられるが、型式を

確定し得ない資料を一括している。

無文土器片はA区およびB 区に広く分布するが、

Acライン •Bmライン •Bkライン付近にはそれぞれ

集中分布域が存在する。これらの分布域を他の分布

状態と比較すると、 Acラインについては早期土器の

分布域と重複し、 Bmライン •Bkラインについては

前期土器と類似した分布傾向を示している。

134 

縄文部片はBpライン付近にやや纏まった分布を

するが、これは前期・後期土器の分布域と共通して

いる。

次に出土した縄文土器について時期毎（型式別）

に報告していきたい。

包含層出土の土器（第114図～第120図）

縄文時代の遺構については、前項に報告したよう

にA区において住居 1 軒、土坑 4 基が確認されてい

る。

縄文土器はその分布状態を示した通り A区および

B 区の包含層より早期から後期にわたる各時期の土

器が出土している。

撚糸文土器（第 114図 1 ~32) 

器面に加えられる撚糸文はいずれも短軸絡条体第

1 類、縦位施文によるものである。 1 は口縁部で、

ロ唇は内側に些小な面をもつ。器面の整形は良好で

平滑面を形成し、条間隔のややあいた YRが施され

る。 2 は口唇上面に平坦面をもち、口縁部下にわず

かながら脹らみが認められる。器面は平滑な面を形

成し、口縁部下にやや間隔をおいてYRが施される。

施文は粗く、表出される撚糸文は不整である。 3 は

口縁部が脹らみ、口唇部は丸みをもつ。口縁部の脹

らみは器外面に認められるもので、撚糸文はこの脹

らみ部下より施される。施文は不明瞭であるがYR

が観察される。 4 は口縁部が外反ぎみに開き、口唇

部は平坦面を形成する。撚糸文は不明瞭であるが口

縁部外反より下位に施されている。原体については

判別できない。 5~9 は無文の口縁部片である。 5

は口縁が直線的に立上がり、口唇部は丸みをもつ。

6 は口縁が外反ぎみで、口唇部はやや肥厚しながら

丸みをもつ。 7 は口縁部外反直線的に立上がり、ロ

唇部は丸みをもつ。 8 は口縁部がやや肥厚ぎみとな

り、丸みをもつ口唇部には外側に狭い面が見られる。

9 は器内面が大部分剥落しているが、口唇部は丸み

をもってたちあがる。 10は口縁下約 1 cm程度の位置

に沈線が一条施される。沈線は丸棒状施文具により



3. 包含層出土の遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

加えられ、施文はやや浅いが明瞭である。 11は無文

の口縁部で推定15cm程度の口径を計る。口唇部は上

端に面をもち、直下には不明瞭であるが浅い凹面が

認められる。器面は表裏とも整形良好で平滑な面を

形成する。 12~32は胴部片である。 12~24 • 26 • 27 

は施文がやや粗いが、絡条体における条間隔が密接

する資料である。いずれも YRが用いられており。

節は細緻で明瞭であるものの、表出は浅めである。

撚糸文の状態からみると口縁部資料 1 もしくは 2 な

どに関連するものと見られる。なお、 23は他例に比

ベ特に細緻なもので条の密集度もたかい。 27は条走

行からみて底部に近い胴下半部片であろう。 28は無

文部片。 29は撚糸文が不規則に多少斜行するもので、

絡条体の施文は深く明瞭である。 25 • 30~32は節が

やや大きめで条間隔のあく撚糸文である。器面は平

滑で絡条体の施文は浅い。 30 • 31は接合関係はない

ものの同一個体と見られる。

これらの資料は撚糸文系土器後半段階に位置付け

られる土器群で複数の型式が含まれるもの

と考えられる。 1 ~4 • 12~24 • 26 • 27 • 

29は稲荷台式土器、 25 • 30~32は稲荷原式

土器、 5~11 • 28は東山式段階にそれぞれ

相当するものといえよう。

押型文土器（第 114図33~50)

調査によって得られた押型文土器はいず

れも山形押型文をもつ資料である。 33 • 50 

は口縁部片、 34~49は胴部片である。 33の

口縁部はほぽ直口し、口唇部内側が剥落し

ているが、外側に面が認められこの部分に

刻目が加えられる。押型文は口縁下より縦

位に加えられる。同部にみられる横位の痕

跡は文様ではなく調査時の傷痕である。 50

は外反ぎみの口縁部でわずかに肥厚し、ロ

縁部上端には山形押型文が加えられる。ま

た口縁部には浅く不規則な沈線状の文様が

認められるが、明確な沈線文ではなく柔軟

な原体により施されたものとみられる。可

能性としては繊維束の結束回転も考えられ

I I 

゜ 10cm 

゜

I I 2 

5cm 

第 115図包含層出土の土器(2)
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る。 34~48は山形押型文の縦位帯状施文が施される

胴部片である。 45は山形文帯が一部で干渉しやや不

規則となるが、他資料については規則的で良好な施

文が認められる。 49は器面の大半が剥落しているた

め文様構成が不明瞭であるが。山形文の横位、縦位

施文が観察される。

三戸式土器（第115図 1 • 2) 

1 は無文の深鉢型土器の胴部片である。器形は図

上復元によると変化のない単純な砲弾形をなし、器

面は平滑面を形成しており、文様は加えられない。

2 はほぽ直線的にたちあがる口縁部片で、口唇部

は外側に丸みをもってわずかに肥厚し上端には面を

もつ。文様は認められないが、器面には横位の整形

痕が全面に加えられる。この整形痕はヘラ状のエ具

によるものとみられ、やや鋭いケズリ痕として明瞭

に観察される。また、口縁付近に小穴が 2 穴存在す

る。

条痕文土器（第 116図 1)

器内外面に条痕文をもち、胎土中に植物性繊維を

含む胴部片である。条痕は貝殻を施文具とするもの

か、深く明瞭である。胎土中の繊維含有量はあまり

多くなく、器内外面にほとんど露出していない。

前期前半の土器（第116図 2~9)

胎土中に植物性繊維を含み、器面に縄文の施され

る一群の土器である。 2 は RLr3が施される。 3 は

RLr3、 RL13をそれぞれ横位に加え羽状縄文を構成

している。 4 • 5 についても RLr3が観察される。 6

は器表面がかなり剥落しているがRLが認められる。

7~9 はやはり器面に縄文とみられる文様が存在

するが極めて不明瞭である。 7 は口縁部、 8 • 9 は

頚部片である。

2~6 については黒浜式土器に位置付けられる

が、 7~9 については保留しておきたい。

諸磯 a 式土器（第116図 10 • 11 • 15 • 22 、第118図 1)

10は深鉢型土器の口縁部片でやや外反ぎみにひら

き、口唇部はわずかに肥厚する。口縁部文様帯は櫛

歯状工具による横位および波状文が施されるが、文

様帯内には縄文は認められない。胴部にはRL3横位

3. 包含層出土の遺物

が加えられる。 11は内湾ぎみに口縁部片で口唇部上

端に面をもちわずかに内傾する。文様は口縁に沿っ

て細い横走線文帯が施され、縄文はRL横位である。

15•22 は胴部片で、 15には横走線文及びLR横位が施

され、 22には半載竹管両端のみを用い、弧状部を施

文しない連続爪形文（連続剌突文）が横走し、縄文

はRL3横位が施される。

第118図 1 は水平口縁の深鉢形土器であるが底部

は欠損する。最大径を口縁および胴部にもち、頚部

はわずかに括れぎみとなる。口縁部文様帯はこの頚

部括れ部までおよぶ。口径は推定20cmを計る。文様

は櫛歯状工具により施文され、口縁および頚部には

横位に巡らせ、その間に波状文を 3 段施す。胴部に

はRL3横位が施されるが縄文は文様帯下部にも認め

られる。

諸磯 b 式土器（第 116図 12~14 • 16~25、第 117図 1

~23 、第118図 2)

12~14 • 16 • 18 • 19は平行沈線文により文様が構

成されるものである。これらの土器に加えられる沈

線文は太めで施文は深く明瞭である。縄文は19の土

器については観察されないが、 12• 14 にはRL横位、

13 • 14 • 18 にはLR横位が加えられる。 12 • 14の縄文

はかなり硬めの原料を用いた原体によるものとみら

れ、施文された縄文は節が不安定な状態を示してい

る。これに比べ13 • 14 • 18の縄文の施文はやや粗め

であるものの原体自体は安定した良好なものであ

る。

17 • 20 • 21 • 24は連続爪形文により文様構成され

るものである。 17は内湾ぎみの口縁部で口唇上面に

面をもち、この部分に沈線文が加えられる。 20は内

湾する波状口縁で、波頂部には凸状の面があり沈線

文が加えられる。口縁下に横位の連続爪形文が 2 条

巡り、下位には弧状の文様構成が施される。 21は内

湾する口縁部で、口唇には内傾する面をもち、この

部分に波状沈線文が加えられる。口縁に沿って 2 条

連続爪形文が巡り、その下位に弧状の構成が認めら

れる。 24は弧状の連続爪形文が横位に加えられる胴

部片である。これらの土器に施される連続爪形文は
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深く明瞭であり、器面にはRL横位が観察される。縄

文は施文がやや粗く、原体も太めのものが用いられ

ているとみられる。

23は縄文片でRLr3横位が施されている。 25は浅鉢

型土器の頚部片である。器内外面とも整形は良好で

平滑面を形成し無文である。また、円孔が穿たれて

おりその一部が観察される。

第117区 1~23、第118図 2 は浮線文土器である。

第117図 1~5 は内湾ぎみの口縁部片であり、 4 • 5 

については波状口縁をなすものとみられる。浮線文

は粘土紐を加えたもので太く肉厚であり、刻目は棒

状工具により施されており丸みをもつ。縄文は一部

で観察されるが不明瞭である。 6~8 は直行する口

縁部片である。 6 は獣面把手部にあたるが、かなり

簡略化されたもので、口縁の小突起と粘

土板の張付けにより表現される。 9 は強

く内湾する口縁部片で浮線文は偏平であ

り、細い刻目が矢羽根状に施される。縄

文は認められない。 10~22は胴部片であ

る。 10 • 11 • 16~19は浮線文が太めで、

丸みをもつ刻目が加えられる。 12~15 • 

20~22の浮線文は偏平で加えられる刻目

は細く矢羽根状に施される。 23は浅鉢型

上器片である。おそらく頚部が「く」の

字状に屈曲する特殊浅鉢の頚部片であろ

う。浮線文は偏平で上に加えられる刻目

は細く矢羽根状に施される。縄文は認め

られず。整形は良好である。

第118図 2 は深鉢型土器胴部で、胴下半

部に屈曲部をもつ。胴上半部には浮線文

が弧状に加えられるが、以下は横位に施

される。浮線文はやや太めで棒状工具に

よる丸みのある刻目が加えられる。縄文

は極めて不明瞭であるがLR横位が観察

される。

諸磯 C 式土器（第116図26)

26は縦位の集合条線文をもつ胴部片で

あるが張付け文は認められない。

\ I J 

゜ 10cm 

第 118図包含層出土の土器(5)
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加曽利 E 式土器（第 119図 1 ~5. 7) 

1 は胴部片で懸垂文間に RL縦位が施される。縄

文は節に不規則な部分があるが原体の撚りが充分で

ないためと見られる。

部片であり、器面は三分の一程度が剥落している。

縄文は認められない。 3 は RL縦位の縄文が施される

胴部片である。

2 は渦状沈線文の施される胴

4 • 5 はLRの縄文が施される胴部片

であるが、他文様は認められない。 7 は深鉢型土器

底部で、隆線文により文様構成される。縄文は施さ

れない。底面には極めて不明瞭ながら網代痕が認め

られる。

これらの資料は加曽利E3 式土器に位置付けられ

3. 包含層出土の遺物

るものと考えられる。

称名寺式土器（第 119図 6)

頚部が括れ口縁に向かって開く深鉢型土器で、

唇部は内傾し端部は尖りぎみとなる。文様は単一沈

線文により曲線および曲折構成の文様帯が施され、

沈線文内にはRL縦位が加えられる。施文は粗く縄文

は疎らに認められる。

加曽利 B 2 式土器（第 120図 1 ~7) 

1 は水平口縁に山形の小突起が連続して付される

もので、 口縁に沿って縄文帯が巡り、

ロ

その下位に矢

羽根状文帯が施される。縄文はLR横位であるが、細

い原体が用いられている。横位の沈線文は太く浅い
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第 119図包含層出土の土器(6)
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もので施文は丸棒状工具もしくは指頭により加えら

れたものとみられる。 2 は「く」の字状に屈曲する

頚部片で屈曲部上面には沈線文が施され交差部には

円文が配される。またこの部分にLR横位が加えられ

ている。下半部は沈線文帯が構成される。 3 は口唇

上端部に刻目が施され、口縁には平行沈線を伴う刻

目帯が一条巡る。 4 は無文の口縁部で上端部が「く」

の字状に屈曲する。 5 は外反する無文の口縁部であ

る。 6 は頚部片で沈線文下に細い沈線文による矢羽

根状文が施される。 7 は胴部片であり、細い沈線文

により矢羽根状文が施される。この矢羽根状文は施

文が粗く構成にやや不規則な部分がある。

8~11は縦方向のケズリ痕が顕著な無文土器片で

ある。後期の粗製土器胴部片と考えられる資料であ

るが、確定し得ない点もありここでは形式の特定に

ついては保留しておきたい。
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第 120図包含層出土の土器(7)
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(b) 石器

総計641点（礫248点を含む）の石器が出土してい

る。全体の60％以上がA区に分布しており、残り 40%

が B 区や C 区に分布している。 D区には剥片と礫片

が各 1 点出土したのにとどまる。この地域では、表

土を除去した段階で石器や土器の分布範囲は確認可

能で、そのため、この遺跡でも石器や土器が分布す

る地点を中心に掘り下げ、調査した。石器や土器は、

第 II 層（褐色土）の上半から出土しており、ほぼ同

様な出土状態を示していた。石器の分布範囲は土器

の分布範囲と一致している。スタンプ形石器や三角

錐形石器•特殊磨石など、その所属時期の推定可能

な石器も出土している一方、所属時期を限定できな

い石器も多い。ここでは、石器分布（第121 ・ 122図）

の概要を指摘していきたい。

石器が濃密に分布しているのは、 A区に 2 カ所・

B 区・ C 区に 1 カ所である。特に、 A区では西側の

地点 (b ライン～mライン）と東側の地点 (0 ライ

ン～W ライン）に多く出土している。 A区西側の地

点は唯一確認した縄文住居の位置とも一致し、石器

が多出するのも不思議でない。この地点には前期後

半の土器の他に、撚糸文土器や押型文土器が分布し

ている。削器など剥片系の加工具が多く出土するほ

か、撚糸文土器に伴うスタンプ形石器や三角錐形石

器が出土している。一方、 A区東側の地点には、西

側の地点より多く石器が分布している。この地点に

は、押型文土器を主体に早期・前期・後期の土器が

若干分布している。土器の分布範囲に一致して、削

器など剥片系の加工具や、打製石斧や（特殊）磨石が

出上している。また、剥片や砕片も多く出土してお

り、他の地点と相違している。この地点には浅い沖

積地が入り込み浅い凹地を形成していること、剥片

だけではなく、打製石斧や磨石が出土していること

から、石器の製作地点というよりも石器の廃棄地点

である可能性が強い。 B 区では、 jライン～ l ライ

ンに石器が分布している。この地点には、前期後半

や中期後半の土器が出土している。石鏃が 3 点と集

中して出土したほかには、打製石斧・磨製石斧が 1

// 

•石鏃

。削器

•加工痕ある剥片

△使用痕ある剥片

• 5点

• 1点

3. 包含層出土の遺物

第 121 図 包含層出土の石器分布（ I)
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¥) 

第 122図 包含層出土の石器分布(2)
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3. 包含層出土の遺物

器種 (636点）

① I ② I ③ I ④ 剥片 182点 (28.60%)
砕片 80点
(12.58%) 

礫・礫片 247点 (38.84%)

①石鏃

削器

加工痕のある剥片

使用痕のある剥片

② 打製石斧

磨製石斧・片刃石器

三角錐形石器

スタンプ形石器

12点(1. 89%) ③凹石

10点(1. 57%) 敲石

13点 (2.04%) 磨石

18点( 2.83%) 特殊磨石・多孔石

13点 (2.04%) ④石核

各 1 点（各0.16%)

8 点(1. 26%)

3 点 (0.47%)

8 点(1. 26%)

5 点 (o.79%) 

11点 (l.73%) 

各 2 点（各0.31%)

20点 (3.10%)

石材 (636点）

① 黒色頁岩 238点（37.42%) ②
 

③ 粗粒安山岩 230点 (36.16%) ④
 

⑤
 

② 黒色安山岩

④黒曜石•砂岩

頁岩

砂岩質頁岩•石英閃緑岩

チャート

変質安山岩

変質玄武岩

溶結凝灰岩

緑色片岩

32点( 5.03%) ⑤ 輝緑凝灰岩・珪質頁岩・灰色安山岩・

各10点（各1. 57%) ホルンフェルス 各 3 点（各0.47%)

11点( l. 73%) 珪質変質岩・軽 石・細粒安山岩・

各 4 点（各0.63%) 石英·点紋頁岩・紛岩・変質凝灰岩 各 2 点（各0.31%)

雲母石英片岩・花岡岩・褐色珪質岩・

輝緑岩•石灰岩・変珪岩（変チャート）．

変質流紋岩 各 1 点（各0.16%)

26点 (4.09%)

7 点(1.10%)

5 点 (0.79%)

8 点(126%) 

18点 (2.83%)

第 123図石器組成と石材

点づつ出土したのにとどまる。 C 区では、石鏃 4 点

が出土しているほか、剥片系加工具や凹石が出土し

ている。剥片や砕片の出土も多い。

なお、 A区～C 区の石器の集中範囲には、 262点の

礫が出上している（第123図）。その分布範囲は土器

や石器の分布範囲に一致していた。礫は集中部を形

成することなく出土しており、「集石」とは判断でき

ない。破損した礫が多く出上していることから、礫

を廃棄している可能性もある。

特殊磨石や局部磨製の石鏃、三角錐形石器やスタ

ンプ形石器など、所属時期の特定が可能な石器の分

布は、偶然にもそれぞれ押型文土器と撚糸文土器が

分布する範囲に一致している。石器の使用方法にも

関連して、このことから特定器種が分布している範

囲と一致する土器型式を以て、石器の所属時期を決

定するのは困難だが、上述した礫の出土状態が暗示

する遺物の在り方や、石器の製作から廃棄までその

過程を総合して検討していくことができるなら、土

器と石器が同時存在したのか、否か、ある程度想定

され、集落の構造も充分分析できるものと判断して

いる。

ナイフ形石器（第124図 1)

1 点がAm-9Gから出土している。縦長の剥片

を石器素材に用い、左右の側縁に丁寧な調整加工を

施す。この調整加工で剥片の打面を除去している。

石器の先端部分を欠損している。石器の特徴から判

断して、縄文時代の石器でないことが確実である。

チャート。

彫器（第 124図 2)

1 点がAg-12Gから出土している。縦長の剥片を

石器素材に用い、石器の先端に機能部を作出してい

る。調整加工は素材剥片を全周し、その角度は先端
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で厚く、それ以外の部分ではやや浅い。加工状態は

丁寧で、全体に押圧剥離に近い。表面には礫面を残

し、また、この調整加工で素材剥片の打面を除去し

ている。石器先端から樋状剥離を施し、機能部を左

側縁・上端部に作出している。樋状剥離は器体の長

軸に対し、捩れた状態で抜けている。その角度は先

端で90゜、器体の中央付近で45゜に近い。機能部の全体

に微細な使用痕が観察され、特に、その下半には顕

著に存在する。機能部の作出方法の特徴は、男女倉

技法を技術基盤に作出した石器であることを示して

いる。黒味が強く、良質な黒曜石を使用している。

石器基部に灰色の不純物を含んでおり、この特徴か

ら信州産の黒曜石である可能性が強い。
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石鏃（第 124図 3 ~8) 

石鏃は 13点が出土している。形態の内訳は、凹基

無茎鏃10点・平基無茎鏃 3 点である。このうち、 8

点が欠損しており、「返し」部分を欠損する事例が 4

点と半数を占める。石材は黒曜石 (6 点）やチャー

ト (4 点）を多く使用する。 3 • 4 は凹基無茎鏃で、

3 は石器の上半を、 4 は「返し」の一部を欠損する。

3 は局部磨製の石鏃で、黒曜石を素材に用いている。

V字状の扶り部を持ち、その作出状態は粗い。 5 は

丸味の強い基部形態を呈す。素材剥片の周辺に調整

加工を施し、鋸状の側縁を形成している。裏面側に

剥片の剥離面を残す。その加工状態から判断して、

未製品である可能性が強い。 B 区から出土している。

6 • 7 は平基無茎鏃で、直線的な基部形態を呈す。

6 に比べ、 7 は加工も丁寧で、直線的な側縁形状を

作出している。 6 は器体の上半を欠損する。 8 は平

基に近い基部形状を呈す。若干基部が扶れ、側縁の

中央部分で内湾する。石器形状から判断して、ほぼ

意因した形状に石器が完成している。やや鈍角に先

端を作出している。

磨製石斧・打製石斧（第125図 1 ~5 • 7~9) 

18点が出土している。全体の出土数量の多いA区

に比べ、 B 区や C 区からより多く出土している。 1

は短冊形を呈す磨製石斧で、未製品である可能性が

強い。横長剥片を素材に用い、周辺を若干加工して

いる。表面には顕著な打痕が存在する。変玄武岩。

2 は裏面に礫面を残す打製石斧で、器体の下半を欠

損している。厚手の大形剥片を素材に用い、側縁を

主体に加工している。石器の形状が大形で、礫面が

裏面全体を覆う特徴から、早期後半の土器に伴う石

器である可能性が強い。 3~5 は短冊状を呈す打製

石斧で、偏平な礫（ 3) や薄手の剥片 (4 • 5) を

石器素材に用い、周辺を加工して石器を作出してい

る。 3 は石器の下半を、 4 • 5 は石器の上半を欠損

している。 7 • 9 は分銅状を呈す打製石斧で、 7 は

剥片を素材に用い、周辺を加工している。ほぽ完成

状態を示す。 9 は偏平礫を用い、左右の側縁を中心

3. 包含層出土の遺物

に加工して、ノッチ部を作出している。また、石器

刃部に相当する部分には何等かの作出意図が看取さ

れ、何度も繰り返し剥離している。その加工状態は

刃部の作出とは相違しており、作出意図は明確では

ない。全体の加工状態から判断して完成状態にはな

い。 D区検出の 1 号住居覆土から出土している。 8

は小形の打製石斧で、薄手の剥片を素材に使用して

いる。石器形状は揆状を呈す。他の打製石斧に比べ、

やや幅広で丁寧に加工していること、打製石斧特有

の側縁の「潰れ」が観察されないことから、分類が

適当なのかどうか、不明ではある。

片刃石器（第125図 6)

1 点が C 区から出土している。掌に入る程度の礫

を石器の素材に用い、小口部分を裏面から数度剥離

して刃部を粗く作出している。それ以外には、刃部

を整形する加工は施されない。刃部には、部分的に

使用痕が存在する。

削器（第126図 1 ~5) 

11点が出土している。縦長剥片を素材に使用する

場合には側縁に、横長の剥片を素材に使用する場合

には剥片端部に石器刃部を作出する場合が多い。全

般に、横長の剥片を使用する場合の方が多い。剥片

形状と刃部の位置は明確な相関関係が指摘され、剥

片の作出は明確に剥片形状を意図して剥離している

可能性があり、同様な状態は加工痕・使用痕のある

剥片には存在する。 1 は側縁に刃部を持つ削器で、

節理に沿い破損した礫片を石器素材に使用してい

る。鋸歯状を呈す刃部形態を採る。 2 は側縁に刃部

を持つ削器で、剥離の段階で縦位に破損した幅広の

剥片を素材に使用している。 3 は剥片端部に刃部を

持つ削器で、横長・長方形状の剥片を素材に使用し

ている。加工は左右の側縁まで及んでいる。 4 は剥

片端部に刃部を持つ削器で、扇状を呈す横長の剥片

を石器素材に使用している。 5 は剥離段階で二分し

た一方の剥片を素材に、剥片の側縁に微細な加工を

連続して施し、刃部を作出している。
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3. 包含層出土の遺物
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第 126図 包含層出土の石器（ 3)

加工痕ある剥片（第 127図 1 ~5) 

A区に 9 点． B 区に 3 点． C 区に 1 点と、 13点が

出土している。石器の素材に使用する剥片の形態は

横長剥片が多く、削器と同様な傾向を示す。また、

刃部も削器の場合と同様に、縦長剥片の場合には左

右の側縁に、横長剥片の場合には剥片端部に刃部を

作出することが圧倒的に多い。石器石材は黒色頁岩

を使用する場合が多い。 1 は小形剥片の側縁を微細

に加工している。石器が小形で、その形状から作出

器種は想定できない。 2 は縦長剥片を素材に用い、

打面側の両側縁を微細に加工した石器で、その加工

状態はナイフに施す加工に類似している。黒曜石を

素材に使用しており、また、端正な剥片形状から判

断して、縄文時代の石器ではない可能性もある。 3

は裏面に礫面を残す厚手の剥片を素材に使用して、

周辺を粗く加工した石器で、弧状の石器形態を呈す。

厚いノッチ状の刃部を作出している。 4 • 5 は剥片

の側縁を粗く加工して、刃部を作出している。 4 は

器体の上半を、 5 は器体の下半を欠損している。

使用痕ある剥片（第 127図 6~12)

A区から 15点• B 区から 1 点． C 区から 3 点と、

合計19点が出土している。石器素材には縦長剥片と

横長剥片の両者を使用している。刃部は、縦長剥片

の場合には左右の側縁に、横長剥片の場合には剥片

端部に設定する場合が多い。石器石材は黒色頁岩を

使用する資料が多く、削器の場合と同様な傾向を示

している。 6 • 7 は横長剥片の剥片端部を、 8 • 9 

は縦長剥片の側縁を、 10 • 11の 2 点は剥片の側縁と

剥片端部の両方を、それぞれ刃部に使用している。

石核（第 128図 1 ~6) 

24点が出土している。全体の70％以上 (17点）が

A区から出土しており、特に、 P ラインから W ライ

ンに多い。石核素材には大形剥片が使用され、複数

の作業面を持つ石核は概して少ない。石器石材は黒

色頁岩が圧倒的に多い。 1 • 4 は大形の剥片を素材

に使用した石核で、剥片の側縁で小形の横長剥片を

剥離している。 2 • 6 は複数の作業面を持つ多面体

の石核で、小形石器の製作を目的に剥片を連続して、

剥離している。作業面が広い場合には横長剥片が、

狭い場合には縦長剥片が剥離されているようであ

る。 3 は表裏両面と側縁に作業面を持つ多面体の石

核で、小形の剥片を剥離している。
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(1 ・ 2 • 4 ~6) 

三角錐形石器（第129図 1~4)

9 点がA区から出土している。 1 点（第129図 4)

を除き、総て黒色頁岩を使用している。器体の上半

を欠損する資料が 3 点、頭部破片 1 点が出土してい

る。 こうした欠損状態は、他の遺跡から出土するこ

の石器の欠損状態とも一致している。

跡では、

5 号土坑から

出土した石器（第111図 2) がこの石器の典型的な資

料だが、出土石器には広く平坦な剥離面が裏面を覆

う事例の他に、側縁にも礫面を残す事例や体部全体

が礫面を覆う事例が存在するなど、出土石器は多様

性がある。資料点数が限定され、不確定な要素も多

く不明だが、群馬県内の撚糸文土器群を出土する遺

この石器は良く伴出しており、上述した石

器の多様性も既に確認している。 1 は平坦な剥離面

が裏面を覆う資料で、頭部を欠損している。裏面か

ら同一方向の剥離を施し、底面を作出している。明

確な使用痕は観察されない。

察されない。

2 は裏面・側面に礫面

を残す資料で、原石の形状を上手に利用している。

掌に入る程度の礫を使用している。裏面から同一方

向の剥離で底面を作出している。明確な使用痕は観

3 は裏面に礫面を残す。側面や底面を

大割してから、同一方向からやや丁寧な加工で器体

の形状を整え、石器を作出している。器体の上半を

欠損する。明確な使用痕は観察されない。 4 は棒状

の礫を素材に用いている。左右の側面を加工するこ

となく、底面に加工を限定して作出した資料で、 ー
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~3 の石器に良く伴出する。器体の表裏両面から剥

離して底面を作出している。器体の上半を欠損する。

明確な使用痕は観察されない。

スタンプ形石器（第 129図 5~ 7)

A区から 2 点• C 区から 1 点と、総計 3 点が出土

している。使用した結果、底面の周辺に微細な剥離

が生じた資料（ 5) や摩耗が顕著な資料 (6 • 7) 

など、典型的特徴を持つ石器が出土している。この

石器は上述した三角錐形石器に良く伴出する。石器

石材は粗粒安山岩 (6) や変質安山岩（ 7) など、

周辺の地域で容易に採集可能な石材を使用してい

る。こうした傾向も他の遺跡から出土するスタンプ

形石器の石材使用の在り方と良く一致する。なお、

第129図 5 は、上述の傾向に反し、黒色頁岩を使用し

ている。類例は極めて少ない。

磨石（第 130図 1~6)

13点が出土している。全体の 6 割に相当する 8 点

がA区から出土している。偏平な円礫や棒状の礫が

多い。表裏両面が摩耗している場合が多く、また、

棒状の礫を使用している資料 (3~6) には表裏両

面の摩耗だけではなく、小口部分に打痕を持つ場合

が多い。石器の形状と使用目的は密接に関連してい

る。 5 • 6 の 2 点は器体の下半を欠損している。

特殊磨石（第 131 図 1 • 2) 

2 点が出土している。断面三角形状を呈す棒状の

礫を素材に用い、側面に顕著な摩耗痕を持つ。小口

部分には打痕も顕著で、複数の用途に使用している。

押型文土器群に良く伴出し、この遺跡でも両者の分

布は一致している。 1 は器体の下半を欠損している。

2 点とも A区から出土している。

凹石（第 131 図 3 ~ 6 、第 132図 1 • 2) 

11点が出土している。他の石器の大半がA区から

出上しているのに対して、凹石は B区から多出する

傾向を示す。この地点には中期・後期の土器が分布

152 

しており、この土器に伴出する石器である可能性が

強い。表裏両面の中央付近に凹部が存在し、明確な

V字状の凹部を形成するもの（第131図 4 • 5 、第132

図 2) と、アバタ状の打痕を形成するもの（第131図

3 • 6 、第132図 1) の両者が存在する。出土石器の

場合、前者の凹石より後者の凹石の方が多い。

多孔石（第 132図 3 • 4) 

2 点が出土している。 4 は大形の礫を用い、多数

の孔を持つ典型的な多孔石である。大部分の孔が石

器の表面に存在しており、裏面や側面の孔は概して

少ない。なお、礫は器体の中央で破損した可能性が

強く、そこには全く孔が見られない。 3 は V字状の

明確な凹部が存在することから判断して分類した。

だが、孔の数も 3 カ所づつで、また、石器形状も凹

石と比べ大差なく、不明瞭である。

敲石（第 132図 5 • 6) 

B 区から 3 点• C 区から 1 点と、総計 4 点が出土

している。 4 例中 2 点は完形で、 2 点は欠損する。

5 は棒状の礫を用い、側面と小口部分に打痕を有す。

器体の下半を欠損する。 6 は完形の敲石で、器体の

下端に打痕を有す。 1 点を除き、総て粗粒安山岩を

使用している。
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第 130図 包含層出土の石器(7)
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第 131 図 包含層出土の石器(8)
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1.住居

IV 平安時代の遺構と遺物

掘下八幡遺跡の調査範囲は東西に長く、この中で

鼈を伴う住居跡は東側の C 区に集中している。さら

に北南方向に住居跡が有るものとも理解される。

住居跡は縄文時代の住居跡を除くと平安時代に編

入される時期が想定される。平安時代の住居跡は全

部で 9 軒が確認された。住居跡以外では掘立柱建物

跡が 1 棟確認されているが出土遺物が確認されず明

確な時期は不明であるが遺跡内の配置の関係から住

居跡群に伴うものと考えられる。住居跡はすべて鼈

を東壁に付設しており、住居跡の主軸方位は N-90°
（註）

~114ー -E の幅におさまるものである。

住居跡の配置は C 区中央部に空白部を持ち取り囲

むように配置される様相が見られる。

各住居跡からの出土遺物の中には墨書土器の割合

が高くみられる。この中で判読が可能なものは 7 号

住居跡出土坪の『南』、同 7 号住居跡出土坪『井』等

の他 1 • 9 号住居跡から墨書土器が出土している。

住居跡出土の遺物の時期はほぼ短い時間幅に収ま

ることが想定され、土師器の甕は口縁部が「コ」の

字を呈する段階に集中しており、羽釜の出土はない。

（註）住居跡の主軸方位の算定の方法は鼈が付設される壁（本遺

跡では東壁）の鼈を挟み壁の上場の一番外側に張り出している部

分同士を直線で線を引いたa さらにこの線から直角に鼈の中心部

を通る線をその住居跡の主軸方位とした。

居住号2

居住
0
汀
]
居

居
住

⑲
居
住
号》
：
：
゜

居住号8
 

茂、忍

餐炉3も ¥
 ぎ

09号住居 x
 

010号住居

第 133図平安時代の遺構 I : 600 

1. 住 居

1 号住居跡

c 区北東部に位置し X • Y -33•34の範囲にある。

遺跡内では東端にある。他の遺構との重複はない。

西壁やや北よりに幅80cm、長さ 50cmの張り出しがあ

る。規模は長辺6.7m、短辺5.lmであり平面形態は

隅丸方形を呈する。壁高は約40cm~50cmを測り、主

軸方位は N-92°- E である。床面はほぽ平坦をな

し、貯蔵穴．壁周溝等の諸施設は確認されなかった

が北西部に小穴が確認されている。規模は径約90cm

を測る。床掘り方面から柱穴跡と思われる小穴が確

認された。柱穴と思われる小穴は各々p 1~4 とし、

規模は径約30cm~60cmを測る、また個々の深さも 40

cm~50cm と平均している。竃は東壁やや南寄りに検

出された。竃全面に灰層が広がり規模は幅約2.5m 、

長さ約2.2m を測る。袖は確認できず、燃焼部幅約55

cm、同長約50cmを測る。
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IV 平安時代の遺構と遺物
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1 暗褐色土 ローム粒・軽石粒を含む。

2 II ロームプロック・軽石を含む。

3 II ロームプロック・焼土を含む。

4 黒褐色土 ローム粒・軽石粒を含む。

5 II 軽石粒を少量含む。

6 暗褐色土 ローム粒を少乱含む。

掘り方

暗褐色土 ロームプロック・焼土を含む。

カマド土層

1 暗褐色土焼土粒を含む。
N I I I I I 2 灰褐色土焼土粒・白色粒子を含む。

3 灰褐色土 焼土プロック・焼土粒を含む。

4 灰白色土 灰色粘質土を多量に含む。

C 
吋 、一 C’ 吋 5 灰黄色土 焼土・灰色粘質土を含む。

6 褐色土焼土を多量に混入。

7 灰褐色土粘土を多巌に含む。

掘り方

褐色土焼土プロック・灰・炭化物を

多く含む。

゜ lm L=87.60m 

第 134図 1 号住居跡
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IV 平安時代の遺構と遺物

2 号住居跡

c 区東部に位置し s -30の範囲にあり、 6 号住居

跡の北東にある。他の遺構との重複はない。規模は

長辺3.2m、短辺2.7m を測る。平面形態は正方形に

近い隅丸方形を呈する。主軸方位は N-105°- E で

ある。壁高は約30cmを測る。床面はほぽ平坦をなし、

壁周溝．柱穴等の諸施設は確認されていない。寛の

呵

一乙ど

Q
 

A-

□
V
D
 

A 3 A 

□三三三三―•I
々戸恣 ゃ●

L=87.90m 

。

A-

叫

2m 

1 黒褐色土 軽石粒を多誠に含む。

2 暗褐色土 軽石粒を少誠含む。

3 黄褐色土 軽石粒を少虻含む。

掘り方

黒褐色土 ロームプロックを含む。

東コーナーに貯蔵穴と思われる小穴が検出された。

規模は径約60cm、深さ 25cmを測る。

窟は東壁やや南寄りに検出され、左側には床面に

壁から約50cm、幅約30cmを測り張り出している。規

模は袖幅約70cm、燃焼部長約70cm、煙道部約30cm を

測る。また笥燃焼部内からは石が検出され完の構築

材の可能性が考えられる。

d̀ 

(
I 

c
 

こ） c吋

゜ lm 

カマド土層

1 暗褐色土軽石粒を含む。

2 II 1 よりやや明るい。軽石粒含む。

3 褐色土軽石粒・焼土・炭化物含む。

4 茶褐色土 軽石粒を少拉含む。

5 II 軽石粒を含み、やや軟弱。

掘り方

暗褐色土 暗褐色土・焼土・炭化物・ローム

を含む。

口
7

l

 

] 
3
 

10cm 

第 136図 2 号住居跡・出土遺物
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3 号住居跡

c 区ほぽ中央に位置しm • n -31 • 32の範囲にあ

る。 6 号住居跡の西にあり、 7 号住居跡と重複して

いる。新旧関係は 7 号住居跡より旧＜南側の壁で 7

号住居跡により南壁を壊されている。規模は長辺3.9

m、短辺3.4m を測り、平面形態は隅丸方形を呈する。

一乙

` ゜
。 O
°。

A 
。
4
U
)

。

^ 
。

A-
A' 

L=87.80m 
゜ 2m 

□□ 
、2 _ ＿一三＇

2 
、ヒ三＇

3 

1.住居

主軸方位は N-106°-E である。壁高は北壁で約25

cm~30cmを測る。床面はほぽ平坦をなし壁周溝．柱

穴・貯蔵穴等の諸施設は検出されていない。

竃は東壁ほぽ中央に検出され、右側の袖が幅約20

cmで床面に20cm張り出して検出された。燃焼部幅は

約70cm、同長約110cmを測る。

1 黒色土

2 暗褐色土

3 褐色土

掘り方

黒褐色土

¥n 

¥0 ~ 

゜

軽石粒を含む。

ローム粒を含む。

ロームプロックを含む。

口
灰・ロームプロックを含む。

カマド土層

1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 II 

掘り方

暗褐色土

4
 

\" 

''5 

In 

てジ

C
 

B' 

軽石粒を含む。

灰・焼土を含む。

焼土・ローム粒を含む。

ローム粒を含む。

□
-
6
 ゜ 10cm 

第 137図 3 号住居跡・出土遺物
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IV 平安時代の遺構と遺物
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4 号住居跡

c 区ほぼ中央に位置し m • n -

34 • 35の範囲にあり、 8 号住居跡の

南にある。他の遺構との重複はない。

規模は長辺4.7m、短辺4.2m を測り、

平面形態は隅丸方形を呈する。主軸

方位は N-95°- E である。壁高は約

60cm~70cmを測る。床面はほぽ平坦

をなし、柱穴・貯蔵穴は検出されて

いない。壁周溝が四周に検出された。

規模は幅約 5cm~15cmを測る。住居

跡北西部 l 、南東部 2 、南西部 3 の

小穴が検出された。規模は 1. 125cm 

X95cm、深さ約70cm、 2. 径約50cm、

深さ約25cm、 3. 径約50cmを測る。

窟は東壁南寄りに検出された。規

模は燃焼部幅約70cm、同長約70cm を

測る。

1 暗褐色土軽石粒を含む。

2 黒褐色土 軽石粒を含む。

3 褐色土軽石粒・炭化物を含む。

4 茶褐色土 ロームプロックを含む。

5 黒褐色土土粒細かくしまりあり。

掘り方 ロームプロック・粘土粒

を含む。

゜ lm 

カマド土層

1 黒褐色土 焼土粒・軽石粒を含む。

2 暗褐色土 焼土・炭化物・粘土を含む。

3 II 焼土・炭化物を多く含む。

掘り方

黄褐色土 炭化物・焼土・ローム粒を

含む。

第 138図 4 号住居跡
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1.住居
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第 139図 4 号住居跡出土遺物

6 号住居跡

c 区中央やや北部に位置しQ • r -31 • 32の範囲

にある。 3 号住居跡の東にあり、他の遺構との重複

はない。規模は長辺3.7m、短辺3.4m を測り、平面

形態は隅丸方形を呈する。主軸方位はN-98°-E で

ある。壁高は約50cmを測る。壁周溝・柱穴等の諸施

設は検出されていない。南東コーナー西壁貯蔵穴と

• 

A_ 

A
 

叫

A' 

col 

A' 叫

思われる小穴が検出された。規模は径約50cm、深さ

約30cmを測る。

竃は東壁南寄りに検出された。規模は袖幅60cm、

燃焼部長50cmを測る。袖部は両袖部とも約20cm床面

に張り出している。また袖部の遺存も良く左袖は下

幅40cm、高さ 35cmを測り、右袖は下幅35cm、高さ 25

cmを測る。

1 暗褐色土軽石粒を含む。

2 黒褐色土軽石粒を含む。

3 茶褐色土軽石粒・ローム粒を含む。

4 II ローム粒を多量に含む。

゜ 1 m 

L=87.80m 

゜ 2 m 

カマド土層

l 暗褐色土軽石粒を含む。

2 }} 1 より土粒細く。締まりあり。

3 褐色土 ロームブロックを含む。

4 I} 灰・焼土・炭化物を含む。

第 140図 6 号住居跡
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IV 平安時代の遺構と遺物
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第 141 図 6 号住居跡出土遺物

7 号住居跡

c 区ほぽ中央に位置しm • n -32 • 33の範囲にあ

る。 4 号住居跡の北にあり、北側で 3 号住居跡、南

側で 8 号住居跡と重複している。新旧関係は 3 号住

居跡より新しく、 8 号住居跡より旧い。このため 8

号住居跡により、南側を切り崩されている。規模は

一辺約4.7mであると思われる。主軸方位は N-114°

-E である。壁高は約70cmである。床面はほぽ平坦

をなし、柱穴は検出されていない。東・北・西壁に

周溝が検出された。規模は幅約15cm~30cmを測る。

南東コーナーに貯蔵穴と思われる小穴が検出され

た。規模は径約45cm、深さ約30cmを測る。

窟は東壁南寄りに検出された。規模は燃焼部幅約

70cm、同長約 lm を測る。

一 文

こ口

L=87. 70m 
゜

1 暗褐色土軽石粒を多く含む。

2 II ローム粒を含む。

3 II ローム粒を多く含む。

: 
2m 

w □1 ノ
', ? 

□3 
·=—— 

( 5 

゜
10cm 

第 142図 7 号住居跡・出土遺物
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1.住居

。 10cm 

第 143図 7 号住居跡出土遺物

8 号住居跡

C 区ほぽ中央部に位置し 1 • m-32 • 33 にあり、

北側で 7 号住居跡と重複している。新旧関係は 7 号

住居跡より新しい。規模は4.6m、短辺3.3m を測り、

平面形態は隅丸の長方形を呈する。主軸方位はN-

101ｷ-E である。壁高は50cm~60cm を測る。

床面はほぼ平坦をなし、柱穴は検出されていない。

A
 

東南コーナーに貯蔵穴と思われる小穴が検出され

た。規模は径約60cm、深さ約30cmを測る。北壁の西

側2/3の部分、西壁、南壁の西側の一部分に周溝が検

出された。規模は幅約10cm~20cmを測る。

究は東壁やや南寄りに検出された。規模は燃焼部

幅約1. 2m、同長約1. 2m を測る。

3
 

Q 

B
 

B_ 

叶
B
 

叫

lm 

A A カマド土層

1 暗褐色土 軽石粒を含み、やや砂質。 1 暗褐色土焼土プロックを含む。

2 II 軽石粒・焼土・ロームを含む。 2 褐色土 ローム粒を多く含む。

3 II ロームプロックを含む。 3 黒褐色土 焼土粒を多く含む。

掘り方 4 褐色土焼土プロックを多量に含む。
暗褐色土焼土・粘土・ロームを含む。 5 黒褐色土 やや砂質で軟弱。

L=87.70m 掘り方

゜
2m 暗褐色土 焼土・灰・ロームを含む。

第 144図 8 号住居跡
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IV 平安時代の遺構と遺物
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9 号住居跡

C 区中央南部に位置し n • o -37 • 38の範囲にあ

る。 4 号住居跡の南にあり、他の遺構との重複はな

い。規模は長辺4.8m、短辺3.9m を測り、平面形態

は隅丸方形を呈する。主軸方位は N-99°-E であ

る。壁商は約50cm~60cm を測る。

床面はほぽ平坦をなし、壁周溝・柱穴等の諸施設

は検出されていない。南東コーナーに貯蔵穴状の落

ち込みが確認された。窟全面に幅約 2 mX 1. 5mの範

囲で灰層が確認されている。

窟は東壁南寄りに検出された。規模は袖幅約1. 4

m、燃焼部長約 lmを測る。袖は左側が約 lm床面

に張り出している。

A A' l 暗褐色土 軽石粒・ローム粒を含む。

2 II ローム粒を含む。

3 黒褐色土 ローム粒を含む。

4 暗褐色土 軽石粒・ロームプロックを含む。

5 II ロームプロックを含む。

6 暗褐色土 ローム粒を含む。

7 褐色土 ロームを多く含む。

L=87.60m 

゜
2m 

掘り方

暗褐色土 焼土・粘土を多量に含む。

第 146図 9 号住居跡
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1.住居
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カマド土層

l 黒褐色土軽石粒を少量含む。

2 灰褐色土焼土プロック・灰を含む。

3 II 灰を多く含む。

4 II 焼土・灰・粘土を多足に含む。

掘り方

暗褐色土 焼土・炭化物・ロームを含む。

コっ
フ
＼
―

搾
闊

5

怠
ン二

房
＝
冒

ユ:::::,こ

~6 

'
い

ロロ

8
 , 

o
 

10cm 

10 
11 12 

第 147図 9 号住居跡・出土遺物

10号住居跡

C 区東南部に位置しW•X-41•42の範囲にある。

9 号住居跡の東にあり、他の遺構との重複はない。

規模は長辺 4m、短辺3.5m を測り、平面形態は隅

丸の長方形を呈する。主軸方位は N-108°- E であ

る。壁高は約20cm~30cmを測る。

床面はほぽ平坦をなし、壁周溝・柱穴・貯蔵穴等

の諸施設は検出されていない。南西コーナーに小穴

が検出された。規模は径約45cm、深さ約15cmである。

窮は東壁やや南寄りに検出された。規模は燃焼部

幅約80cm、同長約70cmを測る。右側袖部が床面に約

30cm張り出して検出された。
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IV 平安時代の遺構と遺物
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三 ロニロ

カマド土層注記

l 暗褐色土軽石粒を含む。

2 黒褐色土焼土・粘土を含む。

3 暗褐色土 焼土・粘土プロックを含む。

掘り方

暗褐色土焼土・ロームを含む。
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2. 掘立柱建物

2. 堀立柱建物

柱間は平均して約1.8mが多く 1 間間取りの間隔

は 1 尺を約30cm に換算すると 6 尺取りが見てとれ

1 号掘立柱建物跡 る。

C 区北側に位置しN • 030 • 31の範囲にある。 2

間 X2 間の建物跡である。西側中間の小穴は当初54

号土坑として処理し、ピットナンバーはふされな

かったが本建物に関わるものと考えられる。

ピットは北東部から時計回りに 1 ~ 7 までふっ

た。

各々の計測値を以下に記す。

柱間は P-1•2 間は約1.8m、 P- 2 • 3 間は約

1. 8m、 P- 3 • 4 間は約1.8m、 P-4•5 間は約

1. 8m、 P-5•6R日］は3.3m 、 P- 6 • 7 間は1. 8m

を測る。

\ 上端 下端 深さ

P-1 50cmX55cm 22cmX2lcm 61. 5cm 

P-2 56cmX40cm 40cmX24cm 18.5cm 

P-3 49cmX45cm 27cmX24cm 65.0cm 

P-4 45cmX47cm 19cmX2lcm 71. 5cm 

P-5 48cmX54cm 25cmX34cm 57.0cm 

P -6 46cmX50cm 24cmX24cm 64.5cm 

P-7 50cmX49cm 2lcmX27cm 5.9cm 

\ 

{I 

1 の Ir

〔□P6

且{!;!}P5

@P7  

` 

q 

;.:1 ;.:1 

口可

ロ
戸

op: 
<| <1 

B
 

L=87.80m 

゜ 2m 

第 149図 l 号揺立柱建物跡
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v 時期不明の遺構と遺物

v 時期不明の遺構と遺物
調査の結果、南北に平行する数条の溝の他、井戸

や土坑多数を検出した（第150図、付図 3 参照）。上

述した遺構にはその遺構に伴う遺物は存在せず、遺

構の構築年代は想定できない。ただ、地元に残る絵

図や地元の伝承を総合するなら、少なくとも近世に

遡る可能性が強い。

溝は約30条を検出した。 A区 u ライン付近に 3 条

の溝を検出した。溝は等高線に平行して構築され、

その埋没土層の上位にはニツ岳火山灰 (FA) が堆

積していた。規模は幅1.5m~1. 8m ・深さ 0.5m~0.8

m を測り、その断面形状は逆台形状を呈していた。

埋没土層には、流水していた可能性を示す砂質土は

観察されない。

地形に沿う 5 号～ 7 号・ 9 号溝を除く他の溝は、

ほぽ南北方向に走行する。特に、 11号溝や 15号溝は

L字状を呈し、明確に区画を意識している。その内

側には、掘立遺構や井戸など区画に伴う明確な遺構

や溝の構築年代を示す遺物は未検出である。 11号溝

が幅1. 5m前後・深さ 0.4m 、 15号溝が2.0m ・深さ 0.8

m を測る。 11号溝・ 15号溝とも暗褐色土を主体に自

然埋没の状態（第151図）を示しており、特に 11号溝

はニツ岳火山灰 (FA) を埋没土層の上位部分に堆

積していた。上述した区画の中間には12号溝が平行

して検出され、また、 22号溝 (B 区 V ライン）や31

号溝 (C 区jライン）が南北に走行するなど全体が

明確な区画を意識しているようにみえる。 12号溝や

22号溝が幅0.9m~l. lm ・深さ 0.2m~0.4m を測り、

その規模が類似しているのに対し、幅2.8m~3.0

m ・深さ 80cmを測る 31号溝は、規模が大きく異なり、

また、底面には凹凸が存在し、その性格は12号溝や

22号溝と相違する可能性がある。 23号～29号の溝も

南北に走行している。

5 号～ 7 号・ 9 号溝は等高線に平行して構築され、

この溝は流水を目的に構築した可能性が最も強い。

一方、他の溝は企画性に富み、ある意味では地形を

'I いRc:, I I 
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第 150図 時期不明の遺構分布
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> 
時期不明の遺構と遺物

無視して占地している。 L字状の区画や、

の中間に位置する溝は、全体が有機的に結び付き、

機能していた可能性が強い。

この区画

5 号～ 7 号・ 9 号溝と

は、その性格や機能が相違するのではないだろうか。

上坑は約60基を検出した。長方形状を呈す土坑と、

円形を呈す土坑の 2 種が存在する。長方形状を呈す

上坑はA区に、円形を呈す土坑は11号溝の東側や15

号溝の南側、 31号溝の東西に集中して分布する傾向

が指摘されよう。規模も多種多様で、

7 号溝

その性格など

不明な点が多い。

井戸は 4 基を検出した。円形の平面形状を基調に、

径2.2m前後・深さ 3.3m~3.6m を測る大形の井戸

と、径l.Om前後・深さ 2.4m~3.3m を測る小形の井

戸の 2 種が存在する。前述した方形の区画や溝との

関係は不明確である。 なお、 1 点井戸の覆土より墨

書土器 1 点と須恵器・甕 1 点（第175図）が出土して

いる。

10号溝

1

2

3

4

5

6

7

8

 

表土層

赤褐色土

ニッ岳火山灰 (FA ・基本土層第 4 層）

黒褐色土 FA を混入。

II 白色のパミスを混入。

II FA を微誠に混入。

II FAが少量混入。

/) やや砂質で、粘性は弱い。

11号溝

＿～ニニペ三三
L二ニ-

12号溝

L-8790/  

1

2

3

 

4

5

 

灰褐色土

黒褐色土

灰褐色土

1

2

3

4

5

 

表土層

黒色上

黄褐色土

II 

暗褐色土

軽石少屈混入。

FA混入。

FA 。

FA ・ロームを含

む。

白色のパミスを含む。

やや砂質でサラサラしてい

る。

黄褐色土 ローム土を混入。

灰褐色土 FA混入。ローム粒子混入。

14号溝

黒褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

FA を少星混入。

ローム土を含む。

ロームの混土層。

22号溝

L＝□三／
2

3

 

I
I
I
I
 

白色のパミスを含

む。砂質。

ローム粒子を混入。

ローム粒子を混入。

白色のパミスを少

星含む。

13号溝

1

2

3

4

5

6

 

表土層

暗褐色土

茶褐色土

灰褐色土

暗褐色土

灰褐色土

白色のパミスを混入。

FA を混入する。

ローム混土層。

FA を少量混入する。

2

3

 

4
 

5
 

暗褐色土

褐色土

暗灰褐色土

暗褐色土

黒褐色土

ロームを多旦に含む。やや砂質

の層。

壁の崩壊層。

褐色土を斑状に含む。白色のパ

ミスを含む。土質やや硬い。

ローム粒子を多く含む。全体に

サラサラしている。

ローム粒子を含む。やや粘性あ

り。

L=87.90rn 

゜ 2m 

第 151 図 土層の堆積状態(7 • I 0~14 • 22号溝）
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V 時期不明の遺構と遺物

2 号土坑

\ 4 号土坑 •>`‘‘ 5 号土坑、ミシ午

L=90.10m 
L=88.60m L=90.00m 

— 
31 号土坑 \\ 

L=89.10m 

-1 黒色土 ローム粒子・軽石混入。

2 暗褐色土 ローム土を多量に混入。

＿ニコ

l 暗褐色土 ローム粒子混入。

6 号土坑

丸＼」へ’‘|

_ 

1 暗褐色土 ローム粒子混入。

2 II ローム土を多く含

む。

B B' 

し

B
 一

1 暗褐色土 ローム粒子混

入。やや砂質。

2 II ローム土を混

入。やや砂質。

A_ A_ 

¥---
ul ul L=89.90m 

12号土坑

ー
ー
＼
、
一

13号土坑
[
、
―

し87.20m

L=88.60m 
- 1 -

l,_.=_88.40m ＿尺三□―

一
l,_.=_88.60m 

丁
一

1 黒色土 ローム粒子混入。

2 II ローム土を含む。

1 黒色土 ローム粒子・白色の

バミスを混入。

2 II ローム粒子混入。

3 II ローム土を含む。

第 152図土坑（ I)

1 黒褐色土 ローム粒子を

少量混入。

゜ 2m 
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17号土坑
I 

I
|
|
\
+
、

4 。号土坑 ¥ 

V 時期不明の遺構と遺物

41号土坑 ーヤE-—

ーロー
L=88.30m 

` L=89.30m 

1 暗褐色土 白色のパミスを

混入。

2 II 1 層より粒子細

かい。

L=88.00m 

＿＼ニニ|
1 灰褐色土 ローム土及び炭化物を含む。

粘性やや有る。

' 

¥
x
-

:_ 
\ 

ロ
L=87.90m 

ーーニ

L=88.00m 

口

I.e.=_87.90m 

三
1 暗褐色土褐色土・黒色土・ 1 暗褐色土 白色のパミスを混

灰色土の混土層。 入。

2 // 1 層よりやや粘性

に富む。白色のバ

ミスを含む。 \ [<\ 

□
]
 

-
』
-

ー
、
―
―

』0
ー
、
―
＿

坑土号7
 

2
 

L=88.10m 

ロ
1 黒褐色土 ローム土を混入。 1 暗褐色土

2 黄褐色土 ローム土を混入。 2 黄褐色土 ロームの混土層。

20号土坑 21 号土坑

L=87.90m 

口
1 暗褐色土褐色土・黒色土の 1 暗褐色土褐色土・灰色土の

混土層。白色のパ 混土層。

ミスを混入。

L=87.90m 

L=87.50m 

一1 暗褐色土褐色土・灰色

土の混土層。

粘性は弱く、

軟質。
゜ 2m 

第 153図土坑(2)
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v 時期不明の遺構と遺物

29号土坑

L=87.10m 

¥ 

\_ 

□
/
 

L=88.10rn 

口

35号土坑

¥ 

ーロ＿
L=88.10m 

口
I.c=. 8ミ三

1 暗褐色土 白色のパミスを

含む。 2 黒褐色土

1 黒褐色土 白色のパミスを含む。 2 II ローム土を含む。 1 黒褐色土 ローム土を多且

2 II ローム土を多星に混入。 3 黄褐色土 ローム土を多く に混入。 3 茶褐色土

3 暗褐色土 ローム土を混入。 混入。 2 II ローム粒子混入。

1 暗褐色土 白色のパミス

を混入。

1 層より粒子

粗い。

ローム土を多

蜃に混入。

L=89.20m 

38号土坑 \ 39号土坑 \ 43号土坑 \ 44号土坑 45号土坑＼ヘ

-0--〇-―□ □□ 
二ご□

1 暗褐色土 白色のパミスを混

入する。

2 茶褐色土 ローム粒子を混入。

47号土坑

ロ＼
L=88.20m 

L=88.20m 

1 暗褐色土 ローム粒子混入。

し
1 暗褐色土 ローム土・白色の

パミスを混入。

L=88.30m 

口
1 暗褐色土 ローム土・白色の

パミスを混入。

ーロ＼ーローロ
ヒこ88.20m

2 
9 

1 暗褐色土 白色のパミスを

少量混入。

2 茶褐色土 ローム粒子を混

入。

L=88.10m 

＿ー ニ丁―

1 暗褐色土 白色のパミ 1 暗褐色土 ローム粒子混
スを混入。 入。

~89.00m 

口
1 暗褐色土 ローム粒子を

多鑓に混入。

52号土坑

L=88.00m 

口 L=88.00m 

• 

ー

／
上
’ ノ

1 暗褐色土 白色のパミスを混入。

。 2m 

第 154図土坑（ 3)
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> 
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1 号井戸

2 号井戸

口 ーロー
L=88.10m 

L=88.00m 

暗褐色土

2
 

II 

3
 

II 

4
 
黄褐色土

粘性なし、白色のパミスを少

菰混入。

粘性若干あり。白色のパミス

を含む。

粘性若干あり。白色のパミス

を少最混入。

粘性なし。ローム土と黒色土

の混土層。

3
 

黒褐色土

暗褐色土

II 

白色のパミ

ス・ローム

粒子混入。

ローム土と

黒色土の混

土層。

ローム土を

多量に混入。

1.::= 87.30m 

1

2

3

4

5

 

暗褐色土

II 

II 

黒褐色土

II 

4 号井戸

-@-
L=87.80m 

2m 

ローム土を多く混入。

白色のパミスを少斌混入。

白色のパミスを少凪混入。

ローム土を多く含む。

ー
／

H
日
□
ロ
リ
／

口
゜ 10cm 

第 155図 l ~4 号井戸・出土遺物
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VI まとめ

VI ま

今回の発掘調査では、旧石器時代石器群を主体に、

縄文時代、奈良•平安時代および中世・近世に亙る

各時代の遺構・遺物を検出した。

八幡山丘陵の南側斜面から出土した旧石器時代の

石器群は、上武道路関係の一連の事業の中で最大の

規模を持つ。石器群は暗色帯の上位部分に出土して

おり、出土石器の特徴から AT降灰直前段階の所産

である可能性が強い。接合資料も豊富で、そこには

一定の剥離システムと、地域性の濃い剥片剥離の実

態が存在しており、地域の剥片剥離を分析する上で

も、有効な検討材料を提供し得た。ただ、石器が確

実に分布する路線北側の地点が目の前で破壊され、

悔が残る。この付近は圃場整備事業関連で以前発掘

しているとはいえ、その地点は全く調査対象から外

れていた。 10年以上も前に開発の許可が下り、行政

区画の再編という特種事情を考慮してなお、遺跡の

破壊ぱ惜しまれる。文化財サイドの慎重な対応が望

まれよう。

縄文時代については、住居・土坑の遺構類の他、

土器・石器の遺物類も多く出土した。遺構類は遺跡

西側の八幡山の南斜面を主体に分布していた。竪穴

住居は 1 軒を確認しており、出土土器から判断して

諸磯 b 式期に位置づけられよう。住居の形態は不整

円形を呈し、壁・床を検出したのにとどまり、炉・

柱穴は確認してない。群馬県内でも前期住居の調査

事例が増加してきている。その住居形態を概観して

みて、炉•主柱構造には極めて高い規格性が看取さ

れ、以降の縄文住居定型化の確立がこの時期にある

ことが認められている。今回の調査事例は竪穴住居

の平面形状、壁や床を確認したのみで、住居施設の

必要条件である炉や柱は不明だが、遺構確認・調査

経過とも関連して、住居が検出面であるローム層に

類似する埋没土層に覆われ、遺構形状が極めて困難

で、また、周辺のローム層が旧石器時代石器群の包

含層でもあり、住居の確認・精査で一部石器が出土

したこと、床面が暗色帯中に有り、柱穴の確認を難

と め

しくしたことから、関連施設の検出を制約したのも

事実である。 4 基の土坑も遺構確認に困難を生じる

埋没状態を示していた。平面形状が円形を呈し、住

居に隣接して分布する土坑も多く、居住域内に併設

した貯蔵施設との想定も可能だが、確たる根拠は乏

しい。

平安時代については、遺跡東側の台地縁辺に偏在

して住居 9 軒・掘立柱建物 1 棟からなる居住域が存

在した。この時期に伴う生産域は不明だが、この東

側には低地が存在しており、この集落を支えた生産

域である可能性が強い。この低地部分は試掘段階で

東桂川の旧流路（現在、遺跡北側約 1 kmの地点で中

世用水遺構・女堀に流入して、粕川に合流）である

ことを確認した。また、部分的にAs-B と耕作に適

当な黒色土層の堆積も確認しており、埋没水田の存

在した可能性があるからでもある。遺跡の周辺は古

墳時代前期より展開する集落が卓越する地域だが、

そうした地域でも、狭く条件の悪い低地開発を要し

た時代背景を、この遺跡の成立は暗示しているとい

えよう。

また、遺跡中央付近には溝群・土坑群・小穴群が

点在していた。このなかには、方形区画の溝や建物

に伴う柱穴も含まれるものと想定されたが、遺跡内

では、これら遺構群の性格を捉えるまでには至らず、

課題を残した。上記遺構の分析を通じ、この遺跡の

中・近世の様相を多少なりとも把握する目的から、

文献検索や周辺調査も実施したけれども、残念なが

らここに報告するだけの充分な成果を上げられてい

ない。

各々の時代とも、資料提示に終始した感が強く、

成果を含め問題点の指摘が充分ではない。ここで得

られた調査資料については、今後とも広く活用して

戴くことを希望するとともに、発掘調査を行い直接

担当した者としても、この遺跡の内容をより明らか

にしていくため、引続き着目していきたいと思う。

以上、簡単ではあるが調査のまとめとしたい。
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遺物観察一覧表

計測値一覧表

凡例

1.本報告書の観察表・一覧表は、図示した遺物に限定して掲載した。

2. 遺物観察表中の色調は、農林省農林水産技術会議事務局・ （財）日本

色彩研究所監修「標準土色帖』を使用した。

3. 長さ・幅は、小数点第 2 位を四捨五入し、 cm単位で表示した。

4. 遺物重量の計測には電磁式はかり(E Y-2200A) を使用し、小数点

第 3 位を四捨五入しg単位で表示した。

5. 「器種」の欄の略号は次の事を示す。

ナイフ：ナイフ形石器 楔：楔形石器

加剥：加工痕のある剥片 磨斧：磨製石斧

使剥：使用痕のある剥片 打斧：打製石斧

三角錐：三角錐形石器 片刃：片刃石器

スタンプ：スタンプ形石器 特磨：特殊磨石

6. 「石材」の欄の略号は次の事を示す。

黒安：黒色安山岩

粗安：粗粒安山岩

石閃：石英閃緑岩

灰安：灰色安山岩

変安：変質安山岩

赤珪：赤色珪質岩

黒頁：黒色頁岩

珪頁：珪質頁岩

チ：チャート

点頁：点紋頁岩

変玄：変玄武岩

溶凝：溶結凝灰岩

7. 接合資料の剥離順序の項では、 0 印は剥離の想定可能な剥片を、→印

は同一打面から連続して剥離していること、---+印は90゜打面転移して

剥片剥離していること、 ··•··•印は 180゜打面転移して剥片剥離してい

ることをそれぞれ示している。
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出土遺物観察表

1 号住居跡（第135図 P L44) 

No ・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質②焼成③色調④その他

第135図 l 口径 (13.2) カマド 掘り方 右回転ロクロ→回糸→無調整。ロクロ ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.4 埋土 間隔幅広く、内面平滑。底部は僅かに ②酸化。

底径 (66) 1/3 凹凸あり。平面形は楕円形に歪む。 ③灰色。

第135図 2 口径 (12.3) Nn27 右回転ロクロ→回糸無調整。ロクロ痕 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3 8 1/3 やや弱い。内面はロクロ痕残さず平滑 ②還元。

底径 (62) に仕上げている。外面に接合痕残す。 ③灰色。

第135図 3 口径 (156) Nol6 貯蔵穴 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒少し含む。

須恵 高さ[ 5.4] 1/2弱 取付け。外面ロクロ痕全体に強い。内 ②還元。

高台付椀 底径(70) 面は平滑に仕上げている。高台部摩滅。 ③灰白色。

第135図 4 高さ[ 2 O] No.15 カマド 右回転ロクロ→回転ヘラ切→ロクロ使 ①白色鉱物粒子含む。

灰釉土器 底径 6.8 胴～底部 用高台取付け。釉は漬掛けか内面厚く ②還元。

施釉されている。 ③灰色。

④内面底部重ね焼き痕残る。

第135図 5 高さ[ 4.OJ 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒含む。

須恵 底径 (82) 胴～底部1/3 取付け。外面のロクロ痕弱い。内面平 ②還元。

商台付椀 滑に仕上げている。 ③にぶい橙色。

④底部外面墨雷有り。

第135図 6 ロ径 13.4 No25 貯蔵穴 外底の削りは乾燥の進んだ状態で鋭く ①雲母、砂礫、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 2 2 埋土 施す。口縁のナデは強く工具の擦痕残 ②酸化。

口縁部少し欠損 す。内面のナデ雑で平滑さ欠く。 ③橙色。

第135図 7 口径 12.3 NolO 貯蔵穴 外底の削りは鋭く、砂粒の流れ残る。 ①石英粒、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.2 埋土 外底中心部無調整部分有。口縁下半無 ②酸化。

1/2 調整。内面同心円状・底部平滑さ欠く。 ③明赤褐色。

第135図 8 口径 13.5 貯蔵穴 外底の削りやや乾燥の進んだ状態で施 ①白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3 4 1/2 す。口縁下半無調整。内底のナデ凹凸 ②酸化。

し平滑さ欠く。 ③赤褐色。

④外面底部スス付着。

第135図 9 口径 120 No28 外底の削りは乾燥の進んだ状態で不規 ①砂礫、雲母、石英含む。

土師杯 高さ 3 9 1/2強 則に施す。口縁下半は無調整で指頭痕 ②酸化。

底径 8.0 細かく巡る。内面のナデ平滑さ欠く。 ③明赤褐色。

第135図 10 口径 12.4 埋土 外面の削りは乾燥の進んだ状態で施 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.8 口縁部3/4欠損 す。口縁下半は不明確な調整で指頭痕 ②酸化。

が巡る。外底の中心部未調整部分有り。 ③内一橙色。外一明赤褐色。

④内面に不明確な墨誓有り。

第135図11 口径（11.9) N(l7 外底の削りは乾燥の進んだ状態で施 ①石英、砂礫、黒色、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.0 少片 す。口縁下半無調整。口縁部内外面共 ②酸化。

底径 (7.2) にナデ強い。内底丁寧なナデで平滑で ③明赤褐色。

ある。

第135図12 口径 12.7 掘り方貯蔵穴 外底の削りは乾燥の進んだ状態で施し ①砂礫、赤色粘土粒、石英含む。

土師杯 高さ 3.6 埋土 削りの単位は不規則で測れない。内面 ②酸化。

底部少し欠損 は濡らしてナデ強い布目状の擦痕残 ③橙色。

す。 ④側面に墨書。(+玉）

第135図13 埋土 第135図 14 と同巧。 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 破片 ②酸化。

③にぶい橙色。内外面に墨書あるが不鮮明。
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1 号住居跡（第135図 P L44) 

No ・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質②焼成③色調④その他

第135図 14 埋土 外底の削りはやや強い。器面は凹凸し ①白色、黒色、褐色鉱物粒子含む。

上師杯 底部少片 平滑さ欠く。内面のナデ丁寧。 ②酸化。

③にぶい赤褐色。

④内面に墨書があるが小破片のため不鮮明。

第135図 15 高さ[ 2. 7] 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒、黒色鉱物粒子含む。

須恵 底径(70) 底部1/2 取付け。内底僅かに凹凸し平滑さ欠く。 ②還元。

商台付椀 ③灰白色。

④底部内面墨書有り。

第135図 16 口径 (6.0) 貯蔵穴 外底削りは不鮮明で、口縁部工具状で ①白色、褐色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ[ 3 7] 少片 ナデ。内面は布状の拭うような擦痕が ②酸化。

残るが平滑に仕上がっている。 ③橙色。

④内面に墨奮。少片のため不鮮明。

第135図17 埋土 第135図 13 • 18 と同巧。 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 底部少片 ②酸化。

③にぶい橙色。

④少片である。墨書？不鮮明。

第135図 18 埋土 第135図 13 と同巧。 ①白色、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 底部少片 ②酸化。

③にぶい橙色。

④少片。墨書？不鮮明。

第135図19 口径(18.2) 埋土 外面の削りは鋭く、砂粒の移動残る。 ②酸化。

土師甕 頚部(15.9) 口縁部少片 口縁部強いナデ調整。内面ナデ丁寧で ③橙色。

高さ[ 7.9] ある。

第135図20 口径 (20.0) 埋土 輪積みか。外面の削りは鋭く、頚部辺 ①砂粒含む。

土師甕 高さ[ 8 OJ 口縁部少片 で無調整部分残る。肩部で粘土を削り ②酸化。

落としている。内面のナデ丁寧である。 ③にぶい橙色。

第135図21 口径 (11.5) 貯蔵穴埋土 輪積みか。外面の削りは強く、頚部の ①雲母、砂粒含む。

土師 頚部 (106) 口縁部少片 ナデは雑で削り時のエ具痕残す。内面 ②酸化。

小型甕 高さ[ 4.8] 頚部に明瞭な接合痕有り。 ③明赤褐色。

第135図22 口径 (220) Na 1 Nn29カマ 輪積みか。外面削り丁寧で長い。砂粒 ①黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頚部 (20.4) ドカマド の移動少ない。内面のナデ丁寧で平滑 ②酸化。

胴部 (24.0) 掘り方 に仕上げている。 ③橙色。

高さ [24.6] 口縁～胴部1/4 ④二次加熱受ける。

第135図23 口径 (12.5) 埋土 外面の削りは鋭く、砂粒の移動残す。 ①砂礫、褐色鉱物粒子含む。

土師 頚部 (11.7) 口縁～胴部少片 口縁部指頭痕残す。内面は細かい板状 ②酸化。

小型甕 胴部 (139) 工具でナデ擦痕残す。 ③橙色。

高さ[ 9. l] 

第135図24 高さ[ 2 8] No.40 内外面共に布状工具でナデ、器面が凹 ①砂粒、石英、白色、黒色、褐色鉱物粒子含む。

土師 脚部 7.6 脚部のみ 凸して平滑さ欠く。 ②酸化。

台付甕 ③暗褐色。

第135図25 口径縦 (10.2) 埋土 右回転ロクロ→回糸。やや粗雑な糸切 ①砂礫、黒色鉱物粒子含む。

須恵耳皿 横(71) 口縁～底部2/3 のため外底に粘土バリ付着。内面櫛状 ②還元。

高さ[ 1.3] 工具による回転ナデ痕残す。 ③浅黄～にぶい橙色。

底径 5.0 

第135図26 縦 (5. 7) 横 (6.0) 厚み 1.4 重星 32.9 g 埋土 ①粗粒安山岩

紡錘車 1/2 
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N(l・器種 計測値 (cm) 成・整形技法と器形の特徴

第135図27 長さ 2.8 重菰 9 3g 先端部～峰部を欠き、基端部は折り返される。

鉄カマ 厚み 0.3 

第135図28 長さ 6.0 重泣 37g 刀子茎部分？鈍角をなす。

鉄刀子 厚み 0.4 

2 号住居跡（第136図 P L44) 

N() ・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎上・材質②焼成③色調④その他

第136図 1 口径(80) 埋土 ロクロ使用の成形。外面はロクロ痕残 ①砂礫、砂粒含む。

灰釉土器 高さ[ 4.4] 口縁部1/4 し、内面はナデ丁寧で平滑である。釉 ②還元。

は漬け掛けか、内面は厚く施釉。 ③浅黄色。釉は緑色。

第136図 2 口径 136 No2 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒含む。

須恵 高さ[ 5.1] 口縁部少し欠損 取付け。内外面ロクロ痕弱い。内底凹 ②還元。

高台付椀 底径 6.6 凸し平滑さ欠く。 ③黄灰色。

第136図 3 口径 195 No.3 No.8 外面の削りはやや強く、砂粒の流れ残 ①雲母、石英、砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頚部 17.6 埋土 る。内面ナデ丁寧で平滑に仕上げてい ②酸化。

高さ[ 9.3] 口縁部1/2 る。 ③橙色。

3 号住居跡（第137図 P L45) 

N(l・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質②焼成③色調④その他

第137図 l 口径 13.7 N(l2,4 カマド 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒含む。

須恵 高さ[ 5.4] 埋土 取付け（高台部剥落）。外面ロクロ痕残 ②還元。

高台付椀 底径 (6.6) 1/3 高台欠損 す。内底平滑欠く。平面楕円に歪む。 ③灰黄色。

第137図 2 高さ[ 2.0] 埋土 ロクロ使用高台取付け。外底丁寧にナ ①砂礫含む。

須恵鉢？ 底径 12.5 底部脚のみ デ平滑に仕上げる。灰釉土器の可能性 ②還元。

あり。 ③灰白色。

④内面自然釉付着。

第137図 3 高さ[ 1.4] 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒含む。

須恵 底径 7.0 底部のみ 取付け。内面全体に研磨。内底凹凸し ②中性焔。

高台付椀 平滑さ欠く。 ③橙色。

④内黒。

第137図 4 口径 19.4 N叫， 5,6 輪積みか。外面の削りやや強い。頚部 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ 7.8 口縁部 上半と下半のナデ強い。内面のナデ丁 ②酸化。

寧で平滑に仕上げる。 ③明赤褐色。

第137図 5 口径(10.0) No5 埋土 外底の削り強く、頚部に削り時の鋭い ①褐色、白色鉱物粒子含む。

土師甕 頚部 (17.2) 口縁部 擦痕残す。内面ナデ丁寧で平滑に仕上 ②酸化。

高さ[ 9 7] げる。 ③明赤褐色。

第137図 6 口径 (11.8) 埋土 外底の削り強く、口縁下半無調整で僅 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 溺さ［ 3.2] 1/3 かに指頭痕残す。内面のナデ凹凸し平 ②酸化。

滑さ欠く。 ③にぶい橙色。

第137図 7 長さ1. 8 重鼠 0.6 g 先端部分欠損。頭部は平坦で鈎状に曲がる。

鉄釘 厚み 0.3
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4 号住居跡（第139図 PL45) 

Nu ・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質②焼成③色調④その他

第139図 l 口径 (12.8) 埋土 右回転ロクロ→回糸無調整。外面ロク ①白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 4 0 1/2強 ロ痕弱いが幅狭く渦巻き状を呈す。内 ②還元。

底径 5.5 面は平滑。平面形は楕円形に歪む。 ③灰黄色。

第139図 2 口径 130~14.0 Noll 右回転ロクロ→回糸無調整。ロクロ痕 ①雲母、黒色、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.5 口縁部1/4欠損 は全体で強く渦巻き状を呈す。平面形 ②還元。

底径 6 2 は楕円形に歪む。 ③灰黄色。内外面スス付着？黒斑？

第139図 3 口径(12.6) 埋土 右回転ロクロ→回糸無調整。ロクロ痕 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.6 1/2 上半部分に残る。内底は凹凸し平滑さ ②還元。

底径 5.6 欠く。 ③暗灰色。

④内外面いぶし状。

第139図 4 口径(14.6) No2,3 カマド 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ( 8 mm大の砂礫、白色、黒色鉱物粒子含む。

須恵 高さ 6.0 1/3 取付け。ロクロ痕僅かに残す。内面ロ ②還元。

高台付椀 底径 6.8 クロ痕残さず内底は凹凸し平滑さ欠 ③灰色。断面セピア色。

く。

第139図 5 口径 (203) Nn9 埋土 外面の削りは乾燥の進んだ状態で施す ①雲母、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 頚部 19.4 口縁部少片 砂粒の移動残る。内面のナデは丁寧で ②酸化。

高さ[ 7 5] あるが肩部辺にハケ目状工具痕残す。 ③にぶい橙色。

第139図 6 口径 20.6 埋土 輪積みか。外面の削りは鋭い。口縁～ ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師甕 高さ [10.3] 口縁部少片 頚部ナデ強い。内面のナデ平滑に仕上 ②酸化。

げている。 ③明赤褐色。

第139図 7 高さ [16.2] NulO, 12 輪積みか。外面の削りはやや強く、砂 ①白色鉱物粒子含む。

須恵甕 底径 (16.9) 8 住埋土 粒の移動多い。内面のナデ不規則で平 ②還元。

底部少片 滑さ欠く。 ③灰色。

6 号住居跡（第141図 P L45) 

Nu ・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質②焼成③色調④その他

第141図 1 口径 18.6 N(ll 外底の削りは丁寧に細かく施す。内面 ①雲母、黒色、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 6.3 1/3 は丁寧なナデで平滑に仕上げている。 ②酸化。

③にぶい赤褐色。

④内外面スス付着。

第141図 2 口径(16.4) Nu2 外面の削りは細かく丁寧に施す。口縁 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 商さ［ 4.8] 1/6 部濡らしてナデ調整。内面のナデは丁 ②酸化。

寧で平滑である。 ③橙色。

第141図 3 高さ[ 3.0] 埋土 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

須恵 底径 (8.0) 高台剥落 取付け（商台剥落）。内底は僅かに回転 ②還元。

高台付椀 痕残し平滑さ欠く。 ③黄灰色。

第141図 4 長さ 6.0 重誠 6.1 g 先端部分欠損。頭部は鈎状に曲がる。

鉄釘 厚み 0.6

7 号住居跡（第142 • 143図 P L45 • 47 • 48) 

N(l・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質②焼成③色調④その他

第142図 1 口径 123 貯穴埋土 外底の削りは乾燥の進んだ状態で施 ①白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.8 略完形 す。口縁下半は無調整。内面ナデ丁寧 ②酸化。

だがやや平滑さ欠く。 ③明赤褐色。

④内面に墨書。（井）
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遺物観察一覧表 計測値一覧表

No.・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質②焼成③色調④その他

第142図 2 口径 (14 0) 埋土 右回転ロクロ→回糸無調整。外面に弱 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

須恵杯 尚さ 3.6 1/3 いロクロ痕残す。内定部回転痕残し平 ②還元。

底径 7.0 滑さ欠く。 ③黄灰色。

④内底部に墨書。（南）

第142図 3 No.2 外底は削りで、砂粒の流れ少し残す。 ①砂粒、石英粒含む。

土師杯 底部のみ 内底はやや凹凸し平滑さ欠く。 ②酸化。

③にぶい橙色。

④内底に墨書。（井）

第142図 4 口径 (10.0) N(ll 口縁下半不明確なナデ。指頭痕僅かに ①砂粒含む。

土師杯 高さ 2 7 口縁部少片 残す。内面のナデは丁寧である。 ②酸化。

③にぶい橙色。

④内面に墨書有り。小破片のため不鮮明。

第142図 5 埋土 外底の削りはやや強い。内面ナデ丁寧 ①砂粒含む。

土師杯 底部少片 だがやや平滑さ欠く。 ②酸化。

③橙色。

④内面に墨書有り。（西）

第143図 l 長さ 12 0 重足 1650 g 鉄製品。着柄部分欠損。

鉄斧 厚み 14.0

8 号住居跡（第145図 P L46) 

NQ・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質®焼成③色調④その他

第145図 l 口径 12.4 Noll 外面の削りは乾燥の進んだ状態で施し ①石英、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.5 完形 外底部分に無調整部分残す。内面同心 ②酸化。

円状ナデ。内底は凹凸し平滑さ欠く。 ③明赤褐色。

④内面□縁部に灯芯痕有り。

第145図 2 口径 12.6 N叫 l 貯穴 外面の削りは強く、砂粒の流れ残る。 ①石英、褐色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ[ 3.2] 埋土 口縁下半不明瞭なナデで指頭痕残す。 ②酸化。

1/2強 内面同心円状。中央部僅かに凹凸する。 ③赤褐色。

第145図 3 口径 11.6 7住 N吐貯穴 外底の削りは乾燥の進んだ状態で施 ①白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3 4 カマド す。口縁下半は無調整で、指頭痕僅か ②酸化。

8住カマド掘 に残す。器面全体に型膚状のヒビワレ ③橙色。

方略完形 有り。 ④二次加熱受ける。

第145図 4 口径 (22.0) 8住 Nol 輪積みか。外面の削りはやや強く、砂 ①砂粒、赤色粘土粒含む。

土師甕 高さ [17.5] 7住Nu2,3,4 粒の動き多い。頚部上半と下半ナデは ②酸化。

埋土カマド 強い。内面板状工具痕残す。 ③明赤褐色。

口縁～胴部1/3

第 145図 5 口径（14.5) No.9, 10 カマド 右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒含む。

須恵 高さ[ 5.6] 埋土 取付け。外面細かいロクロ痕。内面は ②酸化。

高台付椀 底径 6.6 1/4 工具による強いロクロ痕残す。 ③灰白色。

第145図 6 つまみ (50) 貯穴埋土 右回転ロクロ→ロクロ使用鉗取付け、 ①砂粒含む。

須恵蓋 高さ [ 2. 7] 埋土 天井部に削り痕残す。内面に弱いロク ②還元。

1/3 ロ痕残し平滑さ欠く。 ③淡黄色。

第145図 7 口径 (21 0) N(l5,6 カマド 外面の削りはやや強く、砂粒の移動残 ①石英粒、白色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頚部（192) 埋土 る。内面のナデ丁寧で平滑に仕上げる。 ②酸化。

最大 (23.3) 口縁～胴部 ③橙色。

高さ [163] 
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9 号住居跡（第147図 P L46 • 48) 

Nu ・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況 成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質②焼成③色調④その他

第147図 1 口径 12.0 No5 埋土 外底の削りはやや強く、砂粒の流れ残 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

土師杯 高さ 3.2 略完形 す。口縁下半は不明確なナデを施す。 ②酸化。

内面同心円状。底部は僅かに凹凸残す。 ③橙色。

④内面の口縁部に灯芯痕有り。

第147図 2 高さ[ 1. 4] Nnl2 外底の削りは強く、器面は凹凸し平滑 ①砂粒、雲母含む。

土師杯 底部のみ さ欠く。内面同心円状ナデ丁寧。 ②酸化。

③明褐色。灰褐色。

④墨書。（少片のため書体不明）

第147図 3 口径（13.3) 埋土 右回転ロクロ→回糸無調整。外面ロク ①石英、黒色鉱物粒子含む。

須恵杯 高さ 3.4 口縁部3/4欠損 ロ痕強く、砂粒の流れ残す。内面回転 ②還元。

底径 8 0 痕残し平滑さ欠く。 ③にぶい黄橙色。

④外面スス？付着。重ね焼き？

第147図 4 埋土 外底の削り強く、砂粒の流れ残る。内 ①雲母、石英、黒色鉱物粒子含む。

上師杯 底部少片 底僅かに凹凸し平滑さ欠く。 ②酸化。

③にぶい赤褐色。外面スス？付着。

④内底墨書有り。少片のため不明確。

第147図 5 埋土 外底の削りは強く、凹凸している。内 ①黒色、白色鉱物粒子含む。

土師杯 底部少片 面のナデ丁寧で平滑である。 ②酸化。

③にぶい赤褐色。外面黒。（スス？）

④内面底部に墨書有り。小破片のため不明瞭。

第147図 6 埋土 外底の削りはやや強い。内底のナデ丁 ①雲母、白色、黒色鉱物粒子含む。

土師杯 底部少片 寧だが凹凸し平滑さ欠く。 ②酸化。

③橙色。

④外面墨書有り。

第147図 7 口径 (19.2) N(l9,12 外面の削りは鋭く、頚部に削り時のエ ①白色鉱物粒子少し含む。

土師甕 高さ[ 6.1] 埋土 具痕残す。内面指頭によるナデ痕残し ②酸化。

口縁部少片 平滑さ欠く。 ③にぶい黄褐色。

第147図 8 口径 (2 1. 9) 埋土 外面の削りはやや乾燥の進んだ状態で ①砂礫、黒色鉱物粒子含む。

土師甕 商さ［ 8.0] 口縁部少片 施す。砂粒の移動残す。内面濡らして ②酸化。

ナデ頚部にヘラ状のエ具痕残す。 ③橙色。

第147図 9 口径 (18.9) N(l 1 カマド 輪積みか。砂粒の移動残る。頚部のナ ①砂粒、赤色粘土粒含む。

土師甕 高さ [104] 埋土 デ弱く指頭痕残す。口縁部内外面共に ②酸化。

口縁部少片 強いナデ。内面のナデ丁寧である。 ③灰褐色。

第147図10 口径 (20.5) カマド埋土 外面の削りは鋭く、砂粒の移動多い。 ①雲母、砂礫、白色、黒色、褐色鉱物粒子含む。

土師甕 頚部 (18.8) 口縁部少片 口縁～頚部のナデ強く、エ具痕を明瞭 ②酸化。

高さ[ 8.9] に残す。 ③褐灰色。全体にセビア色を呈する。

第147図11 高さ[ 3.9] カマド 胴部と脚部取り付け時にエ具で強くナ ①黒色、白色鉱物粒子含む。

土師 台付径 5.1 脚部1/2 デ付けた感あり。脚内面強い布目状の ②酸化。

台付甕 擦痕残る。 ③橙色～明赤褐色。

④内外面スス付着。

第147図12 高さ[ 2.6] 埋土 胴部内底に板状工具痕残す。脚部内面 ①雲母、褐色、白色鉱物粒子含む。

土師 台付径 4.0 脚部1/3 は布状工具で丁寧にナデ平滑に仕上げ ②酸化。

台付甕 ている。 ③橙色。
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10号住居跡（第148図 P L46) 

No ・器種 計測値 (cm) 出土・復元状況

第148図 1 口径 135 No5 

須恵杯？ 高さ[ 3.4] 略完形

皿？ 底部 6 3 

第148図 2 口径 140 Nol 

須恵皿 高さ[ 2 4] 略完形

第148図 3 高さ[ 4 9] No24 

灰釉椀 底径 7.2 底部のみ

第148図 4 口径 13.8 N(l6 

須恵 高さ 5.3 口縁部1/3欠損

高台付椀 底径 7.2 

第148図 5 口径 12.3 N(l7 埋土

上師杯 底径 3.2 1/2 

第148図 6 埋土

土師杯 底部少片

第148図 7 高さ[ 2.8] 埋土

土師 胴～脚部

台付甕

第148図 8 口径 (20.2) 埋土

土師甕 高さ[ 5.9] 口縁部少片

第148図11 長さ 3 9 

鉄 厚み 0.4 

重蘭 2.7g 

第148図 12 長さ 4.6 埋土

鉄刀子 厚み 0 9 

重最 9.6 g 

第148図13 長さ 11. 0 Nnl2 

鎌 厚み 0.2 

重誠 19.3 g 
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成・整形技法と器形の特徴 備考①胎土・材質②焼成③色調④その他

右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

取付け（高台剥落）。内外面共にロクロ ②中性焔。

痕残す。内底凹凸し平滑さ欠く。 ③明赤褐色。

④スス？タール分？付着。

右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂粒、白色鉱物粒子含む。

取付け（高台剥落）。外面ロクロ痕弱い。 ②中性焙。

内面のナデは丁寧で平滑である。 ③にぶい黄橙色。

右回転ロクロ→回転ヘラ切→ロクロ使 ①砂礫、砂粒含む。

用高台取付け。釉は潰掛けか。内底凹 ②還元。

凸し平滑さ欠く。 ③灰白色。

右回転ロクロ→回糸→ロクロ使用高台 ①砂礫、黒色鉱物粒子含む。

取付け。外面強く細かいロクロ痕残す。 ②還元。

内底部回転痕明瞭に残す。 ③にぶい黄橙。灰黄褐色。

④内外面墨書有り。

外面の削りは乾燥の進んだ状態で施 ①雲母、石英、黒色鉱物粒子含む。

す。外底部に無調整部分残す。口縁部 ②酸化。

濡らして強いナデ。内面凹凸し平滑さ ③明赤褐色。

欠く。 ④内面底部墨書有り。

外底の削りはやや乾燥の進んだ状態で ①雲母、褐色、黒色鉱物粒子含む。

施す。内面ナデ丁寧。 ②酸化。

③橙色。

④内面墨書有り。小破片のため不明瞭。

胴部と脚部濡らしてナデ付ける。脚部 ①雲母、砂粒、褐色鉱物粒子含む。

内面布状工具の擦痕残る。 ②酸化。

③にぶい橙色。

輪積みか。外面の削りは鋭く、砂礫の ①砂礫、白色鉱物粒子含む。

移動残る。頚部辺のナデ弱い。内面の ②酸化。

ナデ不規則でやや平滑さ欠く。 ③内一明赤褐色。外ーにぶい褐色。

棒状鉄製品。断面は鈍角をなす。

刀子峰部分か。廻りに木製品付着。

峰部湾曲し、基端部に木管部（着柄）

が残る。



遺物観察一覧表 計測値一覧表

旧石器時代の石器一覧表

挿図番号 出土位置

（プロック）

器 種 長さ

(cm) 

幅

(cm) 

重さ

(g) 
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遺物観察一覧表 計測値一覧表

接合資料の剥離順序・計測値一覧表

接合資料ー 3 1 ~ 2 • 0~3 —• 4 • 5 ~ 6 —• 7 ~ O —• 8 

接合資料ー91 O • 1 

0 ー 2 ―→ 3 ·····• 0 • 4 

接合資料ー 13 1 • 2 • 3 ー→ 4 - O • 5 

接合資料ー 16 1 - 2 • 3-4-5-6 • 7 

接合資料ー23 1 • 0 ー→ 2+6 (?) - (4 • 5 • 3) -〇- 7 • 8 

接合資料ー80 1 -----+ 2 -----+ 3 -----+ 4 —• 5 • 0 ー→ 6 • 7 

接合資料ー26 1 + 2 -〇- 3 - 4 • 5 • 6 • 7 —• 8 • 9 - 10 —• O • 11 • 12 - 13 ー→

0 • 14 

接合資料ー79 1 • O ------> 2 • O • 3 

接合資料ー27 1 • 2 --. 3 • 4 • O • 5 • O • 6 ー→ 7 • 8 

接合資料ー32 1 • 2 _____, 3 • 4 ------> 5 • O • 6 _____, 7 • 10 • (11 + 12) • 13 • 14 _____, 15 • 16 

8 • 9 

接合資料ー42 1 • 2 ~ 3 • (5 • O • 4) • 6 ~ 7 —• o ~ 8 ~ 9 

接合資料ー63 1 • 2 —• 0 0 ー→ 3 • 4 • 5 • 6 • 0 • 7 

接合資料ー44 1 • O - 2 • 3 - 4 - 5 • 6 - 7 -• 8 —• 9 • 10 • 11 • 12 • 13-14 —• 

15 • 16 • 17 

接合資料ー69 1 • 0 0 ー→ 2 • 3 • 4 • O • 5 

接合資料ー72 1 • 0 ー→ 2 • 3 • O ~ 4 • 5 —• 6 • 7 • 8 ~ 9 • 10 • 11 • 12 

接合資料ー45 1 -----> 2 -----> 0 0 -----• 0 0 -----> 3 • 4 

接合資料ー75 1 ~ o o • 2 ~ 3 • 4 • 5 • O • 6 —一 7 • 8 ~ 9 • 10 —• 11 • 0 ー→ 12 →

13 • 14 —• 15 • 16 —• O —• 17 ~ 18 ~ 19 • 20 

接合資料ー 18 1----+0 0 • 2 • 3 

接合資料ー78 1 • 2 • 0 -----> 3 • 0 0 -----> 4 • 5 

接合資料ー88 1 …• (0 0 • 2 ー→ 0 0 • 3) —• 4 • 5 —• 6 ---+ 7 ---+ 8 ---+ 9---+10 • 11 

接合資料ー51 1 ー→ 2 • 3--+ O • 4 

接合資料ー89 1 • 2 …• 3 • 4 • 0 ー→ (5 • 6 • 7 • 8) ~ 9 ~ 10 ~ 11 

接合資料ー90 1 ------> o • 0 • 2 —• 3 • 0 • 4 

接合資料ー92 1 • 2 • O • 3 • (4 + 5) ·····• 6 • 7 • 8 -----+ 9 -----+ 10 • 0 ....• 11 -----+ 0 0 -----+ 

12 一 0 ―→ 13 ー→ 14 一 0 • 15 

接合資料ー93 1 -----> 2 • (3 + 4) • 5 ____, 6 —• 7 • 8 ｷ • • 9 ____, 10 • 11 • 12 ·····• 13 • 14• 15 • 

16 • 17 • 18 
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遺物観察一覧表 計測値一覧表

資料番号 出土位置

（ブロック）

器 種 長さ

(cm) 

幅

(cm) 

重さ

(g) 

石材 資料番号 出土位置

（プロック）

器 種 長さ

(cm) 

幅

(cm) 

重さ

(g) 
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遺物観察一覧表 計測値一覧表

資料番号 出土位置

（プロック）

器 種 長さ

(cm) 

幅

(cm) 

重さ

(g) 

石材 資料番号 出土位置

（プロック）

器 種 長さ

(cm) 

幅

(cm) 

重さ

(g) 

石材
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遺物観察一覧表 計測値一覧表

資料番号 出土位置

（プロック）

器 種 長さ

(cm) 

幅

(cm) 

重さ

(g)  

石材 資料番号 出土位置

（プロック）
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(cm) 

幅
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遺物観察一覧表 計測値一覧表

資料番号 出土位置

（プロック）

器 種 長さ
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(g) 
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遺物観察一覧表 計測値一覧表

資料番号 出土位置 器種 長さ 幅 重さ 石材 資料番号 出土位置 器種 長さ 幅 重さ 石材

（プロック） (cm) (cm) (g) （プロック） (cm) (cm) (g) 

砕片 2 5 1 9 1. 65 黒安 接合資料ー 9 （第89図）

接合資料ー 15 （第89図） 3 使剥 5.3 6.4 32.35 黒頁, 剥片 3.7 2.7 1 1. 00 黒安 5 住覆土 砕片 2 6 2 0 2.50 黒頁

5 剥片 4 1 2 5 8 24 黒安 接合資料ー 19 （第89図）

接合資料ー 17 （第89図） 6 剥片 13 3 4 2 89.29 黒安

6 剥片 5 8 3.0 11 87 黒安 6 剥片 7 9 2 6 36.91 黒安

6 剥片 4 3 2.9 10 33 黒安 接合資料ー 14 （第89図）

接合資料ー 2 （第89図） 5 剥片 9 8 4 8 93.95 黒頁

砕片 2 8 3.3 4 57 頁岩 5 剥片 4.6 2.3 10.43 黒頁

砕片 2 2 2.8 4.03 頁岩

包含層（第 II層）出土石器の一覧表

挿図番号 出土位置 器種 長さ 幅 重さ 石材 挿図番号 出土位置 器種 長さ 幅 重さ 石材

(Grid) (cm) (cm) (g) (Gnd) (cm) (cm) (g) 

第124図一 1 Am-8 ナイフ (2.1) 1 1 (1 16) チ 12 Ai -6 使 剥 8 1 9 9 130 99 黒頁

2 Ag -12 彫 器 7.3 3 2 27.42 黒曜石 第128図ー 1 As -11 石 核 5 6 10 4 141 10 黒頁

3 Ab -6 石 鏃 (1.2) 1 8 (0 45) 黒曜石 2 Bl -21 石 核 7.1 8 7 485 60 点頁

4 Bk -23 石 鏃 2 7 (1 8) (1 09) 黒安 3 Ar -12 石 核 3 2 2 6 8 50 黒曜石

5 B 区 石 鏃 2 9 1. 9 2. 71 黒頁 4 Ad -5 石 核 106 11 7 532 10 黒頁

6 Ca -27 石 鏃 (0.8) 1 6 (0 23) 黒曜石 5 A区 石 核 6 2 4 5 102 90 黒頁

7 BI -23 石 鏃 1.5 1.3 0.39 チ 6 Ap -13 石 核 3.2 8.6 276 80 変安

8 Ce -31 石 鏃 3 2 1 8 2 06 チ 第129図ー 1 Ai -8 三角錐 7 7 4 0 124.10 黒頁

第125図ー 1 Bj -24 磨 斧 13.7 5.9 160 46 変玄 2 Ag -6 三角錐 11 7 7 4 406 80 黒頁

2 Ar -12 打 斧 (8 5) (6 5) (228 60) 黒頁 3 Ag -7 三角錐 10.6 7.2 323.20 黒頁

3 C 区 打 斧 (6 7) (4 3) (52 52) 灰安 4 As -15 三角錐 (8 6) (7 0) (545 90) 輝緑岩

4 Ce -28 打 斧 (4 1) 3 7 (13 78) 黒頁 5 Cn -34 スタンプ (13. 0) 5.5 (293 40) 頁岩

5 Bf -14 打 斧 (9 4) 3 8 (52 60) 黒頁 6 A区表採スタンプ 11 1 7 3 600.40 変安

6 Cp -33 片 刃 106 7 4 392 90 黒頁 7 Ag -6 スタンプ 10 7 7 7 508 40 粗安

7 Aq -13 打 斧 7 8 6 1 (83 57) 黒頁 第130図― 1 A区表採磨 石 10.8 8.2 567. 70 粗安

8 B 区 打 斧 7 0 5 9 103 76 黒頁 2 Ar -13 磨 石 10.0 8 6 574 00 粗安

9 1 住覆土打 斧(14 8) (10.2) (1037.20) 砂岩 3 Ar -13 磨 石 12 2 6 8 568 40 粗安

第126図一 1 Ap -14 削 器 6 9 3 1 40 83 粗安 4 B 区 磨 石 14 2 6.6 522. 50 粗安

2 Ai -6 削 器 (5. 7) (3 6) (33 88) 黒頁 5 Ag -5 磨 石 (7 7) (6 2) (305. 90) 粗安

3 Bn -18 削 器 5.5 8.0 52. 72 黒安 6 Ap -13 磨 石(11 .9) (6.8) (457 20) 紛岩

4 Ag -9 削 器 7 8 12 2 155 27 黒頁 第131図一 l Ar -13 特 磨 (9 6) (6 2) (312 30) 粗安

5 Ag -10 削 器 (4 5) (5. 7) (32 53) 黒安 2 As -14 特 磨 18. 5 7.4 1024 60 玲岩

第127図ー 1 At -12 加 剥 3 3 2 8 7 69 チ 3 Bi -22 凹 石 10 5 7 2 375.80 粗安

2 As -14 加 剥 3 6 2 4 2 91 黒曜石 4 18号溝凹 石 8 3 5 3 168 11 粗安

3 As -13 加 剥 (3.4) (5.6) (27.69) 黒頁 5 Bl -24 凹 石 11 3 8 0 304 60 粗安

4 Ce -27 加 剥 (4 4) (5 9) (40 55) 黒頁 6 Cb -26 凹 石 11.8 8.0 (625 30) 粗安

5 Av -14 加 剥 3.6 3.8 12.18 黒頁 第132図ー 1 Al -8 凹 石 8 3 7.8 (416.10) 花岡岩

6 As -12 使 剥 3 0 6 2 14 33 黒頁 2 Bx -27 凹 石 11 0 7.8 (318. 70) 粗安

7 As -12 使 剥 (4. 3) (5.8) (18 05) 黒頁 3 Ax -18 多孔石 16. 3 12 1 1676 60 粗安

8 Ca -28 使 剥 (4 3) (5 9) (21 22) 黒曜石 4 c 区 多孔石 22 7 13.2 3325.00 粗安, Ce -27 使 剥 6 8 5 3 32 61 黒頁 5 B 区 敲 石 (101) (6 1) (409 70) 石閃

10 Ac -6 使 剥 6 5 4.9 33.80 黒頁 6 Br -23 敲 石 11.5 8 1 451. 50 粗安

11 Ac -6 使 剥 9 6 6 1 132 50 黒頁
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遺物観察一覧表 計測値一覧表

溝・土坑•井戸計測値一覧表

溝

遺構名称 検出位置 走行方向 長さ 幅 深さ 遺構名称 検出位置 走行方向 長さ 幅 深さ

（ライン間） (m) (m) (m) （ライン間） (m) (m) (m) 

1 号溝 Ab~Ad 南ー 54゜ー西 4.00 0.50 0 05 15号溝 Bj~Bl 南ー 70・ー東 4 00 1 00 0 40 

2 号溝 A1~Ak 南ー 71゜ー西 6 80 0.30 0 06 16号溝 Bi~Bl 南ー59゜ー東 5.00 0.60 0 39 

3 号溝 A1~Ak 南ー 71゜ー東 (2 00) 0.40 0 09 17号溝 Bj~Bl 南ー58・ー東 4.50 0.50 0 40 

4 号溝 A1~Al 南ー 71゜ー西 10 00 0.45 0 04 18号溝 Bn~Bq 南ー63゜ー東 10.80 o. 70 0 10 

5 号溝 An~Au 南ー46゜ー西 (38 80) 1 20 0 38 19号溝 Bm~Bn 南ー 8 ゜ー東 3 10 0.50 0 07 

6 号溝 Ar~At 南ー27゜ー西 (14.00) 0 32 0 03 20号溝 Br~Bt 南ー 7 ゜ー東 (15.30) 0.40 0 10 

7 号溝 Ar~Av 南ー 22゜ー西 (20.50) 1 00 0.39 21号溝 Bs~Bu 南ー 8 ゜ー東 (13.10) 0 40 0 10 

南ー58゜ー西 22号溝 Bu~Bv 南ー 1 ゜ー東 (38 50) 0 75 0 46 

8 号溝 Ap~Au 南ー 78゜ー西 (18. 40) 1 00 0.42 23号溝 Ca~Cb 南ー 4 ゜ー西 8.20 0.40 0 04 

9 号溝 At~Au 南ー 13・ー西 (9.40) 0 50 0.24 24号溝 Cb~Cc 南ー[-西 15.50 0 50 0 06 

10号溝 Av~Ay 南ー58゜ー西 (6 40) 0 91 0.62 25号溝 Cb~Ce 南ー 7 ゜ー西 14.50 0 80 0 25 

11号溝 Au~Be 南ー 78゜ー西 (47. 30) 1.10 0.33 26号溝 Cd~Ce 南ー 3 ゜ー西 5.10 0.50 0 08 

南ー 14゜ー東 27号溝 Ce~Cf 南ー 8 ゜ー西 (15.10) 0.90 0.12 

12号溝 Be~Bg 南ー 15゜ー東 (45 20) 1 45 0.40 28号溝 Ce~Cg 南ー 2 ゜ー西 7. 90 0 40 0 08 

13号溝 B1~Br 南ー 15゜ー東 (33.10) 1.53 0.43 29号溝 Cg~Ch 南ー 8 ゜ー西 5.00 0.80 0 10 

東ー 10゜ー北 30号溝 Cs~Cu 南ー 7 ゜ー西 (18.50) 0.60 0 25 

14号溝 Bk~Bp 南ー87゜ー西 (15 80) 0.80 0.42 

土 坑

遺構名称 検出位置 長軸長 短軸長 深さ 主軸方位 遺構名称 検出位置 長軸長 短軸長 深さ 主軸方位

(Grid) (m) (m) (m) (Grid) (m) (m) (m) 

2 号土坑 Ac -7 3 24 1 76 0 40 北ー46゜ー東 32号土坑 Bv -24 1 23 1.15 0 42 北ー 45゜ー東

4 号土坑 Af -6 2 62 1 16 0 33 北ー 70゜ー東 35号土坑 Bq -22 (0 85) 1.14 0 56 北ー 77゜ー東

5 号土坑 Af -6 2 51 l. 41 0 30 北ー73゜ー東 37号土坑 Ca -23 1 00 0.91 0 20 北ー 29゜ー西

6 号土坑 Ag -8 3 47 1 50 0.37 北ー62゜ー東 38号土坑 Cb -23 1 03 1.02 0 05 北ー 27゜ー東

12号土坑 An -15 2.60 1 02 0.38 北ー 3 ゜ー西 39号土坑 Ca -23 0.98 0.88 0. 24 北ー 35゜ー西

13号土坑 Ao -15 2 42 0 86 0.39 北ー 6 ゜ー西 40号土坑 Cc -24 (1 98) 1.00 0 05 北ー 16゜ー東

14号土坑 Ao -15 1 71 0 98 0.30 北ー32゜ー東 41号土坑 Cd -24 1 20 0.88 0 34 北ー 16゜ー東

15号土坑 Ap -16 2.42 0.68 0.19 北ー90゜ー東 43号土坑 Cb -27 1 20 0.81 0.12 北ー 31゜ー西

17号土坑 Bd -19 4 04 1 00 0.39 北ー 14゜ー西 44号土坑 Cc -28 0 84 0. 79 0 21 北ー 45゜ー西

18号土坑 Be -21 1 58 1 22 0.35 北ー 44゜ー東 45号土坑 Cc -29 0. 91 0. 78 0.18 北ー 33・ー西

19号土坑 Bd -21 1. 94 1 18 0.41 北ー32゜ー東 46号土坑 Cf -26 1 64 1.40 0.17 北ー 80゜ー西

20号土坑 Bd -22 1 62 1 35 0.36 北ー 9 ゜ー東 47号土坑 Ce -26 1.10 1.02 0.37 北ー52゜ー東

21号土坑 Be -21 1 26 1 23 0.11 北ー45゜ー東 48号土坑 Cf -26 1.15 1.03 0.41 北ー 30゜ー東

22号土坑 Be -22 0 90 0 88 0.14 北ー37゜ー西 49号土坑 Cg -28 0. 94 0 83 0.39 北ー47゜ー東

23号土坑 Be -19 1.60 1.26 0.14 北ー80゜ー東 50号土坑 Cg -27 1.40 0 98 0.19 北ー88゜ー東

27号土坑 Bl -20 1 30 1.27 0 39 北ー 12゜ー西 51号土坑 Ci -29 0.89 0 97 0 29 北ー 53゜ー東

28号土坑 Bn -20 1 36 1.00 0 36 北ー 6 ゜ー西 52号土坑 CI -30 l. 98 1.68 0.09 北ー 52゜ー西

29号土坑 Bn -21 1.81 0 57 北ー67゜ー西 59号土坑 Ch -27 1.04 0 96 0 43 北ー 33゜ー西

31号土坑 Ad -8 (2.44) 0.88 0 35 北ー 44゜ー東

井 戸

遺構名称 検出位置 口径 底径 深さ 形 状 遺構名称 検出位置 口径 底径 深さ 形 状

(Grid) (m) (m) (m) (Grid) (m) (m) (m) 

1 号井戸 CI -28 2.40 0 45 3.37 ロート状 3 号井戸 Bm-23 2 30 0 70 3 50 ロート状

2 号井戸 Cg -26 1.07 0 60 3.20 筒 状 4 号井戸 Cs -32 1.10 0.30 2 43 ロート状
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